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巻頭言 留学で学んだこと

日 暮 翼

WhatIHaveLearnedinToronto.

MakotoHigurashi

トロント小児病院に留学したのは1969年7月

から1971年6月末までであったから,今から4

半世紀前ということになる.その後再度に亘 り

トロントを訪問する機会があったが,その度毎

に町の風景の変貌 ･発展振 りに驚かされた.柄

院における治療法 ･研究の内容にも著 しい進展

ぶりがみられたのは当然である.私の留学時代

には,トロントはインシュリンで有名なBanting

のお膝元だけに糖尿病関係の多くの研究者,

Transpositionの術式に彼自身の名が冠せられ

ているMustard,Cardiologistとしてボストン

のNadasと共に名声を博していたKeith,遺伝

のThompsonらの各部門には世界各国から多く

の専門家が来ていたが,時代が移っても循環器･

新生児･麻酔･免疫･内分泌･遺伝等の各部門は今

でも多くの留学生を集めている.このように時代

の変遷とともに周辺の状況は大きく変わりつつ

あるが,研究の基本的な進め方や仕事へのとり組

み方に関しては余り変化しているとは思えない.

それはいつの時代にも通じることだし,生き続け

ることと思えるからである.4半世紀前に私がト

ロントで学び,帰国後も常に反嚢しつつある(覗

実に実行できない場合もあるのだが)仕事の進め

方と仕事に対する姿勢について述べてみたい.

卒業し入局したての頃の私の仕事振 りは,拷

突盲進的傾向があった.目標を設定したらは,

ある程度の吟味をした後に,仕事にとりかかる

といった手法であった.仕事を進めてゆく過程

で問題が生じたらは,そこで考え直して問題を

処理してゆく,といった案配である.ところが

私の師事したDr.Conenは,仕事をスタートさ

せる前に,研究の背景,オリジナリティーの有

無検討,周辺状況 (対象の入手条件 ･研究器材

の確保 ･研究助手の人的配当等)の検討,倫理

的課題の有無等々あらゆる条件の検言寸を先づ試

みる.そのためには時間を惜 しむことなく,敬

底的に討論させた.その吟味の仕方が余りにス

ローペースであるために,性急な私などはしば

しばイライラさせられたものである.このよう

に諸条件を十二分に検討したあとでスター トし

た仕事は,進行過程で頓挫することは少なく,

容易に仕事がまとまる傾向があった.

つぎに,得られた成果を論文にまとめる段階

で,またまた入念な作業が行われる.研究がま

とまり論文を執筆 ･投稿するとき,先ず自分で

書いた草稿について連名の共同研究者と数回に

亘って討論を重ねる.次いで彼らにとっては自

国語である英文の論文であるにも拘らず,十分

に時間をかけて文章を練 りに練ったあげく,そ

の原稿の複写を数部作る.そして,その一部を

病院組織の正式構成メンバーであるDept. of

MedicalPublication′＼ 他の数部を論文内容の

専門家である知人へ送付し,研究内容 ･文章 ･

文法上の誤り･図表 ･写真等の点検を受け,そ

れぞれのcommentに従って訂正すべき点を訂正

する.その後,病院或いは研究所内のそれぞれ

の最高責任者の校閲を受けて投稿する.執筆開

始から投稿に至るまで十分すぎる位に時間をか

けて内容の吟味が行われるわけである.彼らに

とって語学的に自由自在であるはずの自国語の

英語の論文を研究内容のみならず,文章全体を

あれ程までに慎重に吟味する態度をまざまざと

見せつけられて,われわれ日本人にとって外国

一流雑誌への日本からの投稿の壁の厚さを感ぜ

ずにはいられなかった.

(東大名誉教授 ･東京家政大学児童学科教授)
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因特集 大震災と学校一被災地からのレポー トー(1)

心のケアをめぐって

白 瀧 貞 昭

神戸大学医学部精神神経科学教室

OnMentalHealthCareforSchoolChildrenafter

theHanshin-AwajiGreatEarthquake

SadaakiShirataki

DePartmeniofPsychiatryandNezirOlogyKobeUniversitySchoolofMedicine

1月17日,夜も明けやらぬ早朝5時46分に我々

を襲った大地震はほとんどすべての人にとって

まさに晴天の爵産のような出来事であった.特

にこの阪神 ･淡路地方でこのような地震が起き

ようとは誰も予想だにしなかったことであり,

誰もが大地震のための備えなどまったくと言っ

てよいほどしていなかった.さらに,悪いこと

に大地震が起こったのはほとんど真っ暗やみの

中であった.当初はまったく何がどうなってい

るのかさえわからなかった.辺りが少し明るく

なるにつれてただならぬことが起こっているこ

とはつかめても,それでも何がどうなったかほ

どうもわからなかった.

大震災後,次第に時が経ち,建物の崩壊の規

模,その下に押 しつぶされて即死した人達の人

数の多きなどが知らされるにつれて,大震災が

かってないほどの大規模なものであることが明

らかになっていった.その直後から生命,身体

への影響が一段落すると,その後には心の面へ

の影響が必ず生じてくるだろうと多くの人によ

って警告され出した.特に,子どもの心に対す

る影響,その結果 として重大な ｢不安反応｣

(PTSD)が生じることが心配された.しかし,
具体的にはどこにこのような重大な不安反応を

示す子どもがいるのか,あるいは,予防的にそ

のような子どもを未然に防ぐにはどうすればよ

いのかなどは示すことの出来る人はいなかった.

我々の病院にも,埋立のこども病院にもこのよ

うなこころの混乱で訪れたチビも達はほとんど

いなかった.本当にそのような子どもがいたの

であろうか,それともたまたま我々の知る病院

などを訪れなかっただけなのか.このような不

安を多くの児童精神科医が持っていた.

実際には我々の近辺でPTSDの診断ができる

ような子ども達にはほとんど出合うことはでき

なかった.これは何 も筆者だけに限られた経験

ではなかった.日本児童青年精神医学合は大震

災直後から特別委員会を作って,その対策を進め

た.また,全国から児童青年精神科医が阪神 ･淡

路地区に駆けつけてくれたが実際にはそれほど

の仕事がなかったことを多くの人から開いた.

結論的に言えば,大震災後,心の問題を含め

て種々の対応を迫られている問題の大部分は大

震災によって初めてもたらされたというよりも,

その前から実は対応を迫られているにも関わら

ず解決できずに残 していた問題であったのでは

ないかと思われる.だから,被災した人達の中

でも老人,障害者,経済的困窮者達は受けたダ

メージはかなり大きかったのであり,もっとも

対応が急がれるのがこれらの人々に対するもの

であろう.

大震災直後から医療的ケアの面では最初は応

急 ･救命的ケアが必要とされ,次いで倒壊家屋

の下敷きなどになった人達が命は取 り留めたも

のの,後になって内臓のダメージなどの影響に

対する外科的,内科的ケアが必要となり,その

後には心のダメージに対するケアが必要とされ
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るという図式が指摘されていた.このような心

的ダメージの一つとしてPTSDという言葉がマ

スコミの流行語のように取 り上げられた.あた

かもすべての人々にPTSDが起こるにちかいな

いと言わんばかりに.しかし,我々は児童精神

医学の教科書から子どもの精神的な反応もそれ

ほど単純に生じるのではないことを以前から知

っていた.例えば,ある地域に重篤な飢餓が生

じたとしよう.この飢餓によってすべての子ど

もが一様に影響を被るのではない.飢餓の前か

ら脳障害とか,発達上の障害を持っていたチビ

も達はより深亥1校 被害を受けることを,そして,

健康な発達を遂げていた子ども達はこの危機を

なんら被害なく切る抜け得ることを.

Ⅰ.大震災後の重篤なこころの不安 (pTSD-

外傷後ス トレス障害)はどのようにして

生 じるか

さて,ここで一般に大災害などが生じた後に

ヒトの心の中に発生するとされる ｢外傷後スト

レス障害｣(PTSD)がどのようなメカニズムで

あらわれるのか考えてみよう.その前にPTSD

という概念について少し考えてみよう.アメリ

カ版精神障害分類 (DSM-ⅠⅠ卜 R)には不安

性障害のなかにこのPTSDという項目が入れら

れている.この障害はアメリカではベ トナム戦

争に参加し,帰還した元兵士などによく見られ

た精神症状として記載されたという.このよう

な精神障害に対する保障を元兵士が求めた場合,

ある一定の基準をもうけておくことが必要であ

るが,PTSDの概念はこのような目的で導入さ

れたとアメリカの精神科医から聞いたことがあ

る.概念規定を詳細に見てみると,成人でも子

どもでも起こり得るような精神症状が並んでい

るので,一見,この診断名を子どもにも当ては

めてよいように思える.しかし,例えば,全症

状が1ヵ月間以上の持続という規定がそのまま

子どもについても同様に当てはまるべきなのれ

チビもではもう少し短期間の持続でもよいので

はないかという疑問には正確な回答はないので

ある.筆者はこの機会に過去の文献で子どもへ
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のPTSDの診断について調べてみたが,報告者

によってかなり異なった適用がなされているこ

とがわかった.子どもについての,PTSD (大

人についての概念ではないかと筆者は思ってい

るが)の具体的な症状の詳細な検討が必要であ

ると感じた.今回の大地震後に多くの児童精神

科医がPTSDの診断を下すことがほとんどなか

った理由は実際に子どもの精神面でそれほど大

きな不安が残らなかったのと,今まで言われて

いたPTSD概念が本当に子どもについても妥当

するのか否かの真剣な検討が欠けていたことに

もよると考えるのである.

すでに述べたように,大災害という原因が加

わることによってすべてのこどもの心の中に重

篤な不安反応が生じるという単純な図式ではな

いとうことは明らかであろう.大災害後のこど

もの不安反応の出現には少し考えただけでも多

くの変数が関与していそうである.こどもがど

のような状況で (親と一緒のときか,あるいは

家の中でか,外でかなど)大災害を体験 し,そ

の直後にはどのような介入を受けたか (親がす

ぐに不安を軽減するような働きかけを行ったか

否かなど),さらには,大災害体験以前にこども

は順調な精神発達を遂げていたのかどうかなど

も確実に変数の一つであろう.筆者はこの不安

反応出現のメカニズムは図1に示すように表せ

るのではないかと考えてみた.まず,大災害体

験以前のこどもの状態に依存した変数 -これ

は発達変数と環境変数の二つからなる個体変数

という言葉で表現した-があり,次に災害変数

(場所によって異なる震度の大小,あるいはそ

れによって生じた家屋の全 ･半壊の有無など),

さらに大災害直後にこどもがどのような保護,

介入をうけたかによって異なる介入変数の少な

くとも三つの変数が関係していることを示して

いる.大災害以前のチビも自身の精神発達が順

調で,直後に両親からの保護的介入を受けるこ

とのできたこどもは仮に大災害そのものの重篤

さがかなりのものであってもそれほどの不安反

応を示さないことがこの図式から理解できるし,

実際に我々がこのたびの阪神 ･淡路大震災で経
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子

ど

もの個体変
数

l災害変数 l(震度の大小,家屋の全･半壊など)

不 安 反 応

災害直後の介入変数

(母親による保護,集団避難など)

大震災発生以前 大震災発生時 大震災発生後

図 l 子どもにおける大震災後の不安反応出現メカニズム

験 したこともこの図式から導き出せることであ

った｡こどもの発達についてよく言われること

の一つは,発達の阻害要因を取 り除くことが肝

要であるということだが,無視 してはいけない

こととして,多くの発達阻害要因にも関わらず,

案外,発達が阻害されないことがあるのは子ど

も自身の中に一種の抵抗力みたいなものがあっ

て,このおかげて種々の困難を乗 り切ることが

できるという事実である.

このように今回の日本における大震災の結果,

子どもの心にそれほどの不安や大混乱が生じな

かったのはなぜか,何か説明できる理由がある

であろうか.それは,今回の大震災発生の壁間

がまだ夜も明けやらぬ真っ暗やみのなかであっ

たことが関係 しているのではないかと思う.暗

さが実際以上の恐怖を人々にもたらしたことは

事実であるが,子どもの場合,この恐怖を何よ

りも和らげてくれる親と一緒に大震災を体験 し

たことが,この時間帯であったことの最大のメ

リットでないかと思うのである.また,集団避

難所での共同の生活ということも,大人にとっ
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て恐怖を共体験によって和らげることができる

メリットを生んだと思うのである.この制度は

日本に独特の,ユニークなものであると聞いて

いる.ひょっとしたら,このことが今回の大地

震のような災害をたいした精神混乱もなく日本

人が切 り抜けることができた原因かもしれない

と筆者は考えている.

ⅠⅠ.大地震後の被災地 ･西宮市での生徒のこ

ころの状態

前述したように,この度の大震災時に子ども

のこころに重大な混乱 ･不安が生じた訳では無

さそうである.我々の外来で,今度,大震災後

に大きな精神的動揺を釆たした子どもを連れて

親が受診しますからよろしくといわれてお合い

したケースはよく聞いてみると,大震災以前か

らあった夜尿が少 し回数が増えているとか,大

震災後の2-3週間,親から離れて寝ることの

できない幼児のケースであるとかといった具合

であった.そして,これらの症状はせいぜい続

いても2-3週間であり,1ヵ月間を越えるこ
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とはほとんどなかった.

今回の大震災の直後から,西宮市では子ども

たちに必要な場合,迅速に心のケアをサービス

できるよう教育委員会学校保健課が各学校,養

護教諭を通じてその必要性を調査した.そして,

筆者も教育委員会から要請があれば,緊急に学

校に赴いて関係教師と対策を討議する態勢を整

えて待機 していた.しかし,実際には震災後の

数ヵ月間でもこのよ_うな要請があったのは全体

でも数件であり,筆者が実際に学校に赴いたの

は2回ほどであった.そして,そこで相談にの

ったケースは既に述べたように,大地震によっ

て初めて精神的不安反応が生じたというよりも,

それ以前からあった多少の不安傾向が増強した

という程度のものであった.全壊 した家屋の下

敷きになり2日後にやっと救出された小学校 5

年生の児童は横にいた母親を即死の状態で失い,

自分も倒壊 した瓦磯の長時間の圧迫のため四肢

の一部を切断せねばならない重大な被害をこう

むったが,それでも精神的にはほんの数週間の

経度の混乱で,級,自然に回復していった.お

そらく,本児は震災後のPTSDをうんぬんする

ならば最 もリスクの高かった子どもである｡そ

れでもPTSDと診断できるほどの状態に至らな

学校保健研究 JPnISchooIHealth37;1995

かったのは,本児にとって全面的に依存し,煤

護されることのできた父親がいたからである.

大震災後の混乱した状況のかなで,児童 ･生

徒の心の問題を早 く対処せねばという特に外部

からの圧力はかなり強かった.しかし,対応が

必要な児童をどうすれば見つけられるのかさえ

この混乱のなかではっきりしなかった｡西宮市

では各学校の養護教諭が在籍児童生徒の安否を

確認したり,精神的な問題を呈している児童生

徒がいないか即座に把握 し,教育委員会に報告

があったと開いている｡しかし,これは例えば

神戸市ではうまくいったと言えず,かなり時間

が経った後でもなお児童生徒の実態が把握され

ていないのだということを聞いた.西宮市では

震災のまえから教育委員会,精神保健推進協議

会,各校における推進委員,養護教諭,精神科

医を結ぶ連携ができていて,一応の機能を果た

していたことが上記のように震災後の児童生徒

の精神状態の実態把握が迅速にできた理由では

ないかと考えられる.

ⅠⅠⅠ.西宮市での学校精神保健活動

さて,筆者はここ10年来,西宮市での学校精

神保健活動に関わってきた.西宮市では市立の

図2 西富市学校精神保健活動とコンサルテーション制度
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表 l 平成4年度西宮市学校精神保健活動 ｢コンサルテーション事業｣の概要

1.参加した精神科医 (コンサルタント)敬 :12人

2.コンサルテーション回数

幼 稚 園 :2回

小 学 校 (42校):36回

中 学 校 (19校):40珂

高等学校 (3校) :6回

3.コンサルテーションの内容

校雑

言

｡

｡

｡

高秩学

14

1

3

0

4

中校学

15

13

8

6

1

小園稚

0

0

0

0

2

幼

校

状

誓

書

題

登

鵬

約

鵬

醐

不

神

発

行

家

幼,小,中,高の全ての学校のチビもたちを対

象にその精神保健を統合的に促進する活動を行

っている.その中心は精神科医が各学校を担当

し,学校に赴いてここで子どもの心の問題に対

処 しようという ｢コンサテ-ション事業｣であ

る.図2にはこの西宮市における学校精神保健

活動実施の機構図が示 してある.日本では現在,

学校精神保健の分野で多くの課題があることは

承知のことであろうが,不登校,いじめ,神経

症傾向などは学校精神保健の枠組みの中でも真

剣に取 り組む必要のあることがらである.いわ

ば,これらの児童生徒の心の問題は今回の大震

災のいかんに関係なく以前から存在 しており,

その対応を迫られていたのである.

表 1に平成4年度の西宮市学校精神保健活動

の一環として行われたコンサルテーション事業

のごく概略を示 してある｡昨年度はさらに事業

は拡大され,合計およそ100回近 くの学校でのコ

ンサルテーションが行われている.もちろん,

このコンサルテーション事業で扱われた児童生

徒のこころの問題は不登校をはじめとして,す

でに何らかの精神的問題 としてあらわれている

ものである.精神保健の範噂で言えば,第二次,

第三次予防に相当するものである｡まだ,病気

としては現れていない,潜在的なものとか,ご
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く軽微なものはこのコンサルテーション事業で

はまだ対処されていないことになる｡この意味

で,西宮市の学校精神保健の活垂加ま不十分なと

ころが多く残されていたと言わねばならない.

昨年末から西宮市学校精神保健推進協議会で

は精神保健の第一次予防をも含む広範な包括的

精神保健の枠組みの具体的展開を議論していた

ところであった.この中には,近い将来の精神

障害発生のリスクを高く有する児童生徒への対

応も含まれることになる.

この度の大震災の被災地からのレポー トの中

でこのような学校精神保健活垂加こついて紹介 し

たのは,震災の前からあった西宮市学校精神保健

活動の枠組みが突然生 じた大震災後の学校のチ

ビもたちの不安,ストレスを中心とする精神混乱

にも十分対応できるという筆者の主張による.

おわ りに

現在,震災後の対応をどうするのかという各

方面からの要請が飛び交っているが,心の面に

づいてのケア,特に児童生徒の精神的ケアをう

んぬんするならば,大震災に関係なく児童生徒

の心の中にある種々の精神的ストレス,不安に

対処するような精神保健システムの構築こそが

最 も必要とされているものではなかろうか.
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鰯特集 大震災と学校 一被災地からのレポー ト--(2)

恐怖と無力感の中で

大 橋 郁 代

兵庫県教育委員会体育保健課

PassinginFearandwithaFeelingofHelplessness

lkuyoOohashi

EducationalBoardofHyogoPr.efecturle

l はじめに

突然,阪神 ･淡路を襲った震度7の地震がど

んなものであったのか.書物や映像では既に伝

えられたとおりであるが,被災地における私的

個人情報を先ず述べてみたい.教育行政に携わ

る身であるが,その前に1人の被災者としての

体験談を読んで頂きたい.次に兵庫県の被害状

況を報告し,震災時において学校教育が負うべ

き役割は何なのか,私の今後における課題解決

の糸口を教えて頂けたら幸いだと思う.

2 阪神 ･淡路大震災と私

ガッチャン, ガッチャン,ガッチャン,自分

自身がガラスケースの中にいて揺さぶられてい

るような錯覚に陥り,何が何だか訳が判らない

が,とんでも無いことが起こったのではないか

写奥 A 本箱とタンスが倒れた.この下に,子どもが
寝ていました.

という恐怖で眠りからゆり起こされた1月17日

であった.

真暗闇の中,大声で我が子の名を叫んだ.過

事がない.その一瞬,頭の中がまっ白になり意

識を失ったような気がした.｢どうしよう｣｢死

んでしまっていたらどうしよう｣とただおろお

らするばかりで何もできない.気を取 り直して

早 く助けなくてはとあせるが,暗闇で何も見え

ない.いつもの場所に置いたはずの,懐中電灯を

探 し求めたが,いつもの場所がいつもの場所で

無くなってしまって,探す術もない.手探 りで,

無我夢中に子どもの部屋へたどり着き,再度,

名を呼んだ.｢動かれへん,助けて｣｢ここ,こ

こ｣という声を開いて安心したのも束の間,暗

闇の中で手探 りで触った箪笥を持ち上げて助け

ようとするが,ピタともしない.夫が助けに来

てくれて,やっとの思いで家族4人が揃って,

外に出た.とにかく安全な所まで逃げることが

精一杯であった.

避難する途中 ｢助けて｣という多くの叫び声

を聞いたが,どこをどのようにしたらよいのか

まるで判らない.後で気付いたが,玄関のドア

が開かなかったらしい.親子がお互いに安否を

確認出来なかったのは,ほんの僅かな時間であ

ったと思うが,子どもは身動き出来ない状態で

親の呼び声が聞こえなくなったので,親は死ん

だと思ったという大変な恐怖の時間であった.

以後,1か月程は,親子が団子のようにくっ

つきまわって生活をしていないと,不安で仕方
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がない毎日であった.

電気や通信網が絶たれ 頼るのは車のラジオ

と携帯ラジオの情報のみであった.

その日は,夜が明けるまで荘然としていて,

気が付くと午前9時ごろであった.取 りあえず

職場に電話を入れなければと自宅に戻って何度

もかけるが,かからない.仕方なく連絡するこ

とをあきらめた.当日は近 くの幼稚園に避難 し

た.その後,私は,交通手段が絶たれているこ

とを理由に, 1週間程出勤しなかった. 2日目

から,ライフラインが正常を場所に避難 した.

この1週間の間に,災害の大きさを実感し,

命があったことが不思議であると思うばかりで

仕事への意欲等まるで失っていた.

公務員としての使命感等まるでなかった.

後日,被害のひどかった地域の学校訪問をし

た時に,校長先生から聞いた話では,先生方が

わが身のことはさておき,先ずは自分の勤務校

に駆けつけられたことを知り,子どもたちを思

う教師の神髄を見た気がした.それに,引換え

わが身を恥 じたものだ.

震災後,1週間程して電車やバスと徒歩で3-

4時間かけて,伊丹の自宅から神戸市中央区に

ある児庁まで通勤をした.新神戸駅から,児庁

まで平常であれば徒歩20分程度のところが40分

写奥 B 県教委･体育保健課内一南窓側のロッカー
はこんなに歪んでしまいました.

位かかる.それも,日によって,通行出来る道

が異なる上に,ちぎれた電線が垂れ下がり倒れ

かかったビルの間の,隆起や陥没した遠路を歩
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くことは危険で困難を要した.やっとの思いで

現庁に到着すると,きょうも無事に着くことが

できたとほっとしたものである.

しかし,やっとの思いで出勤しても,壊れて

歪んだ建物の中で,余震に襲われながらの勤務

はとても平常心ではできない状態であった.

夕方5時になると,辺りは真っ暗闇で,ネオ

ンの消えた街はゴーストタウンと化するのであ

る.震災による停電のため,外灯はつかないの

で人々は,ただ黙々と下を向いて家路を急ぐの

である.開通している電車は,リュックを背負っ

たひとたちで超満員,ホームは長蛇の列であった.

庁内のライフラインであるが,水は井戸水が

ポンプアップされていて,水洗 トイレは平常ど

おりの,利用が可能であったけれども,飲料水

は1階の道路にある水道の蛇口までペットボト

ルを持って男性職員が汲みに降りて確保 してく

れていた.弁当と水筒を持参する日が続いた.

3-4時間の通勤道中はトイレに行かなくても

良いように,水分制限をした.

平常な勤務ができるようになったのは,新年

度になってからであった.

職員間でも被害の程度は,一律ではないので

被害が少なかった人は,仕事の負担が重かった

と思う.学校が再開されていないことと,自分

自身が生活に追われていることで,学校保健の

立場で,いま考えなければならないことが何で

あるのか考えることができなかった.

通勤の道中あちこちに,花が置かれ線香が手

向けられていた.毎日こんな中を通勤している

訳であるが,そういった光景を見るとつい涙が

溢れてしまうのである.

新開記事を読みながら涙,テレビが報 じる震

災放送を見ては涙の日々であった.

このような,環境下に我が身を置き,何をな

すべきだったのか考えてみたい.

3 阪神 ･淡路大震災による兵庫県の被害状況

災害救助法指定市町数は10市10町.

震源地は淡路であるが,県庁所在地である神

戸市を中心に,阪神地区といわれる都市が大被
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害を受けた.平成7年4月24日現在,死者は5480

塞,家屋被害200,162棟 (表 1,表 2)である.

ピーク時の避難者人数は316,678名とされている.

(1月23日現在)

また,公立学校園の園児 ･児童生徒の死者は

295人であり,公立学校園において,父母,保護

者 ･家族を失った児童生徒数は表 3のとおりで

ある.

学校の建物の被害は表 4のとお りである.

4 緊急避難場所 としての学校の活用状況

震災後の新年度を迎えた4月24日の避難箇所

及び避難者人数は表 5のとおりである.

公立学校の避難所は,全避難所の35%であり

受け入れている人数は,全体の60%であった.

表 f 兵庫県内の被災状況 (H.7.4.24)

人 的 被 害 家 屋 被 害

死 者 負 傷 者 行方不明 焼失家屋 倒壊家屋

※災害救助法指定市町数 10市10町

表2 兵庫県内公立学校 ･園幼児児童生徒等の死亡

者数 (単位 :人)

校檀 小 中 高校 盲聾 幼 児童 教

学 学 養護 稚 生徒 職

校 校 学校 園 合計 負

表3 兵庫県公立学校における父母保護者を失った

児童生徒数(H.7.4.13) (単位 :人)

校 種 父 母 父又は母 家 族 保護者

幼 稚 囲 0 4 ll 0

小 学 校 ll 106 255 17

中 学 校 ll 74 216 14

高 等 学 校 16 60 ※ 124 20

盲聾養護学校 0 1 1 1

※高等学校 家族欄 一部未調査
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学校が避難所として活用されていることのた

めに,授業に影響があったのは表 6のとおりで

ある.

5 救護所 として活用の保健室の実態

兵庫県では平成 6年12月末に小学校 と中学校

における保健室の実態について色々な方面から

調査を実施 していた.

表4 兵庫県内被災学校数

(被災した学校数/学校総数) 単位 :校

全 県 公 立

小 学 校 510/863 60% 501/849 59%

中 学 校 252/403 62% 229/361 63%

高 校 201/229 87% 163/177 92%

盲聾養護学校 31/41 76% 31/41 76%

幼 稚 園 351/845 41% 171/581 30%

表5 緊急避難所としての学校の活用状況

…避難箇所及び避難者人数-(H.7.4.24)

避難箇所数 避 難 者 数

公立学校 県 立 学 校 8箇所 2,168人市町立学校 208箇所 26,303人

小 計 216箇所 28,471人

その他(公立学校以外) 403箇所 19,024人

合 計 619箇所 47,495人

〔ピーク時〕1月23日現在 316,678名(1,153箇所)

表6 阪神 ･淡路大震災の被災地の公立学校におけ

る授業への影響について(班.7.4.11現在)

平常の授業が実施料難な学 体育.特別教室利用面受

校(他校措朴短鯨授業)業等に影響がある学校

小 学 校 7校 89校

中 学 校 1校 33校

高等学校 8校 lo枚

合 計 16校 132校
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その調査結果から,保健室の位置についてみ

ると,管理棟にある学校が73%,教室棟にある

学校が17%である.保健室の広さについてみる

と, 1教室以上というものが53%, 1教室以下

というものが47%である.設備面では,ガスが

ないところが22%,水道がないところが2%あ

る.暖房器具の設置は98%,冷房器具の設置は

56%である.緊急連絡用外線電話の設置率は24%

である.休養のためのベッドの数は1,000人規模

の学校で5台というのが約半数,1,000人に1台

という学校が7%ある.男女別とか,個人のプ

ライバシーが守れるような間仕切 りやカーテン

がない学校が31%ある.消毒器具の設置状況で

あるが,煮沸または乾熟用器具を設置していな

い学校が17%ある.

また,児童生徒用の保健関係消耗品の1年間の

購入予算額であるが,1人につき400円以下とい

う学校が85%をしめている.1,000人規模の学校

で年間400,000円以下ということになる.半数位

の学校が年間50,000-200,000円と回答している.

このたびの震災では,保健室が避難所の救護

室になったところが多かった.しかし,上記の

実態から見ても判るように,物質的には,何の

備えもできていない.

また,学校に医薬品等を備蓄する計画が持ち

上がっているところもあるようだが,誰がどの

ように保管,管理していくのか.

6 養護教諭の役割

このたびの震災時に避難所となった学校で,

校長先生が停電によりマイクが使用できない中

で,最初に大声を張り上げて叫んで回られたの

が ｢お医者さんはいらっしゃいませんか,看護

婦さんはいらっしゃいませんか｣ということだっ

たそうです.学校に遺体が運ばれ,重症の患者

が運ばれてきたということです.

このような震災が学校の授業中におこったと

き,医者や看護婦の役目を,校長先生や地域の

人たちは養護教諭に求めないだろうか.

養護教諭に対する文部省の見解は,養讃教諭

は養護教諭の免許状をもっておればよい訳であっ
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て看護婦免許は課せていないということであり,

教育現場では,教育の場に医療行為を持ち込む

なという指導がされている現状とのギャップを

どのようにうめたらよいのか.

7 まとめ

防災,危機管理といった会議が県であるいは

国でもたれている.

今後も,学校が避難所としての機能をもたさ

れるのであれば,学校保健という観点から色々

検討をしていかなければならない.

また,現行の保健室の実態であれば,とても

救護所の機能は果たせない.また,現在の養護

教諭に救護所の要員としての役目は課せられな

しヽ

今後どのような方向づけがされようとしてい

るのか判らないが,日本全回,いつ,どこで災

害が起きても,全員が共通理解の基で速やかに

対応できるよう心掛けたいと思う.

失われた多くの尊い命を,無駄にしてはなら

ないと思う.
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魁特集 大震災と学校一被災地からのレポー トー(3)

個人的体験を通して見たもの

今 出 悦 子

西宮市教育委員会学校保健課

WhatiFoundbyPersonalExperienceoftheGreatEarthquake

Etsukolmade

Educati071alBoaj･dofNishinomiyaCliy

l.その日

1995年1月17日未明,｢ドンッ｣とものすごい

衝撃と同時に息ができないほどの圧力を全身に

感じて目が覚めた.｢何なのよ,これは !｣と思

わず声に出しながらベッドの上で半身を起こし

た.真晴で何も見えない.下半身が重い.ベッ

ドの横の本棚に詰め込み,積み上げている本が

一挙に崩れ落ちてきたのかと思った.が,手に

触れてきたのはギザギザの大きなコンクリー ト

の塊だった.ミシッ,ミシッと建物の乳む音が

する.後ろに手をのばしてみると壁がない.隣

家との境の壁がない.手がすうっと入ってしま

う.足を片方ずつ引き抜いて (引き抜くことが

できた)体をのばして窓の位置を確かめた.窓

がなかった.手に曲がった鉄骨が触れた.ベッ

ドは廊下側の窓と平行に隣家との境壁にくっつ

けて置いていた筈だ.

方向がわからなくなった.隣家の人の名を後

を向いて呼び,横を向いては大声で呼んでみた.

返事は返ってこなかった.かすかにガスの臭い

がしてきていた.寒かった.

さっき目が覚めたときは5時過ぎだったが,

あれから,また,眠っていたのだろうか.いま

何時ごろなのだろう.わからなかった.辛を上

に伸ばすと天井に触れた.

どのくらいの時が経ったのか,真っ暗な中に同

じ集合住宅4階に住む妹と中学校 3年生の姪の

私を呼ぶ声が聞こえた.大声で応えているのに探

し回っている.やっと蛭が私の声を聞きつけたら

しく泣き声で母親に知らせているのが伝わって

くる.小学校6年生と小学校3年隻の妹のチビも

たちの私を呼ぶ泣き声と外の慌ただしい物音が

聞こえてきた.何処かが燃えているらしいと思う

まもなく,喉から鼻から煙が入り咳が出,目にし

みた.はじめて｢たすけて｣と叫んだ.

正午近く,私は猛火に包まれる直前に救出さ

れ救急車で運ばれた.机を片方に寄せた教室の

床に毛布や薄い布団にくるまった人達が横たわっ

ていた.その教室は次々に運び込まれる人達で,

すぐいっぱいになり,次の教室があわただしく

伝えられた.もう幾つ目かの教室らしい.私の

左横に寝ている女の人の枕元で,豆削こ包帯をし,

足を骨折したという男性が大きな声で倒壊した

家の話をしている.右横には大腿骨骨折で運び

込まれた若い男性が血の気のない顔をゆがめて

喰っていた.rガーゼもない｣という会話が耳に入

ってくる.医師らしい人に｢こんなにまだ温かい

のに,なんとかしてえな,息子と孫を助けてえな,

先生,お願いや｣と繰 り返 し,繰 り返し訴えてい

るおばあさんがいる.まだ上の孫が埋まったま

ま見つかってないと泣きながら訴えている.救

急車の中で,とりあえずと左腕と左耳の火傷部

にガーゼを当ててもらったが,とても診察や処

置を申し出れるような雰囲気ではない.

私が運び込まれた時には,もう,医薬品や衛

生器材はほとんどないようであった.
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起き上がって手伝いたいと思った.救出後寝

巻も-サミで切 り取られ裸同然に毛布を巻き付

け,怪我人の中に混じって横たわっている自分

が情けなかった.

夕方,迎えにきた妹夫婦の車で居住地の避難

所になっている芦屋市立小槌幼稚園へ行く前に,

妹が持ってきてくれた衣服を着,妹の靴を借り

てトイレに行った.ひどく汚れていた.路線 し

ていると,誰かがバケツの濁った水を流してく

れた.避難所に行く率の中で,救護所になって

いたこの学校が,芦屋市立精遺小学校だと聞か

された.

私と同様に一人暮らしだった隣家2軒の人は

亡 くなった.その一人は神戸市立学校の教師

だった.

2.その後の ‡週間

地震から3日目の夜,避難所中に響き渡るよ

うな声で私の名を呼び,友人が迎えに来てくれ

た.私は3日目の夕方まで消息不明であったら

しい.知人が連絡してくれた筈だが,混乱状態

の役所では無事な職員のことなどその場で忘れ

去られたのだろう.前任校の先生2人が崩壊 し

延焼した私の住居を訪ね,｢これはダメだと思っ

たが念のために｣避難所に探しに来てくれて職

場に通知してくれたのだった.

集合住宅1階の私の住居は,下のピロティ部

の柱が折れ,上 6階分の重量を受けかねて最に

圧しつぶされていた.妹は, ドア上部から下が

つぶれ開口部のないコンクリー トの中から私を

救出することは,ほとんど不可能だと思ってい

たらしい.それに隣家から出火し,たとえ出て

これても大怪我か大火傷の状態を覚悟 していた

と言う.電話が通じなかったこともあるが,私

の依頼にもかかわらず妹家族は私の側を離れず,

私の職場に連絡することなど念頭にないようだっ

た.私の体が｢どうもない｣筈がないという.地

震の翌日,心配する妹夫婦に連れられて行った

病院はあちこちに亀裂があり,中は薄暗 ぐ怪我

人でごったかえしていた.床にも手洗いや トイ

レにも通れる所には,こびりついた大小の血溜
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まりの跡があった.階段の下の空きスペースに

も毛布にくるまった人が蒼白な顔で横たわって

いた.声高にしゃべる人は誰もいない.長い時

間待った.前夜遅 く,妹の知人の知人という人

がアロエを2枚に割いて火傷 した左腕に張 り付

け,ガーゼと包帯で包んでくれていたのが有り

難かった.病院で1日分の痛み止めをもらい,

その後はいただいたアロエを朝晩取 り替えた.

西宮市の友人宅には,私,妹,妹のチビも3

人がお世話になり,妹の夫は芦屋市の避艶所に

残った.妹はコープの食品部門職員のため地震

翌日から呼び出しがかかり私の病院受診後出勤

していた.神戸西部にある私学勤務の友人も片

道 3時間以上かけて出勤し始めた.私たちを避

難所まで迎えにきてくれた友人のご主人は,職

場に泊り込んで帰宅されない.私にも友人宅に

迎えられた20日夕方には,職場の同僚より,問

題が山積 しているとの連絡が入っていた.

友人宅の近 くのスーパーが開業し始め,私は

借 りたお金で,とりあえず着るものや化粧品を

買い,1週間後の1月23日から職場に出かけた.

買い物にも職場の近 くへも妹のチビも3人がつ

いてきていた.子どもたちにとっては友人宅は

見知らぬ人の家である.また,私が救出される

崩れたマンション,やがて

炎に包まれた (後日撮影)
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一部始終を泣きながら見つめていたチビもたち

の気持ちを考え,最初の週は,職場で働 く時間

を午前中,午後 2時まで, 3時まで, 4時まで

というようにさせてもらった.暖房もなく,騒

然とした職場の雰囲気の中で,こうした個人的

な配慮を受けるのは有り難 く,また,つらかっ

た. しかし,友人宅で過ごした半月余の日々は,

私や妹,とりわけ妹のチビもたちにとって,慕

災後の心のケアという点でかけがえのないもの

を与えられた日々だったと思う.

3.職場では

西宮市では1月21日10時半現在,避難所192カ

所.そのうち市立学校園は小学校42校中35校,

中学校19校や14校,幼稚園22園中4乳 高校3

校中1校,養護学校 1校の55校園.死者1056人,

全壊家屋11641戸,半壊家屋5431戸,行方不明者

50人,避難者数33863人と報告されている.

被害の少なかった北地区と南地区の一部を除

いて市街地のほとんど全ての学校が避難所となっ

ていた.高校 3校のうち1校は校合が大きく崩

れ, 1校は遺体安置所である.

教育委員会の会議室にも避難者が入っていた.

出勤後すぐに取 り組んだことは避難所になっ

ている学校園の衛生問題とインフルエンザ流行

に備えての対策だった.市庁舎の6,7,8階

の損壊がひどく,そこに入っていた部課はちr)

ぢりに分散 していたが,なんとか環境衛生課の

担当係長と連絡をとることができた.遺体管理

関係のしごとに追われているとのことだったが,

各学校には,今週中に,とりあえず,クレゾー

ル2-3本と台つき洗面器 1コを配布する.一

方で,消毒珠は保健所,業者関係にも協力して

もらい避難所になっているところは優先的に消

毒に回るとのこと.しかし,私が救護所,避難

所で見てきた状態ではとてもそんな程度では追

いつかないと思い,環境衛生課の予算で消毒剤

を購入し補充してもらうことを依碩した.また

希望する学校側で消毒してもらうために噴霧器

5台と別途消毒剤を学校保健課に貸与してもら
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うことにし,学校での消毒については,学校薬

剤師会に指導をお願いした.

インフルエンザに関しては,医師会から学校

医や医療機関の稼働状態を開き,健康管理課と

連絡をとり一覧表を入手して対策本部に報告し

た.薬品 ･衛生器材等の配布,補充は健康管理

課が行っているとのことであった.環境衛生課

も健康管理課も,私が連絡の取れた担当者たち

は,一面識もない人たちだったが話もはやく仕

事もはやかった.

教育委員会では,各課,係が分担して避難所に

なっている学校園に応援に行っていた.私は1週

間出遅れたため課内に残って通路調整にあたった.

4.学校再開

1月30日,阪神間の学校再開が決まり被害甚

大の一部学校を除いてチビもたちが登校した.

妹のチビもたちも友人宅から芦屋市の自分の学

校に行った.中学校 3年生の姪のクラスでは和

歌山や京都から登校 してきた生徒もいたという

姪は亡くなった級友の話をして泣いた.甥たち

のクラスでも半数近くが欠席していたようであっ

たが, 6年生の甥には算数と国語のドリル各3

ページの宿題が出されていた.教科書やかばん

などほ取 り出せていなかったので,甥は宿題に

戸惑い,そんな子どもの姿に大人たちはあわて

た.毎日の食べる事,アパー ト探 し,それに自

分たちの職場 (仕事)の問題に追われ,目の前

の子どもの学校再開への準備をすっかり抜かっ

ていたからだ.

私は西宮市内に,妹家族は尼崎にそれぞれ親

友にアパー トを見つけてもらい, 2月5日に引

越した.

私の職場では,学校再開と同時にチビもたち

の被災状況についての調査を各課 ･係で開始し

た.合同で実施できるものもあったが,各方面

からの短期日内報告要請に応えるため,文書と

同時に学校園への電話による聞き取 り確認調査

を繰 り返した.学事課は在籍 (家族の状況も含

め)と教科書等の必要な状態の子について,学
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校教育課生徒指導係は指導上特別な配慮を要す

ると思われる子について,私の所属する学校保

健課は事故報告をまとめた.

西宮市では,小学生35人,中学生20人,幼稚

園児 1人の尊い命が奪われていた.また,12人

が重症を負い入院していた.

一方,震災数日後から ｢心のケア｣について,

養護教諭や教師対象に講演しようという申し出

や,チーム又は単独で学校現場に入り教師や子

どもの相談活動をしたい.あるいは,主婦だが

カウンセリングの経験があるのでさせてほしい

等の要望を間接的に (仲介人を通して)何度も

受けた.｢心のケア｣に関しては,学校再開後,

周囲の声はますます大きくなり ｢どうするつも

りか｣｢はやく手を打て｣｢何をしてるんだ｣と

の質問,要望が相次ぎ,窓口となった学校保健

課は資料づくりや応接に追われた.

酉富市教育委員会では,昭和62年度から学校

精神保健推進協議会を設置し精神保健コンサル

テーション事業を実施しており,平成7年度の

現在,15名の児童青年精神科医に市立学校園の

ケース･コンサルテーションを依頼している.

震災後も早い段階で,各学校園および15名の先

生方には危機コンサルテーションの実施につい

て連絡 ･依碩し,急を要するケースについては,

コンサルタントである精神科医に,交通機関寸

断の中を万難を排して該当の学校まで出向いて

いただきコンサルテーションを実施した.これ

までの継続の上に立って,今後も長期的,継続

的に学校医同様の関わりをしてくれる専門家の

存在が既にある,あわてることはない状態だと

説明しても新開やテレビの取材も含め,伺辺の

声は高くなる一方であった.

2月21E】(火)に県教委が遺体安置所になっ

た西宮市立高校のホールを会場にして,校長対

象の ｢心のケア｣研修会を開催した.講師は前

記15名の精神科医のうちのひとりであるA教授

である.開催要項は数日前にFAXで私の手元に

届き,それを増し刷りして学校に流したが,｢今,

校長が研修会などに出かけておれる状態かどう
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かわからないのか｣等の抗議があり,出席者名

簿 (責任出席)の提出は,外された.

西宮市教委も総合教育センター研修課が3月

1日にB教授を講師に依頼して ｢心のケア｣研

修会を開催した. B教授のグループは,いま,

研修課が依頼する形で,西宮市の小学校 2校,

中学校 1校に入り半年～1年間にわたって研究

されている.

県教委の学校巡回相談,来所 ･電話相談が 2

月22日-3月24日にかけて実施される通知も学

校に流した.

災害を受けたチビもたちの心の理解とケアに

関するパンフレット,書籍等が県教委を通 して,

あるいは,個人の寄贈という形で市教委に届き,

それらについても,逐次,学校園に発送した.

同じ冊子が日を違えて別のルー トで送られて

きたのもあった.また,震災とは無関係の著書

を学校宛の送付文をつけて送ってきた大学教授

もおられた.防塵マスクも数箇所から届いた.

2月に入って水道,ガスの復旧工事が急ピッ

チで進められ,工事完了済みの連結をうけた学

校園から水質検査を学校薬剤師合に依頼した.

学校給食開始との関係もあったが,遠方から応

援に駆け付けてくれた給水車引き上げの問題が

あり,検査を急がされた.学校薬剤師合のメン

バーは,副会長お一人の他は全員被災されてい

たが,市教委の依頼に快 く応え動いてくださっ

た.薬剤師合事務局の破損検査器具については,

学校保健課の予算で充当した.

平成6年度予算で3月までにすべき仕事,節

学年の定期健康診断関係その他の事業計画 ･準

備等本務をこなしつつ,間断なく入ってくる震

災関係の仕事のため,帰宅時間は遅 くなる一方

であった.

5.まとめに代えて

私は,この震災で,救護所,避難所,救急病院,疏

開(友人宅),仮住居(アパート),そして,6月末現

在から全壊認定の賃貸マンションへと転々とし

て過ごしてきた.仮設住宅は,妹家族のところに
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出入りして体験した.倒壊したマンションはまだ

解体されず無残な姿を曝しており,再建は何年党

になるか分からない状態で,被災者としては大体

フルコースを味わったのではないかと思う.そこ

で,災害地の公務員と被災者の両面から体験し見

てきたことを長々と記してみた.

今,災害時の学校の役割,保健室や養護教諭

の役割について ｢いかにあるべきか｣が論じら

れている.学校は地域に点在し,災害時の避難

所に指定されているところが多い.住民は平素

からそのことを知っており,今回の地震発生で

も学校に多くの人が押し寄せた.西宮市では,

当日, 7時5分に ｢災害対策本部｣を設置し,

教育委員会では,総務部に本部を置いた.学校

では,校長,教頭,出勤教職員で避難者に対応

した.一部学校では,教職員の到着が間に合わ

ず,市民が学校の鍵を壊し教室や体育館に避難

したケースもあった.

予期しない災害発生の大混乱の中で,白らも

被災しながら,被災住民に頼られる立場に立た

ざるを得なかったのが学校教職員や市役所職員

である.私の行った救護所や避難所が機能して

いた中心に学校教職員の存在があった.教職員

たちは,幾日も泊り込んで避難者の世話をしな

がら,片方でチビもたちの安否を確認する作業,

校舎の被害状況の点検,散乱する備品の整理な

どに従事した.

健康相談に避難所を巡回していた保健婦に出

合った時 ｢養護の先生が避難している人の状態

を実によく掴んでおられるのに頭が下がった｣

と聞いた.養護教諭もまた,自分の役割をしっ

かり果たしていたのだと思う.

防災計画の見直しが各地で行われていると言

われる.先日,私の職場に非常用飲料水として

浄化したプール水の水質検査依頼があった.い

ろいろな検討,試みが進んでいる.

防災の--ド面については各市町村単位で考

えられ,ライフラインの確保や応援体制等は全

国規模で検討されていくものと思われるが,個

人的体験の中で痛感したことは,被災者援助の
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核となるのは,やはり,人だということである.

自然災害はどのような形で発生するか分から

ない.私は,今回の被災で人と人の関係の有り

難さを身にしみて感じた.奇跡的に放出され,

住居 ･家財のすべてを失ってPTSDの症状が出
るひとりと言われながら,いまだに元気だし,

今後も症状がでるとは思えないのは,遠近のた

くさんの人たちの温かさが ｢心のケア｣をして

くれたからだと確信 している.

被災者としては,｢心のケア｣の大合唱について

は,むしろ,不安の増大を招きかねないと感じた.

また,何かあると役所の対応の遅さ,堅さが

マスコミに取 り上げられるが,それもまた,担

当者によるところが大きい.マニュアルのない

ところで即断即決,臨機応変を要求される場合,

その担当者の仕事に対する日常の考え方,姿勢

が出る.養護教諭の場合も,災害時の動きはそ

の人の日常の動きに連動していたようである.

そういう意味で,災害時の役割が特別にあるの

ではなく,質的には平常時の姿が反映されたも

のとなると思われる.
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磁特集 大震災と学校一被災地からのレポートー(4)

私の震災体験

学校管理職の立場からの報告

山 口 晋

芦屋市立宮川小学校長

MyEarthquakeDisaster'sExperience

-ElementarySchoolPrincipal'sReport-

SusumuYamaguchi

Mljagau)aElementarySchoolInAsiya

はじめに

本校は,神戸市と西宮市に挟まれた ｢可

愛い町｣芦屋市の南東部に属 し,小学校区

としては市内で2番目に被害が大きかった.

7町のうち1町が5割以上家屋が倒壊し,

他町も3割近 く家屋が倒壊 した.本校児童

も3名犠牲になった.本市西部は,神戸同

株激震地の一角を占める.

阪神 ･淡路大震災から既に9か月が過ぎよう

としている.｢宮川小避難所｣は, 1月17日に避

難者約650人,食事等で対応の必要な地域の人達

約1000人を合わせ,1600人余りのお世話をする

形でスタートした.そして,4か月間の活動を

経て, 5月21日(日)にその役目を終えた.

学校としては,メイン校舎の柱に亀裂が走 り,

3階建て約30教室分のその校舎を取 り壊 した.

また,避難所に使用しているため空き教室が

1教室となり,他校を借 りて2月2日より3月

17日まで1か月半学習をした.

その間に,運動場の3/4にプレ-ブ校舎が北

海道の富良野の大工さんの手で建てられた.

一方,給食室が使えなかったため,4月末ま

で他校に調理師さんが行き,調理をしたものを

運んでくるといった手間のかかることも続けた.

今回の大震災では,保健関係以外にもたくさ

んの事に対応 し,その1つ1つからも学ぶこと

が多かった.ただここでは,できるだけ保健関

係の事に焦点をしぼりながら報告 していきたい.

大震災直後の精神状態

-恐怖感より夢見心地

児指定研究会当日だったこともあり,既に地

震2時間前から目が覚めていた.

サワサワサワの微震,そして横揺れ,この時

は ｢逃げだそうか,じっとするのが安全か｣迷

った.その後の撮 じれ揺れ,もうこの時はマン

ションが潰れるような恐怖感に襲われた.｢どう

にでもなれ｣-死を覚悟 した.最後の下から突

き上げるドン2発で地震は終わった.

私の住む,神戸市の一番東端,東灘区森南町

は8割方家が倒れ,目の前の芦屋市清水町は9



278

割方町が破壊されていた.

地震後の行動はすべて夢見心地だった.｢何か

悪い夢を見ているのでは-｣そんな気持ちで走

っていた.妻の実家すぐ横の高速道路倒壊現場

では,｢猿の惑星｣のラストシーンが重なった.

想像できないことが起きていたからである.

その日の午前中のすべての見たもの ･自分の

行為が ｢夢の中の出来事｣に思え,現実のもの

として実感できていなかった.その一つには,

地震の後 1時間,まったくパ トカー,消防車,

救急車のサイレンが聞かれず,火事現場の横を

通 り抜ける際もみんなが呆然と見ているだけだ

ったからかもしれない.

避難者にとっての保健室の機能

-改善が必要

6時40分学校着.督備員さんが家が傾いたに

もかかわらず,6時20分に奥さんと一緒に来て,

体育館を初め,すべてのドアを開けてくれてい

た.

玄関から職員室前の水槽が10数個すべて割れ

て,廊下に散乱 している.校長室も中のものが

動いて ｢開かずの間｣になっている.

7時前で,体育館は8割がた避難者で埋まっ

ていた.

校舎の破損状況を調べて,すぐ運動場に出た.

顔見知りで,地域の役員をしている人達人数と

面識のない地域の人数人が集まってくれた.

暫 くして,怪我人が運ばれてきた.保健室を

運動場側から開け,怪我人を運び込んだ.打撲

者,骨折者が中心のため, ドア1つ分の広さは

運び込みにくい.10人程でいっぱいになった.

運び込み役のみで,看護する人がいない.体

育館に走ってもらい,看護資格のある人を探 し

た.2人の人 (私大付属の養護の先生と看護婦さ

ん)が見つかった.

骨折 した人のための添え木がない.代用に園

芸周の名札をこわして使用した.避難所用とし

て常備すべきものの1つである.

包帯も少ない.薬は,ヒピテン程度で役にた

たない.生き埋めで引き摺 り出された人の手や
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顔を洗う水もない(水道の復旧には2か月かかっ

た).何もできないまま一人の少女か亡くなった.

益々,怪我人が増えてくる.車での芦屋市民

病院搬送を考えた.車で避難してきていた人達

は,初め怪我人を乗せるのを嫌がった.汚れる

からである. しかし,状況は,生死にかかわる

状態になってきていることがだれにもわかった.

暫 くすると進んで協力してくれるようになった.

車は,ワゴン車に限定せざるを得なかった.

全身打撲の人や足を骨折した人は普通車に乗れ

なかったからである.

担架がない,ほとんど怪我人は畳で運んでき

た.畳は,重く,しなるため,大変運びにくい.

担架の設置場所も,学校以外に各町の自治会長

さん宅などにも設置すべきだと感じた.

市役所の遺体の搬出は早かった

･-遺族の心を思う

14体と保健室で亡くなった幼女の1体を加え,

15遺体を教室に安置した.暫 くして,線香立て

を所望され,慌ただしさを増す状況の中で,す

べてを旨くやっていけるのか不安になった.

芦屋市役所の遺体安置所への移動は早かった.

午前11時には1回目の車が到着した.他所では,

数日間そのままになり,数教室が避難所で賑や

かな雰囲気のその隣の教室で,遺族が消沈して
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すわっている光景も見られた.

ただ,その後の焼き場の問題でどの市も対応

に苦慮し,遠 く大阪以東,加古川以西に遺族が

その場を探すことになった (ガスの復旧は遅 く,

2か月半かかった.共同溝の中を通すなり,ジョ

イントを工夫するなりして早期復旧するよう改

善が必要である).

初期のパニックにどう備えたか

-保健室の頑張

1月17日は緊張の余り,ほとんどトラブルが

なかった.できたばかりの寄せ集めの世話人合

で,｢全員が気がたっているからできるだけ丁寧

に,もめたら校長が対応する｣と申し合わせた.

避難者でない地域の人の身勝手さが暫 く続いた.

震災の夜からの1週間は大変だった.熟を出

す人,咳のひどい人,保健室の3つのベッドで

はもちろん足りず,床に毛布を敷いて寝てもら

った.看病側は看護資格のある2人以外に2人

の女性が,仮眠だけの状態で頑張り通した.

風邪で高熱の人が増え, 1週間後に第2救護

室 (保健室)を設けた.

巡回医師に点滴をうって貰い,看護資格のあ

る2人が点滴後にはずすという事を繰 り返 した.

私は家族と共に72日間,避難所で生活し,避

難者兼責任者であった.朝は6時から本部テン

ト前に立ち,8時からは学校,夕方から夜中ま

で避難所本部に詰めることを続けた.初めの2

週間は,職員室の床に職員と仮眠状態で寝てい

た.･-そんな事も避難所内に伝わり,一層の協

力関係が芽生えてきた.

食事の問題-衛生状態に気を配る

1月17日の夜は,それはそれは小さなおにぎ

り1個だった.人々は寒空の中,夕刻 6時から

3時間,長蛇の列を作って待っていた.

2日目から交通事情が一層悉くなり,市に届

く物資もいつ届 くか分からない状態になった.

避難所関係の人達のルー トで食べ物が手に入る

こともあった.

ここで,注意したのが集団食中毒である.衛
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生状態の悪い中で,病人だけは出すまいと世話

人達とも確認しあった.

初めの頃は,被災地以外の地域の人達が公民

館などに集まって作ったおにぎりが多く,｢少し

でも暖かなおにぎりを｣との思いと裏腹に,水

蒸気が寵 り,御飯が黄変しているものがかなり

あった.これは,日がたつに連れて改善されて

いった.ある夜中など,避難所関係の人ルー ト

の惣菜が,小型 トラック一杯届いた.調べてみ

ると正味期限の切れた物もあり,結局2/3を捨

てるようなこともあった.

食事の総ては,配る前に抽出で匂いを喚ぎ,

下側の色を見た.場合によっては,試食して味

の変化を調べた.

1月下旬のような厳冬期でもこの状態なので,

天変地異が他の季節に起こったらどうなるのか

と不安である.電気の確保 (耐震,耐風の送電)

水道の確保 (耐震の給水)が特に必要と考える.

1週間がたち,避難者の出勤が始まった.戟

食は8時過ぎにならないと市の車は来ない.食

事をずらし,朝 7時,畳12時,夜5時を食事時

間として固定し,出勤に間に合わせるとともに,

イライラの解消に努めた.

トイレ問題をどう解決 したか-井戸水 で

どの避難所も2日目からトイレ問題で大変困っ

た.ある避難所は,運動場に穴を掘ってトイレ

にした.ある避難所は,女性は倒れた家の間に

入って用を足した.ある避難所は,新聞紙を下

に敷き,用を足 した後新聞紙ごとビニル袋に入

れるようにした-などなど大変苦労 した.

宮川小避難所も2日日朝は便器の上にまで汚

物が盛 り上がっていた.流そうにも溢れ出して

しまう.

私は跨屋箸なく隣の人に,手を入れたビニル袋

をガムテープで止めてもらい,便器の汚物を手

ですくって別の袋にいれ始めた.初め,営は驚

異の目で見ていたが,｢校長だけさせては-｣と

思ったのか,次々とし始めた.10分たらずで総

ての便器はきれいになった.

その時,プール用の井戸を使うことを考えて
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役に立った井戸水のプール 読売新聞 ｢宮川小学校 ･6{lF元気組｣より

いた.電気だけは震災の夜から復旧していた. るうちに,誰となくしてくれるようになり,エ

小プールに水を入れ,台車にペールかんを積ん 事に入ってきた業者に揚水ポンプを借 りること

で水を運んでくる. トイレ前にもたくさんのペ ができ, トイレ近 くまでホースで水が運べるよ

-ルかんを置き,バケツも用意した. うになった.｢匂いのしない,清潔なトイレ｣と

この水入れも3日ほど朝から夜中までしてい 水道が復旧するまでの2か月間大変喜ばれた.
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集団の心の問題-･小さなファミリーづ くり

避難所のほとんどが体育館であり,プライバ

シーを守ることから,ダンボ-ル製の ｢ついた

て｣を各避難所に配ることになった.

毎晩開いていた代表者金で ｢希望枚数｣を尋

ねたところ,｢0｣であった.

震災後10日過ぎに車校舎が危険校舎になった

ため,当初避難所になっていた体育館の避難者

に,本校の教室と向かいの幼稚園の保育室に移

ってもらった.ここで,｢小さなファミリー｣が

生まれた.

脳梗塞で倒れたことのある82才のお婆さんが

トイレに行く時, トイレ前まで同じ部屋の青年

が後ろから支えるようについて行 くのである.

共同で生活する姿があちらこちらで見られる

ようになり,寂しい思い,辛い思いをしていた

人達が,支えができ若返ったように督利とした

明るい雰囲気が漂い出した.

避難所に ｢明るい雰囲気｣が漂い出すと,全

てがその方向を目指すようになった. 2月7日

から助けてもらった藤枝市 ･別府市の市役所の

人達もこの渦の中に入り,3月15日からの学生

ボランティアもよりその流れを強めてくれた.

学生ボランティアが故郷のように思い,何度も

来てくれた- ｢ただいま｣といいながら.

避難所には高齢者,しかも一人暮らしの人が

少なくなかった.その多くは,体調十分ではな

かった.2週間目頃からボランティアの看護婦
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さんが日中に常駐 してもらえるようになり,安

心した.しかし,上記のお婆さんだけは,助言

により養老院に行ってもらうことにした.

児童 ･教師 ･避難者 ･避難所世話人の

メンタルケアについて

チビも達の心の問題も大変心配した.2月2

日から学校再開で出合い始めた子ども達は,慕

災と他校を借 りての授業再開と言う事も重なっ

て精神的緊張がみられた.全員大変明るくて,

同時に ｢良い子｣になってしまった.

一方,家が倒れたり,危険になったりで,他

所に居を求めた子ども達 ･約300人 (全校生550

人)のことが心配だった.

担任が中心になり,最低 2回電話で様子を確

認した.芦屋に残った人のことを考えると恵ま

れ過ぎていると,御飯のおかわりを蹟農箸い,お

風呂に入る回数も減らしたりするようなことも

あると報告を受けた.

また,私を含め,初めから掛 りきりになって

くれていた教師の何人か,また避難所世話人代

表に精神的高揚がみられ,疲れと共にイライラ

する状態,文章を書く時などに集中できない状

態がみられた.私ともう一人の教師は休みが取

れず,夏季休業日に入ってようやく高揚状態が

治まったといった状態である.

近 くの避難所で自殺者がでたこともあり,仮

設住宅で歯抜けになった部屋の統合を繰 り返 し

た.できる限りファミリーごと移動してもらっ

た.カラオケ大会 ･花見などの楽しみも加えた.

8月5日の避難所第一回同窓会では,来れな

い人へのアンテナも張りめぐらせている.

6月より,本校に大学助教授のスクールカウ

ンセラーが赴任 (週1日).児童 ･教職員 ･保護

者に対するカウンセラーと研修を始めている.

終わ りに

神戸 ･阪神地域は,台風 ･大雨にはかなりの

備えをしていた. しかし,地震対策は0に等 し

かった.お世話になった縁で,静岡県藤枝市に

2度訪問する機会があった.その地震への備え
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を見た時,もし神戸 ･阪神 ･淡路がこの状態で

あれば犠牲者の数はり10ほどであったろうと悔

やまれた.

一方,避艶所としての ｢体育館｣の機能は,｢た

だの大きな箱｣に過ぎない.通風 ･暖房 ･電気

容量 ･プライバシーの問題など様々残っている.

赤ん坊は3日と屠れなかった.

同様に,保健室は,まったく避難者用にはな

っていない.避難者用の保健関係用品の備蓄も

課題である.

また,電気1日,水道2か月, ガス 2か月半

に見られるごとく,電気以外の復旧は余りに遅

い.特に水の問題は,生活全体に影響した.

この様なことを教訓に,｢学校中心に井戸を｣

｢備蓄をし,2日間は頑張れる避難所づ くり｣

学校保健研究 JPnISchooIHealth37;1995

の2点を提唱し続けている.

避難所 ･カラオケ大会
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闘特集 大震災と学校一被災地からのレポートー(5)

緊急避難所としての学校

-17日から26日まで一

一 北 三 夫

神戸市立湊中学校長

SchoolasanEmergencyRefugefromJam.17toJam.26

Mitsuolchikita

Mz')zatoJzi71LOrHighSchool,KobeCIt_V

はじめに

1月17日, 5:46 突然の兵庫南部大地震が,

はじめの発表は震度6の激震,その後被害の状

況から震度7に訂正された｡とてつもない大き

な地震であると同時に,神戸市民は関東が危険

区域であり,神戸は絶対安全であると信じてい

たのです｡いや市民ばかりではなく行政も安全

神話の上に行われ,危機管理のマニュアルも持

たない行政マンは完全に指令塔を失い,阪神淡

路大震災に対する初動の遅さと共にすべてに後

辛,後手になり避難住民やボランティアに,又

は,現場の責任者に要望されてからの対応とな

り欲求不満がますます増幅されたのではないで

しょうか｡

-中学校の校長として1月17日からの10日間,

避難所の運営責任者としての記録を報告し,そ

こから大災害に対するマニュアル作りの一助に

なれば辛いです｡

記 錦

● l月17日

運動不足と体重調整のため 1年程前から早朝

ウォーキングを始めていたのです｡その日もAM

5:30ごろ目が覚めて準備をしようかなと思って

た時でした｡ゴオーと地下鉄の走って来るよう

な音に続いてドーンと地面が縦に揺れ,そして

ユサユサと建物全体が揺れました｡ガチャン,

ガチャン,ガサガサ,とガラスの割れる音, ド

サドサと本棚から本が落ちる音が部屋中に響き

渡りました｡

揺れが収まっで懐中電灯を探 し,ラジオをつ

けてから,食器棚から落ちたガラス食器を片付

けるのに約 1時間程かかり,全ての交通機関が

止まってしまったことを確認,次男と共に車で

職場に向かったのです｡交通渋滞が激 しくて2

時間30分程かかって学校に到着しました｡

9:30 避難者が保健室,会議室,理科室と運

動場に車約50台,およそ150名,職員5名で対応

していた｡生徒の利用度の少ない教室から開放,

多目的教室 (70),二階会議室 (35),進路指導

塞 (20),第2美術室 (35)と誘導.

10:30 校区内を巡視,倒壊する家屋,塀,

門そして壁が落ち,呆然と立っている人,瓦を

除こうと努力している人達に中学生の安否をた

ずね,情報を集め,死傷者のいないことを確認

帰校する.

‡5:30 増え続ける避難者に体育館天井落下

のため普通教室開放を決断,一教室35名づつ入

っていただく.救援物資が届かないので,米と

水の確保を決意,保護者の米屋さんから50kg,

水は平野市場から井戸水を,使える道具をフル

活動で確保,幸い電気が使用できるので炊き出

しを始める.
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同時に電気湯沸器4台を廊下に出し,お湯を

提供する.(これが好評だった)

23:00 避難者500名を越える.西の空が真赤

に染まり,私は50年前の3月17日神戸大空襲を

思い出していると黒い雪がちらちらと舞う寒い

寒い夜を迎えた第一日日でした.

◎りヨJ8日

昨日は緊張と余震が続き寒さも忘れていたが

寒さ厳しく,灯油ストーブをだすが4台しかな

く,倒壊を免れた避難者の家屋から持ち出し11

台確保,各部屋に1台づつ.灯油も近所のスタ

ンドから入手する.米の補充も40kg.

今日から職員だけでは手が足らないので避難

住民に役割を分担し協力を依頼.

①井戸水の確保 ②炊き出し ③ トイレの水

汲み･-･･プールからトイレ前の大きなバケツに

運ぶ ④電気湯沸しの水の補充 G)ゴミの整理

と焚火の番 (参部屋別 (部屋別名簿)とにぎり

めしの配布

※第一日日,にぎりめLを配るとき,並んで渡

すと大きな行列が出来,大渇乱,数が揃い次第

部屋別に配布,人数の確認と,避難者名簿が部

屋別に整理出来,混乱を防ぐことが出来た.

OI月J9日

待望の救援物資届く,午前2時ごろ,第一陣

として600個のおにぎり,三木市から,第二陣と

して又,600個のおにぎり,これで電気炊飯器の

蒸気が止まり,少し余裕が出来たので,学校再

開の可能性を調査.学年総務,生徒指導で手分

け,個人調査を実施,約80名 (20%)の生徒が

校区から避葵私 達給方法などを探る.

冷めたおにぎりのため電子レンジを調理室前

に設置,老人,病人のためにおじやを作る心の

余裕も少し出来るようになった.

●J月20日

1月23日からの全員登校を決意,全校生徒に

連絡,そこで今後のことの指示を出すことにす

る.

◎ 1月23日の登校に際しての確認事項

1.生徒利用教室 3年-南校舎

1･2年-本館三階1-4組

学校保健研究 JPnI SchooIHealih37;1995

2.生徒の健康,家庭の状況調査,確認

○調査表作成 (被害状況など)

〇三年,個別懇談会の日程について

〇一,二年は自主学習の予定とプリント

026日以降の登校について など

おにぎりも残るようになり救援物資も毛布,

灯油,果物など豊かになり日本の経済力を心強

く感じた.

o1月2日]

上水道が出る.ライフラインも残るのはガス

だけとなり避難住民も100名ほど退去.

平野自治会,湊中学校,平野小学校のPTAの
メンバーが炊き出しの相談に来校,長期間夜食

に温かい汁物を出すことに決定.平野商店街で

街頭募金,平野市場から物資の援助など,地域

の方々と相談.炊事場としてテント2張り設置,

プロパンガスとコンロも有志が準備,初日はカ

ス汁と決定する.

o避難者が400名となったので教室移動を依頼,

本館三階 6教室,保健室,会議室の確保に

努力する.

㊨l月22日

(学)学校活動再開のために 会議室,保健室の

確保

〇一会議室 避難者の自治活動やいろいろな合

議を行う

○保健室 医療救援隊の活動や学校の保健室

としての機能確保

※学校と避難所との共存

学校教育活動と避難住民との共存を図るため

の必要な条件をチェックする

1.学校教育活動

教室の確保 南校舎4教室

本館三階6教室

運 動 場 南側 1/3を確保

集会や遊び場

特 別 教 室 保健室 図書室その他

2.避難所

避難住民の居室の整手堅(荷物置き場を準備)

炊き出し場所の整理

テントを2張,長机10台
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図 l 神戸市立湊中学校教室配置図 (平成4年4月当時)

3.共用する場所

トイレ5カ所

保健室 会議室

生徒が活動する場所と避難住民の行動半

径が重ならないように工夫する.

※保健室 会議室の移動完了

(避)支援活動

宗教団体や市県外からの諸団体が炊き出

しの救援活動申し出があり,昼食のための

炊き出しを歓迎.又,ボランティアの申し

出も何ができるかを尋ね,看護婦,ソシャ

ルワーカー,カウンセラーなど,特技を持

っておられる方は大歓迎する.力仕事の方

は中学生が参加協力する態勢になっている

ので近隣の小学校を紹介する.
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23日からの学校再開の話が伝わり避難住

民から出なければならないのかと,不安の

声が耳に入る.｢行くところができるまでい

て下さい.しかし学校長としては一日も早

く行くところを見付けて欲しい｣と本心で

対話をする.

●l月23日

(学)10:00 生徒登校 387/426 (91%出席)

3年 24日25日進路椙 炎 26日から自主

登校で3時間授業

1,2年 1日おきに自主登校,午前 3時間

授業

※生徒は本館三階 (1,2年),商館 (3年)

だけとする.特別教室は利用しない･

(避)避難住民
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退所者多く350名となる

○車椅子老人 適寿病院 入院

○痴呆性老人 八十島病院 入院

巡回医師団が活動,平野小学校に24時間待

機.老人,障害者の看護がこれからの課題 と

なる.

㊨l月24日

(学)3年進路相談 図書室

1年本館三階で自主学習

類学習室を開放 ボランティア活動に参加

した生徒達の控室兼学習室,避難所にい

る中高生の学習室として

(過)避難住民の組織化 自立への第一歩

各室より代表 1名で室長合議---26日より

避難所生活の規律 ･秩序を守る.

救援物資の配布と施設,設備の整備

※救援物資もますます豊かになる,バナナ,

レタス等も届き,にぎりめLも残るよう

になる.

●l月25日

(学)3年 進路相談 図書室

2年 本館三階で自主授業

※学習室,3年女子学習室で自主学習,求

ランティア活動の待機時間を有効活用

(避)心臓病の老人 三菱病院に入院

2歳の幼女夜間に恐怖のため大声で泣く.

小児私 老人用おしめ届 く.

㊨ l月26日

(学)3年 南校舎を使って自主学習 50分×3

時間

1年 本館三階で自主学習

※出席状況良好

(避)室長合議初日

☆目的

○連絡がいきわたる (情報の伝達)

○出来ることに参加する (自立する出発点)

○要望をまとめる (必要な用件を知り解決

する努力を試みる)

○約束を守る (避難所の秩序を保つ)

○避難者数の確認 (状況把捉)

☆約束の内容

学校保健研究 hnISchooIHealih37;1995

1)トイレ,廊下などの掃除当番を確認

2)炊き出しへの協力

3)全体で必要な物資 (トイレットペーパ

ー,灯油など)は要望するが,個人的要

求は自分で解決する

上記のように具体的に話し合うことが出来

る.

※乳幼児高熱のため真生乳児院に入院

痴呆性老人ディホーム夢野に入所

学校 としての立場

≪避難所運営》

① 緊急避難所として最低限必要なもの

1)飲料水,緊急食料品の備蓄

2)通信機器,発電機,冷暖房などの施設,

設備

3)会議室,多目的ホールなど余裕のある教

室空間

② 学校教育活動の復活に努力

1)必要教室の確保

2)特別教室の整備

3)運動場の確保

4)生徒の登校路 ･安全確認

5)学習活動が出来る

特別教室が利用出来る

部活動が出来る (正常化 ?)

③ 職員の勤務態勢

可能な限り支援活動に参加する

(初動 ･緊急避難)

J

グループ (組織化)で交代で支援活動に

参加する (避難所)

J

職員全体で,計画的に支援活動を行う.

(避難所生活の長期化)

④ 近隣との関係

1)地域との交流を日常的に行う

2)開かれた学校としての運営を行う

3)地域からの信頼関係を維持 しておく

≪授業再開に向けて》

① 1月20日 学校教育活動の準備をする
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○学校再開にむけての確認事項 (前出)

01月23日～25日まで

② 2月1日 授業再開にむけての検討

○授業再開に向けて (莱)

1)基本的姿勢

2月6日 (月)より学校教育活動を再

開するに当たり,次の二点に留意し,変

則的対応ではあるが授業を再開していく

○避難住民の生活を守る (長期化)

○学校機能を維持すると共に生徒の安全

を確保する

2)学校再開について

○授業に利用する教室

3年 南校舎

1,2年 本館 2-3階の8教室

(1月30日に避難住民の協力で確保)

○授業について (当面の見込)

40分授業×4時間 (教科,内容は学

年で対応),交通機関の状況を配慮する.

授業割り当て,避難住民担当職員につ

いては学年で配慮する.

3年職員は授業と進路指導に当たる｡

3)職員の勤務について

大震災当時,多数の職員が学校に駆け

付け,緊急避難に対応してくれたことに

感謝.

2週間が経過,ある程度落着きを取り

戻したことを確認.

防災指令3号発令中である現在,一部

職員の負担にならぬよう,組織的な学校

運営及び避難所運営をしていく.

ア.宿泊勤務は原則として全員で輪番制

を実施していく.

ィ.常識的に考え,災害による職免は2

週間以内と考える.

ウ.当面は勤務時間について,宿泊職員

のことも考え弾力的に運営する.但し,

連絡は密にすること.

4)避難住民への対応

長期化に向けて,学校の再開について

説明して理解を求める.
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ア.開放教室 できるだけ北校舎と本館北

側にまとめる.(避難住民エリア)

○北校舎 3階 第1, 2音楽室

2階 多目的教室

1階 技術室 (物資保管)

ィ.炊き出し用テントの移動

(北校舎南側に並べる)

○手洗場,水道は北側を利用.洗濯機も

2台移動し,北側に干す.

o電子レンジを本館 2階に設置する.

ウ.運動場を駐車場として利用する場合,

利用許可証を発行する.

夜間の校門は南門だけとする.

02月6日-3月5日まで学年で対応す

る午前4時間の変則授業を実施.

(卦 3月6日より午後の授業再開

03月3日ごろよりガス復旧が始まり,小学

校も給食の準備を始めたとのこと,各家庭

で弁当の準備が出来ると判断,3月6日 (月)

より午後の授業を再開することにする.45

分×6時間,時間割りも正常に戻す.

(卒業式は天井の破れた体育館で実施,避

難住民から卒業生全員に花束を項く)

④ 4月8日より新学期

正規の教育課程で新学期を迎える

前年度の欠時授業は今年度の授業で,内容

の精選と集中力,授業時数の確保 (授業を

カットしない)で補う.

4月10日始業式 ･11日入学式を実施.

避難住民

≪遭難住民の行動》

避難後 1週間 無我夢中 大変協力的,運命共

同体の感じ

避難後1ヶ月 欲求不満が蓄積

飲酒と喧嘩

放火といたずらが発生

避難後3ヶ月 自立を目指して努力

仮設住宅のより好みをしない人,

近隣に住居を求める人,遠方に

仕事を住居を求める人などが退
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所,避難所の環境整備に積極的

に参加,努力する

避難後 6ヶ月 行政に対して不満が大きくなっ

て来る,被害者意識が増幅され

る.

大震災で駆け込んできた避難住民も,初めの

一週間は余震もあり緊張した空気の中で,無我

夢中で過ごしました.お互いに協力を惜 しまず,

許 しあう日々でしたが,余震も少なくなり,救

援物資も豊かになって来ると少しずつ精神的に

変化が認められました.

避難住民といっても,人様々です.完全に倒

壊 した人,全焼 した人,余震が怖いので駆け込

んで来た人,行く宛のある人,親戚が迎えにき

ても残る人,自力で住む家を探せる人,人生模

様そのものです.私はいろいろな人達と話しあ

うこと,聞き役になることしかできなかったが,

笑顔でいつも対応していました.

一ケ月も経つと個人的に我がままも出て,物

資を求めることもあったが,学校や支援活動に

は感謝の気持ちを心から表していた.三ヶ月に

もなれば被害者意識が強くなり行政の対応に不

満をぶつけるようになってきたそれでも学校や

支援活動に対しては感謝の言葉を忘れていない.

六ヶ月も経過すれば人数も少なくなり,取 り残

された焦 りから,避難所運営に対 しても非難の

声を出し,"生徒が変な目でみる''1̀姓間は冷た

い,学校から追い出そうとしている"など周辺

にバリヤーを築き,自分達の立場を守る姿勢と

なってきた.

これらからも,緊急避難への対応は,そのこ

とのみに専念して一週間が限度で,行政は一週

間ぐらいで災害に対応できるマニュアルを準備

して置くことを望みます.また避難所の生活も

学校保健研究 hnISchooIHealih37-,1995

学校教育活動と共存するには,一ケ月から三ヶ

月が限度です.この度の六ヶ月は,災害時の寒

さが食中毒を防いでくれたが,6月7月の暑さ

にはいろいろな苦労と努力を要したものです.

終わりに

○生徒達の被害調査で,全 ･半壊の家庭が40%

01月17日,停電しなかったこと. 1月21日に

上水道が普及したこと.

o避難して来た人が700名,学校を避難所として

利用した人が550名と少なかったこと.

o全校生徒 ･保護者 ･教職員に身体的被害のな

かったこと.

O-部損壊で校舎が何とか使用できたこと.

など数えればキリかないほど,幸運に恵まれた

湊中学校でもこの有 り様です.校区の80%以上

の家が焼失した学校,避難住民が2,000名を越え

た学校,また校舎が全壊,テントを張って運動

場で授業をした学校 もありました.このような

状況で我々教職員は精一杯の努力と,誠意を持

って対応しました.そしてその時,学校ででき

る最良の方法を考え実行してきました.地域か

らの大きな支援と協力を得て何とかこの苦境を

乗り越えました.

お陰で退所される人々から一言校長にお礼を

と土 ･日に荷物を運んでも,月曜日の朝挨拶を

されてから退所されました.

8月1日,避難住民は16名 (7世帯)残って

おられます｡がこれからは学校教育活動の正常

化へ全力投球です.

ケース･バイ･ケースです.それぞれ異なっ

た実態であり,状況下にあったことをご理解さ

れたうえで,-中学校の体験をお読みいただけ

れば事です.
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国特集 大震災と学校 一被災地からのレポー トー(6)

驚博と機能不能のライフラインの中で

坂 東 織 二

西宮市立浜協中学校 学校長

LivinginShockwithDisruptedUtilities

TetsujiBando

HamawakiJuniorHighSchool,NIShinomiyaCity

はじめに

一地震 ･雷 ･火事 ･親父-という言葉がある.

いつの時代から言われだした言葉か判らないが

広辞苑で調べると ｢普段人々が恐れているもの

をその順に並べて言った慣用語である｣と解説

されている.実に簡単に書かれてあるが,｢そん

な簡単なものではないですよ｣と大きな声を出

して言いたい気持ちである.

6月上旬,普,大変世話になった,和歌山県

立医科大学教授の武田貴大郎先生から突然電話

があり,被災地の学校に勤務する者としてのレ

今
は
更
地
と
な
っ
た

ポートを執筆するよう依頼を受けた.当初は,

突然でもあり,戸惑いもあったが,日頃のご無

沙汰もあり受ける返事をしたものの,レポー ト

としてまとめるとなると,当時のことを思い出

せない事もあったり,また,語りたくない悲し

い出来事が眼前に戻ってきたり,なかなか筆が

進まなかったのが現状である.その所をお許し

願いながら,被災者の一人として,避難者の世

話をする一人として,また,遺体安置所管理者

として,さらに,学校管理者としての立場等で

体験 した事柄を思い出すが健に綴って見ること

にした.
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ドドーン,その瞬間から,災害対策,安全対

策,緊急対策,救済対策など今までの国の色々

な体制の見直しや国と地方自治体の関連や連携,

又,その在 り方について,国民が挙って其撃な

姿勢で見直しが始まったと言っても過言ではな

かろう.

それとは逆に,今回の災害において,特に際

立った動きを見せたのは,若者の物の考え方や

行動であった.｢このんなときゃーみんなでたす

けあわなきゃー｣と言って進んでボランティア

活動に積極的に参加し原動力となった.災害の

現地で畳夜間わす,全国から集まった者同士が

仲良く,そして,規律正しく整然として,仕事

を分担 しての大活躍は見事であり,被災者や被

災地の人々に元気と希望 ･活力を与えてくれた

ことは,安心と頼もしさを感じさせてくれた.

1 17･5･46その瞬間

私は,中年の体力づ くりと称して,以前から

早朝 5時30分出発の散歩を毎朝の習慣としてい

た.自宅と散歩コースの位置関係は自宅から東

側の新県道を南へ約7分半折り返しは (国道171

号線門戸陸橋付近)自宅の西側の有馬街道を北

へ約 8分半で自宅の真裏に達するコース.さら

に,北へ進み有馬街道と新県道との交点 (新幹

線六甲隠遁入口付近)で折 り返し新県道を南へ

自宅に帰るコースが,日課である.

つまり,今回の大地震を散歩中に遭遇したと

いうことである.

前述の通 り前半を折 り返し,新規遷 (六米道

路)の中央を歩行,丁度自宅の裳にさしかかっ

たとき,左側 (西側)に位置する岡田山の方向

が夕焼けのように其っ赤に光ったと同時に地面

下で ｢ゴゥオー｣という何とも言えない,今ま

で聴いた事のない音が近づき,足元で激 しくぶ

つかり,私の体が宙に舞った,確かに道路の左

側 (西側)側溝が真下に見え失神.何秒後か分

からないが気が付いたとき,道路上で四つん這

いの格好であり,右足の艦を何かで強打し出血

していたが無我夢中で自宅へ戻った.

又,家の中での状態は (5時すぎ起床しベッ
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ドの上でテレビを見ていた状態-長女談),はじ

めに酉から東への少しの揺れを感じた直後大き

な揺れと同時に ｢ドドーン｣と下から突き上げ

られ,テレビが宙に浮き叩きつけられた.その

一瞬の出来事に戸惑うだけの対応であったと当

時の恐怖を話している.

後の報道で家具が倒れて,その下敷きになっ

たという種遠が多くあったが,家具が苗に浮き

上がり,その後,横揺れに合わせて,家具の重

量でそのまま叩きつけられた為,被害 ･被災が

更に大きくなったのではないかと思っている.

勿論,置物,家具などで全ての物が岳に舞い当

り構わず散乱 し壊れ,家の中は,足の踏み場も

なく,手の着けようのない状態になった.

為すが億の対応

停電のため,率のエンジンを始動させてライ

トで家を照らし乍ら,取 り敢えず倒れた家具だ

けをその場に起こし,散歩をしている服装の健

学校に駆け付けた.外見では学校の建物には大

きな被害がないことが伺えた.しかし-

2-3か月経った後に,緊急対策や危機管理

が適切であったか等ということが議論されるこ

とになるが,正直,当時は為すが億の対応しか

できなかったのか現状であったように思う.

西宮市には,風水害時の対応として水防指令

という災害時の体制が整備されている.しかし

今回の地震災害で,特に,電気,ガス,水道,

電話などライフラインがことごとく寸断され,

さらに,全ての交通機関 ･道路が遮断された中

では殆ど機能しないし,助けを求めることも出

来ない現状であった.

このような中での対応には,自ずから限界が

あるものだ.

たとえば,午前中,市からの指示で行なった

避難者数の調査では数名の避難者であったが,

昼食を搬入したときは何処から避難 してきたの

か分からない億,すでに300名を越える人数に膨

れあがり,その分の昼食の追加対応が出来なか

ったこと,また,亡くなられた方々の遺体の搬

入を何処の体育館という指令ではなく,ただ ｢体
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育館｣というだけの指令で運び込まれてきたこ

となど市や学校の指令も為すが健,また,公共

施設などもパニック状態になった.

生きていて くれ

午前7時過ぎに登校,ガスの元栓閉鎖作業,

理科室薬品庫確認作業,そして,事務室 ･職員

室 ･校長室 ･用務員室など,どの部屋を見ても

物が落ち,壊れ,帆,戸棚,置物全てが部屋一

杯に散乱状態で手の着けようがなく,出勤して

いた数名の職員は,百キロを越える重量のある

金庫が物を飛び越えているなど予想を遥かに越

えた現状に,只,荘然としているだけであった.

しかし,時間が経つにつれて,被災を被った筈

の多くの先生方や職員が,次から次へと駆けつ

けてくれた.この時ほど,仲間意識と感謝の気

持ちと力強さを感じたことは,今までになかっ

た.

そして,こんな話をした. 今,大変な

事態が発生し,西宮は緊急事態にある.それは,

家屋の全半壊 ･死者がでているかも知れない･

ガス･水道 ･電話 ･道路は通行不能状態にある

という情報である.この急場に対応するために,

今後,為すが優の指示を出すので皆さん方は,

安全には十分に気をつけて行動してほしい.

そして,第一声は,｢本日は学校を臨時休業と

する.｣であった.

--一一1--今でこそ笑い話しにもならないが-日日-1
当日は,-大決断であった.それは,酉 ≡

富市では,気象庁から暴風,大雨,洪水管 …

報が発令しているときは自動的に臨時休業 …

となる措置を取っているがそれ以外はなか

ったからである.

緊急対応組織を次のようにする.

(a)外部連絡とマスコミ対策-教頭

(b)教職員の安否確認作業-,教頭,教務

(C)生徒の安否確認作業及び通学路等危険箇

所把握作業-学年担任及び各学級担任,

学籍担当者

(d)校内被害状況把握作業-副担任
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(e)避難所 ･救護 ･救援作業-生徒指導部 ･

養護教諭

出勤している教職員で以上の組織と自分の任務

分担を確認し,8時ごろから(C)の先生方が校

区地図と生徒名簿を持って,いよいよ校区へ散

って行ったが,内心"皆んな無事で元気でいてく

れよ"と祈るような気持ちで送り出した.一方校

内では避難者の場所のこと,食事のこと,便所

のこと,飲み水はどうするのか,等など,また,

教職員の食事は?考えて整理し対応するなどと

いう状態では決して無かった.時が,一時間位

経過したとき,二つの大きな出来事があった.

その一つは,｢西校舎がおかしいですよ｣とい

う報告であった.(二階建一部三階建校舎7教室)

｢どうしたんや-｣｢二階部分から下へ約11セン

チ位西に傾いているような気がする｣という事

だった.｢役所へ電話せにゃ｣｢えらいこっちゃ

-授業できんがな-｣

-一-----その内元に戻るだろう-----｢

その後,市の施設課の調査を文部省の調査 ≡

で傾斜が確認され使用禁止となった.しか

し,傾斜して隙間が出来た所に毎日煙草の …

箱を入れて測定していた瞥備員さんが,こ ≡

の頃,煙草の箱が隙間に入らなくなったよ ≦

うですよ,という報告を受けた.ええ-元 :

に戻ったんかもしれんな-

----州側 一現在使用している---------｣

二つ目は,○○町のA生徒の家が倒壊してい

るが,A生徒の姿がない.｢なに-｣-一番心配

していた事が現実になったのか･･･｢もう一度人

数を増やして現地にいってくれ｣｢死ぬなよ無事

でいてくれよ｣と祈る気持ちで再度送 り出した

が-バレー部の人気者で元気な生徒だったのに

-その後,二度同じ事があった.

1日一項福を祈り,何が何でも卒業証書は授与する一一一-1

･来年はレギュラーを目指していた元気な 喜

子 ･お淑やかで,芯の強い子･物静かで中々 j
の紳士だった子 安らかに-

この瞬間,何が何でも二人の三年生の子達 …

には卒業証書を授与すると決意.

---先日,初盆の供養にいってきた一一一日-一一｣
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地震発生から僅か数時間の間に,この大きな

二つの出来事でことの大きさと恐さに胸を締め

付けられた.以後,低空で飛ぶヘリコプターの

ドドド-というエンジン音に怯えたり,余震で

震えあがったり驚博の日々が続いた.

地域の被害状況

当初は,避難者の対応,遺体安置所の対応,

給水の手伝いなどきりきり舞いであった.テレ

ビの報道は激震地で被害の甚大であった所は詳

しく放映 していた.しかし,学校を預かるもの

としては我が学校の校区内はどうなっているん

だという事が一番知りたいし,それがなかなか

掴めなかったので苛々する日が続いた.

PTAの愛護委員長の方から,以前から計画を

していた部会を開催したものかどうかという相

談を受けた.愛護委員は校区内の各町から選出

されている事を思い出し,渡りに舟とばかりに,

状況の把握と一石二鳥と思い即座に開催しよう

と返事をした.

一会は.状況を把握 しようということから,各

町毎に現状の報告から合を始めた.驚 くことば

かりが次から次へと話され,聴 くも涙,語るも

涙の話が続いた.学校の再開の目途が建たない

状況の中だっただけに,さらに,再開できない

のではないかという不安が高まった.

5人,10人,20人-と話が進むにつれて,管

んなが, ･｢何んでこんなに違うのや｣ ･とい

う声がでた.はじめに出たのは,揺れ方が全然

違う事であった.ある人は,あれっと思った瞬

間いきなり右に左に物凄く揺れて-横揺れ-ち

う駄目だと思い本当に恐かった (家屋半壊の方)

と言い,また,ある人は,ガタガタと上下に揺

れ次の瞬間ゴォ-ン,ゴォ-ンと-縦て揺れ:

下に叩きつけられるようだった.と恐る恐る話

してくれた (家屋は建っているが全壊の方).質

に,家屋の倒壊状況も全く違っていた.右に左

に波か欝が如く大きな揺れが繰 り返され,その

うちに捻れるようにして倒壊した家.また,ゴ

オーンという音と同時に瞬時に倒壊 してしまっ

た家屋.
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しかし,同じ校区の中にもタンスの上に置い

ていた人形がケースごと落ちた,という程度の

方もいた.

家の構造と場所によってこれほどまで被害状

況が違っているとは思いもよらなかった.これ

も後によく言われた活断層の仕業かと誰を憎む

ことも出来ず･･-･

町によっては,壊滅状態の所もあった.が,

既に,親戚 ･知人を尋ね一時避難をしている方

は,その数,生徒数で約40パーセントを越えて

いた.

2時間余りの情報交換後は,今日のこの会合

を開催して良かった,何となく元気が出てきた.

街の状況がよくわかった.皆が力を合わせて頑

張ろう.生徒らも元気をださにゃ-,などの声

を後にしながら散会した.

被害は広範のようであるが,今後の対応は,

一軒一軒,また,一人一人の状況に応じた対応

が不可欠であると思った.励ましたり,見舞う

事も相手の事情をよく知った上でしなければと

心に堅く決めた.

-1------日一日--概ねという言葉I----一一-一一一日一一一一

条令 ･規則などという言葉は,役所では

絶対的な言葉であり,例外をつくることは,

秩序を乱し,混乱を招き,その中で,損を

するもの,また,得をするものが出てくる.

その結果,パニック状態に陥るであろう.

○○町の被害は概ね-である.この言葉は
絶対に通用しない言葉になるだろうと思っ

た.被災者,被災地を物心両面其大切にし

なきゃーと誓った.

学校再開への道

｢校長先生,住むところ一時変わるけど "必

ず返ってくるからな"追い出さんといてな-.｣

住み慣れた我が家を追われ,なりふり構わず

生きることを最優先した生活をしなければなら

なくなった人々への励ましの声とは一体どんな

言葉が良いのか戸惑った.うっかりと声を掛け

れば,実は主人が-子供が-或いは祖父が-祖
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母がという返事が返ってくる.

一一一--一一一---=義務教育で----=-------I

規則では居住地に変更が生じた時点で転

校である.-先生見捨てんといてな-わか

った-どんな事してでも返って来いよ-待

っているからな-

本校で就学したいという希望を持ってく

れて有難う.何処に行こうが,わが校の生

徒だ.学校長として校区外通学を全て認め

るという判断をした.三年生の亡くなった

生徒の卒業証書も,来年度の学級編成も全

て現状 (1月16日現在生徒数)で行なうと

進退賭けて言い切った.

--一一一一一一一一一一--一一大決心であった=一一一一一-一一---

川 学校再開への緊急課題

結果的には,第一段階として全市的状況が可

成正確に把握するまでということを前提に-

(a)第一次判断として,17-18日は臨時休業

となる.

(b)第二次判断として,19-21日まで臨時休

業となる.

この時期に,仮転出とか一時転出ということ

で,友人 ･知人 ･親戚などを頼って全国各地へ

転校した者,また,2時間以上掛けなければ登

校できない者など4割以上の生徒が大変な-ン

ディーを背負ってしまう事になった.そして,

今まで余り縁の無かった地で仮転入したという

知らせや,学校の友人たちや先生方も親切にし

てくれるという便 りを聞かされホッとした時期

であった.義務教育は市町村が設置者であり,

市町村によっては仮転入はだめ,本転入の手続

きをしなさい,と言われ涙ぐんでいる生徒もあ

れば-仮転入で結構です,と言ってくれる市町

村と色々であった.

西宮においては,42校小学校,19校中学校各

それぞれの学校においても,その被害の状況が

違い,生徒や保護者の間から "学校は何時まで

休みにするつもりか"という声が高まった時期

でもあった.

しかし,被害の実態が刻々と明らかになるに

従い全市的立場に立った判断をしなければなら
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なかった教育委員会としては誠に苦しい立場に

立たされた時期であったと思う.

-------一一------一諸費用は?--------～

転入生徒の諸費用は当初余り必要としな

かったが,月が2月になってからは生徒の

転出先の殆どの市町村から本転出の手続き

をするよう生徒や保護者に指示してきた.

当初から予想されていたことであるが,

仮転入している生徒に掛かる諸費用を就学

奨励金で賄わなければならなくなった為に

不可欠の手続きである-･-

-- 何の鵜の仮転入かと思ったが-背に腹は変えられず 一一

この間,被害の実態調査が続く中で予想を造

かに越えた事として,倒壊 した家屋から救け出

されたが,既に死亡していたという悲惨が次か

ら次にと続いた.

当初予定されていた遺体安置所が,不足し急

逮,学校の会議室 ･武道館 ･体育館をも利用し

なければならなくなったこと,市斎場が都市ガ

スの復旧が遅れて使用不可能の状態であること,

納棺に必要である医師による死亡診断書発行,

検視証明書,埋葬許可書発行手続きの遅滞,あ

わせて,僧侶不在及び棺が間に合わなかったこ

と等の状況から,また,救援物資置場,給水場

設置,校舎の安全性再点検などから学校の再開

を,さらに,遅らせざるを得ない事となった.

半数以上の学校がこれらの事に関係 してると

いう結果から,市独自の判断で1月28日まで休

校という特別処置が論じられた.

一方,学校では,近隣校や関係機関との連絡

調整及び校区内の情報収拾と避難者への対応,

そして,学校再開に向けて,普通教室 ･特別教

室の片付け,電話 ･家庭訪問による生徒の安否

の確認,欠落分の教材作成作業等が休む間もな

く連日のように続けられた.

教職員の中には,半日もかけて出勤し,午後

から翌日の午前中勤務し帰宅するという先生,

船で8時間もかけて通勤する先生など教職員の

方々の通勤は困難を極めていた.

30日の学校再開日までは,毎日10名-15名の

先生方が泊込み,300名を越える避難者の人達に,
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材料が無い中でそれなりに工夫を凝らし少しで

も暖かいものをと食事づ くりに精を出す者,お

年寄りの話し相手をするもの,また, トイレ掃

除に一生懸命の者,などなど日増しに避難者と

の仲が家族的へと変貌していった.

-一日--------終学活--･一一--------

皆さん今晩は,今日一日元気に暮らせま

したか-

毎日午後9時から約30分,避難者の方々と

学校関係者との集合を実施した.まず,先

生方の紹介に始まり,今日の楽しかった事

を話し,兎角頑張ろう-など元気づけを中

心の話しをした.避難者からもあれはこう

してくれ,とか,これは有り難かった,な

どの話があった.これも学校再開への取 り

組みであると考えていた.登校してくる生

徒たちと仲良く共生するためである.学校

関係者が何を考えているかが避難者にとっ

て大変な興味であり,内容によっては,忠

さも感じたと,後で言っていた.また,学

校 も避難者は,学校再開に対してどんな感

情を持っているかを知りたかった.

-お休みなさい･-消灯 避難所閉鎖まで続いた一一一

雨中であったが,58の遺体が市の関係者や避

難者,学校関係者の見送 りを受け,出棺が無事

に終わった.いよいよ来週からは元気な生徒た

ちが学校に戻ってくるということで先生方もい

つに無く元気な様子であった.

｢制服が無くなった人は私服でも良い.何を

着てきても良い.兎に角学校に来てほしい.｣先

生方の強い強い願いである.

(2) 学校再開

その日の朝,｢あっ･-あの子が元気にきたぞ-｣

- ｢あの子も来た.｣次から次へと登校してくる

生徒の姿を見て,先生方の涙が止まらなかった

事を覚えている.

各教室に入った生徒たちは,何もなかったか

のように,何時もの笑いや楽しげな話し声が聞

こえてきた.中には,今朝 5時に家を出たとい

う奈良県から登校した生徒もいた.本当によく

来てくれたと褒めてやりたいと言っていた先生
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がいた.

全校集合から学校を再開した.はじめに,亡

くなった3名の人達に対して,全員で黙商を捧

げ,冥福を祈 り,あなた達の死を無駄にしない

と誓った.

そして,｢本校には,300名を越える人達が今,

体育館で避難生活をしている.今後の学校生活

はこの方々を第一糞として,学校運営をしたい.｣

このことは,何を意味するかを自分で考え,行

動をしてほしい.つまり,この難局に自分は人

として,強く生きること･正しく生きることと

は何か,を実践してほしい.という事を話して,

復旧 ･復興への出発とした.

以後の学校生活の復旧 ･復興への目安として

次の様な調査を自宅生活者 ･避難所生活者 ･知

人,友人宅生活者 ･親戚宅生活者別に繰り返し

実施し実態の把握に努めた.

(a)家族や家屋の状態の実態調査

ア (1)亡くなった方がいるか.

(2)ケガのした人が,入院している

通院している

(3)皆んな元気である.

イ (1)完全全壊で住めない状態である.

(2)全壊であるが住める状態である.

(3)半壊で住んでいるが補修が必要.

(4)半壊で住んでいて補修の必要ない.

(5)部分壕で住んでいるが補修必要.

(6)部分壊住んでいるが補修必要ない.

(b)生活の実態調査

ア (1)水道が出るか.

(2)ガスは出るが.

(3)電気は来ているか.

(4)電話が通じているか.

イ (1)日々の買い出しは何処でしている

か.

･何時もの所でできる.

･往復で何時間かかるか.-･

(2)風呂はどうしているか.

(3)洗濯はどうしている

り (1)学用品は揃っているか.

･不足の物は何か.
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(2)衣服類は揃っているか.

･不足の物は何か.

エ (1)通学は徒歩か.

(2)通学に電車 ･バスを利用している.

(3)送 り迎えをしてもらっている.

(4)通学に必要な時間は

･40分以内 徒歩,電バ,辛,

･1時間以内 徒歩,電パ,車,

･2時間以内 徒歩,電バ,車,

･3時間以上 徒歩,電パ,尊,

以上の事柄について,調査は, 2日に1回行

い続けた.大変な作業量であったが,生活のこ

と,家族のこと,生徒のこと,地域のこと,寡

屋の補修のことなど日々変貌していく様が克明

に掌握することができた.また,市行政に対す

る願い,学校への願いなども同時に把握するこ

とができた.

調査から得た生活実態の資料を参考にし,午

前中4時間の授業から簡易給食を挟み5時間授

業へ,さらに,クラブ活動の実施へと徐々に活

動の範囲を通常の学校活動へと移行措置を講じ

ていった.生徒達は,元気にその移行に対応を

し,学校に活気を取 り戻すのには心配する程時

間が掛からなかった.

勿論,避難者と生活を共にしながらの事であ

る.

時期が学年末と重なったことで新たなる心配

事もあった.それは,生徒たちの学籍関係の対

応である.仮転出生徒,或いは,一時転出生徒

の住民票の扱いのこと,次年度在籍を希望する

学校のこと,さらに,現住所が校区外になって

いる生徒のこと,など,1月16日現在と3月時

点では,その生徒人数に大きな隔たりが生じて

いた.

全ての生徒はわが校の生徒である,と言い切

る人.また,仮であれ,一時であれ 転出した

生徒は転出先校の生徒であると言い切る人.こ

の人数の扱い次第で,学級数や教員定数に直接

関係するだけに苦悩する日々が幾日も続いた.

後に,全ての生徒数は,仮,一時転出に関わ

ること無く,双方で生徒数とカウントしてよい,

295

という措置が講じられた.同時に教員定数もこ

れに準する.これぞ被災した人達への人間的温

かみのある措置と大歓迎であった.一件落着胸

を撫で下ろした出来事であった.

形の上では,徐々に回復し賑やかな学校生活

が戻って来た.しかし,10日間の授業の欠落,

クラブ活動,委員会活動などの学校活動が停止

した-ンディーは生徒の心に大きな空洞をつく

った.さらに,心理的動揺,物質的の喪失など

計 り知れないものがある.これらは,今後の学

校経営の緊急且つ重要課題となった.

救援物資は誰の物

ライフラインも次第に複旧し物資の流通も良

くなってきたころ,

はじめて,避難者と学校(ボランティア物資管

理係)が対立した.口論というか喧嘩が始まった.

いつまでも指示されたり,管理されるのは

もう沢山や"

"救援物資は俺達の為に送られて来たんやろ

俺達にくれんかいな-''

"無計画には渡すわけにはいかん"

"でも,物資の管理統制をする気はない"

その後,ボランティアの人達と避難者で夜を

徹して話し合った.

生活に必要な物資で食物に関する全ての物は

調理を担当している人の計画を最優先し,個人

には配給をしないことで合意した.その他衣類

などについては,適宜公開し必要な人が利用す

ることとした.希望が重なったときは,その度

に話し合いにより分配を決めるということで合

意をした.

やり方を誤れば,物資を強奪される事も考え

られた.それは,避難所への出入りは必ずしも

避難者ばかりとは限らなかったからである.結

局,避難者を守るための取 り決めでもあった.

避難者 と共に

17日午前中には7名だった避錐者が昼過ぎに

は300名を越える人数に膨れ上がった.さらに,

夜になって,付近のマンションが危険な状態に
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なったという事と,こテコ池決壊の恐れが出て

きたという事で退避命令が出され,そこの住民

が避難 してこられ,結局,避難者は最大時421名

となった.

これからは,皆んなが仲良く力を合わせ苦楽を

共にする事になった.惨めで,辛い生活を強いら

れるが,一週間を一つの区切 りとして,何かを仕

上げるという目標を持って,快適な生活を目指し

た.その後の生活の実態を振返ってみると,

(a)～29日頃まで,避難者421名～220名に減

少

･救援物資が届かず,特に,食料品の確

保が困難な時期であった.この時期の

後半から少しづづ物資の搬入が増えて

きた.物資の奪い合いも不思議ではな

かった.

･皆んなは,余震に怯え,周りのちょっ

とした音に敏感になり,また,熟睡が

出来ないため苛々が最高潮に達した.

殆どの人は黙して語ろうとはしなかっ

た.話し掛けても無反応であった.

(b)-2月中旬頃まで,避難者220名～39世帯

88名に減少

･大量の救援物資が届 くようになり,安

定した食料品が充足できた.睡眠不足

と除湿,防音のために,各人にベッド

を支給した.さらに,断熱シー ト･ボ

ードなども支給する.

･食事が楽しみであるという人が増える.

子供たちに,笑いや話し声など明るさ

が出てきた.また,行動範囲も広 くな

ってきた.ベッドの支給で睡眠不足が

解消された.このころから,残った者

で自分たちの事は自分たちの手でやろ

うという自立の心が芽生えてきた.

一一一----仮設住宅何処に建てるの--一一一一一-㍗
この時期,仮設住宅の建設用地の確保が

話題であった.さらに,避難所では避難者 :.

の運動不足やストレスなど健康管理のこと ≡
が話題になった.

このころ,西宮市立中学校の体育担当者 …
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が集い,日頃の活躍の労を労い,同僚の安

否の確認,さらに,この時期,体育人とし

て何かが出来ないだろうか.また,今後,

学校内に仮設住宅建設の話が必ず出てくる

だろうが,その対応については,慎重且つ

高度な判断を進言できるようにしてほしい,

という事などを楽しく話をし避難者が調理

してくれた夕食を項き,散合した.

-一一1-------頑張ろう,体育人-一日------

このころ,復旧 ･復興に何か役立ちたいとい

う意志が集約され,体育教師が4-5人が一つ

のグループを組んで各避難所を廻 り,健康増進

とストレス解消を目指した簡単な体操指導の巡

回指導を始めた.

デイリーストレッチ体操を中心にプログラム

を組み,20分-25分位かけて行なった.｢少し肩

が軽 くなった｣とか ｢気持ちが良くなった｣な

どと評価を得た.(学文中学校の湯本先生,平木

中学校の森岡先生らが推進役を努めて実施して

くれた.)

(C)～3月上旬頃まで,避難者39世帯88名-

11世帯28名に減少

･｢負けてたまるか村｣樹立,テレビの

取材を受け放映され話題になった.追

所した人からの便 りを紹介し,楽しみ

にしてもらったり,自分も早 く自立で

きたらという励みになればと-･期待.

このころから外出する人が増える.風

呂,買い出し,家の片付け,など,頑

張る姿が増える.

･団結九 助け合うこと,分かち合うこ

となどが行動として現われ出した.す

っかり元気を取 り戻し復旧･復興への

気力が出来つつある.会話が建設的内

容へと変化 していく様子が伺える.い

つも寝ている人がいなくなった.

(d)-3月下旬頃まで,避難者は11世帯22名

に減少

･体育館に娯楽用具を置く,卓球台1台,

来客用コーナーを作る.プールに洗濯

場所を作 り生活の自立を促す.
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･精神的に随分と安定してきた.会話の

内容からも復旧 ･復興への意志がはっ

きりと伺えるようになった.訪問者に

多くの人溜りが出来,楽しい話を交わ

すようになった.

-もう大丈夫だ･-

避難者と共に過ごした74日間の生活と苦悩し

た事の思い出の一部であり,これは,避難者の

自立心を育んだ貴重な体験である.

この間,避難者の人々から多くの事を学び,

得た事は,何物にも替えがたい生涯の宝物であ

る.

おわ りに

苦楽を共にした避難者との思い出を胸に秘め

4月新しい学校に転勤した.

新しく赴任した学校は,西宮でも激震地であ

り,震災の被害が大きい学校であった.

格技室には,30数名の避難者が生活をしてい

た.新たな出合いから,私の前任校の経験を生

かし,避難者と共に課題解決に向かって出発し

た.

6月3日,仮設住宅などの,諸問題が解決さ

れ,無事円満に開所式を行なった.避難者の人々

は,新たなる希望に向かって,力強く学校を後

にした.

先代の学校長以下諸先生方の前向きな取 り組

みに感謝したい.

今回の阪神 ･淡路大地震の被害状況の甚大さ

を鑑み,全国各地の自治体では,挙って,防災

対策 ･危機管理などの見直しを積極的に行い,｢大

災害に強い都市づ くり｣を目指している.

激震地である阪神 ･淡路の現地には,当然の

ように全国各地から,現地視察や当時の様子や

体験を聞きたいと言う事で釆阪者が今も続いて

いる.
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矢継ぎ早に,ソフト面では,-- ド面ではと

開かれたが,私には答える術もなく分からない

としか答えられなかった.それは,余りにも,

突然であり,面も無防備な中での出来事であっ

たからである.

只,今,言えることは,人々が自然の摂理を

識らな過ぎた事と,自然への畏敬の念が希薄す

ぎた事だ.

生徒たちにこんな事を話した.

昔から,生活が教育をするとよく言われる.令

回の災害は,誠にもって不幸な出来事であった.

が,逆に,そこから学ぶ事も多くあった.それ

は,人の生きざまの事であり,心の持ち株の事

であると思う.

令,生ある者の務めとして,

- 挫けそうな気持ちに鞭打つこと-

それは耐えぬく力と強さを育てる-

- 弛みそうな心に鞭打つこと-

それは耐えぬく力と正しさを育てる-

そして,平成7年を復旧･復興の年と位置付

けて,みんなは,｢強さ,正しさを求めた生き方

をしてほしい.｣という私の願いを話した.

犠牲となられた方々のご冥福を祈 りつつ筆を

置く.
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磁特集 ｢大震災と学校 一被災地からのレポート｣-(7)

阪神大震災を経験 して

村 田 洋 子

芦屋市立精通小学校 養護教諭

LearningbyExperiencefromtheHanshin-AwajiGreatEarthquake

YokoMurata

SeldoElementarySchool,AshlyaCity

1月17日の大地震で本校児童8名もの尊い生

命を奪われました.まず,この地震で亡くなられ

た多くの方々,地震後に様々な理由で亡くなら

れた方々の,御冥福をお祈 りしたいと思います.

6月中旬,勤務校に ｢学校保健研究｣の編集

部からお電話があり,養護教諭として経験 した

ことを書いてもらえないかと言われました.そ

のとき,今現在,心身の疲れがピークで,とて

もおひきうけできないと申し上げました.心の

ケアがあれほど叫ばれておりましたが,あの時,

私自身がまいってしまい,やめられるものなら

やめたい,と仕事をして初めて,心底思ってい

たのです.それに,この震災で経験 したことは,

その学校によってちがっており養護教諭として

も,かなりちがっていたようですので,お引き

受けすることをかなり迷いましたが,私個人の

経験談として,書かせて項こうと,思っていま

す.

私自身は,尼崎市に住んでおり,地震がおき

た時,飼っているネコに起こされ,エサをやっ

て,5日軸0分,もう少し寝たいなあ,などと思っ

ていたところ, ドーンと下からのへんな音とと

もに激しく揺れ出したのです.率いケガもなく,

ホッとしましたが,部屋の中は,どこから手を

つけたらいいのかわからない状態でしばらく呆

然としてしまいました.

しばらく停電していましたが,午前中にはTV

も見ることができました.学校には,何回電話

してもつながらず,あきらめてしまいました.

-日中,TVを見て,神戸のあまりのひどさに

うろたえ,芦屋は一体どうなっているんだろう

とやきもきしながら,時間をすごしました.二

日目も,えんえんと燃え続ける神戸の街や,地

震でこわれたビル,百貨店,病院,高速道路,

釈,線路など次々とうつしだされるのをまんじ

りともせず見ていました.率い,同じ尼崎に住

む同じ学校の先生に電話ができ,電車も阪急は

西宮北口までは走っているというので,三日目,

19日に2人で,芦屋まで歩いて行くことにしま

した.西宮北口駅では,背中に大きなリュック

をせおった人々であふれてました.芦屋,神戸

へ向かう人と逆に避難 して行く人と,どちらも

すごい人数でした.歩いて行くうちに被害がだ

んだんひどく,道路にまでこわれた家屋が倒れ,

ガラスは散乱 し,頭の中はだんだん鼻白.二時

間近 くかかって学校にたどりついた時,学校に

は多くの方々が避難されており,1年 2組の教

室が救護所になっており,ケガをされた多くの

方がおられました.校長先生から,職員や子ど

もたちのようすをききましたたが,チビもたち

が,8人,なくなったということを耳にした時,

もうすでに感情を自分で感じる回路は切れてい

ました.職員も何人か来ており,お互いの無事

を喜びました.｢生きてた?｣というのが,第一

声でした.職員も神戸,芦屋に住んでいる人が

ほとんどで,みな受けた被害も大きく,ほんと

うに大変な状態でした.救護所に,保健室にあ



村Etl:阪神大鑑災を経験 して

る薬品等を全て渡し,消防署員の方と話をして

いると,突然の揺れ,思わずしがみついていま

した.本校は芦屋の中心地にあり阪神芦屋駅,

市役所のすぐそばです.芦屋のお医者さんたち

がすぐ動かれ,精通小学校内に救護所ができ,

しばらくすると大阪や京都から,二泊三日のロー

テーションで,医師,看護婦の方が来てくださ

いました.学校が再開されてからも,本校児童

も大変お世話になりました.保健室にはケガを

された方や高齢の方がたくさん入っておられま

した.すでに,いくつかの教室が遺体安置所に

なっておりました.

チビもたちのうち,8人がなくなったらしい

ということでしたが,一人確認が取れていない

ので家を見て来てほしい,と言われ,学校まで

一緒に来たK先生と,行きました.今回の大地

震で,市内で被害の大きかったのは,精通小学

校区です.芦屋市の中心,古き良き芦屋といわ
れるこの地域が,本当にひどく,家屋の倒壊も

すさまじいものがありました.家を見に行くこ

とになった,この子どもは,6年生で保健委員
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でした.まだわかっていないのなら,どうか,

生きていてほしいと思いながら,電柱が倒れ電

線がたれ下がっているところをくぐり,家屋の

倒壊のあまりのむごたらしさにおびえ,"今もし

また地震が来たら,ここにいたら私たちは死ん

じゃうねぇ""どうか,地震が来ませんように"

と祈 りながら,やっと子どもの家を見つけるこ

とができました.壊れた家がほとんどで,元の

形をとどめていませんから,こっちかな,どっ

ちかなとオロオロし,そばにいた近所の方に,"○

○さんがどうしているか,ご存知ありませんか"

生き埋めになった方の救助にこられている自衛

隊の方にも尋ねましたが,結局,わからずじま

いで,学校まで戻 りました.校長先生が,さっ

き,潮見中へ遺体が運ばれたそうだ"と聞かさ

れました.本当に悲しい時には涙も出ない,と

言いますが,感情を感じる回路が切れて,人間

は,寄られる,というのを経験 しました.

職員もこの時点で,学校に来れる人は少なく,

大変だったのですが,何が何だかわからないま

まに,時がすぎ,夜になって,私たち2人はま

た歩いて,家に戻 りました.歩いている間も目
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に入る風景は,壊れた建物ばかり.夙川で電車

の線路がおちているそばも通 り,マンションが

くの字に倒れているのを見て歩きました.尼崎

まで戻ってくると,電車は走っているし,お店

も全部ではないにしてもあいています.まさに

天国と地獄です.

食べ物もない,水もない, トイレも流れなく

なった,寒くて寒くてしかたない.ただ,生命

が助かり,生きている,という状態.

家に戻ってからは,激 しい頭痛が続きました.

やっと,感覚が戻ったようでした.

しばらくの間,K先生と私は西宮北口から歩
いて通勤しました.自転車にしようかと,考え

ましたが,道路にとびちっているガラスで,す

ぐパンクすること,車にはねられていた自転車

の人を見た,など他の先生方に言われ,時間は

かかるけど,と歩きました.

学校には千人以上の方々が避難されておりま

したが,簡単な名簿しかありませんでした.そ

れを3,4部コピーしてつくり,電話での ｢○
○さんはいますか｣に,お答えしなければなり

ませんでした.学校には,2台しか電話がなく,

かけられた方も何十回となく,かけられたと思

いますが受ける方は一瞬として電話のならない

時はなく,暗い中,一日中,名簿をくって,そ

の人がおられるか,捜すという作業をしなけれ

ばなりませんでした.

そのうちに救援物資の食料や飲み水も届きは

じめました.物資がつくのは,交通機関がマヒ

しておりましたから,時間も何もなく,渋滞の

中,やっとトラックが到着 した,という感じで

した.まだまだ職員の数も少なく重い荷物を運

ぶのは,大変でした.

次第に,ボランティアの方も,来て下さり,

山のようにあるしなければならないことをして

噴き大いに助かりました.ちょっとあいた時に,

どこからですか,とか,学生さんですか,など

話をすることもありましたが,直後に来て下さっ

た高校生の男の子は,東京からで,一週間ほど

おられましたが,すごく感激しました.多くの
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万が,きょうは休みなので手伝わせて下さい,

と来て下さったり,食料品や衣類をもって来て

下さいました.

給水所,仮設 トイレなども運動場に設置され,

電話も増設されました.名簿も町別に作 り直さ

れました.様々な物資が運びこまれ,大きな箱

や屋根にかける山のようなシー トなどで職員室

は荒れはてた物置のようでした.

23日には,職員が全員そろい,改めてチビも

たちが,どこに避難 しているか,家の様子はど

うかの確認で,校区を一日中駆け回っていまし

た.また避難所としての係分担も新たに決めて,

ボランティアの方たちとも連携 して動こうと,

するべきことの整理が行なわれました.運動場

には,自衛隊の仮設風呂もできていました.

2月2日から芦屋市の小 ･中学校は再開する

と決まりました.誰もが,こんな状態で一体ど

うやって?!と,とまどいました.芦屋市内でも

比較的被害の少なかった地域もあり早 くなった

のではないかと思います.学校再開となると教

師は,避難所としての仕事はできませんから,

長期滞在のつもりで来て下さったボランティア

の方々のご好意で,おまかせすることになりま

した.毎日毎日24時間体制で黙々と動かれたボ

ランティアの方々には本当に頭が下がりました.

うまく組織 して,避難所の自治会の方とも連絡

をとっておられました.

再開となると通学路はどうか,担当の教師が

校区をまわって比較的安全な道を通学路とし,

登下校時教師が保護者の方にも手伝って頂き,

送 り迎えすることになりました.

2月2日にチビもたちの顔を見た時は本当に

うれしかった.保健室には避難の方がおられて

まだ保健室として機能できませんでした.給食

もなく午前中で下校ですし,運動場は仮設のお

風呂と駐車場で全く遊ぶこともできませんでし

たから,来室者はそう多くありませんでしたが,

風邪がはやっており熱のある子を休ませること

ができず小会議室で寝させて,かわいそうなこ

とをしたと思います.部屋をかわって頂くこと
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は,非常に気を遣いました.教室や体育館で,

それぞれ自分の居場所を見つけておられる方に,

学校再開のためとは言え,強く言うことはでき

ませんでした.

一週間ほどして,保健室におられる方の人数

が4人で家族だったので,避難者の自治会の方

を通じて,半分に区切って,使えるようになり

ました.チビもたちが喜んだのはいうまでもあ

りません.でも,区切ってはいても,話される

声もするし,ラジオもつけておられるし,子ど

もが寝ている時は,寝られるかしらと気をもみ,

チビもたちが保健室に来て,元気よくしゃべっ

たり騒いだりすると,また,迷惑かなあと,チ

ビもたちにも静かにしてね,と頼んだりしてい

ました.

だんだんと避難者の数も減 り,保健室におら

れた方も,他の教室に移って下さいました.保

健室の備品も,かなりこわれたり,どこかへ行っ

たりしていましたが,それでも,そうじをして,

元の保健室に戻った時はホッとしました.

チビもたちの状況は本当に様々でした.私も

送り迎えをする中で,子どもや保護者の方から

いろいろな話を聞いておりました.学校に来た

子どもは,2月2日には約半分の251人 (在籍560

人),仮転出した子も多く,おちつけば帰るとい

う子,仮転出先の学校にはどうしても行きたく

ないので,とりあえず帰ってきた子,家が全壊

で帰りたくても帰れない子,様々です.もちろ

ん今いるのが,自宅か,避難所か,親戚の家か,

-なども様々.

だから,子どもたちと話をする時には,さり

げなく,今どこにいるのか,とか家族はどうし

ているのか,など聞くことが不可欠でした.

夜眠れなくて,病院で薬もらって飲んでるけ

ど眠れないという6年のAちゃん.自宅という

のにどうしてかな,と思っていると,家が全壊

の親戚の方と一緒とのこと.気をつかってるん

だなぁ,と--ブティをあげて "これ,よく眠

れる--ブがはいってるからね''と言ったら,

次の日,"よく廃れた.′"
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"おなかが痛いの"と毎日やってくる子ども

も何人かいました.ずっと体育館に避難 してい

て,大勢の中でプライバシーもなく暮らしてい

て,疲れが出ているんでしょうね,ゆっくり寝

ていいからね''とベッドに寝かせると,ぐっす

り眠っていました.プライバシーのない生活を

強いられ,おうちの方も疲れ,子どもたちとの

対応も,ゆったりできなかったり,子どもたち

も甘えたり,わがまま言ったりできなかったり.

おうちの方ともよく話をして,ほんとうにいつ

まで続 くんやろうねえ,しんどいねえ,と言い

ながら,時々隠れてでも,ヨシヨシしてあげて

ね,と頼んだりしていました.親戚の家,社宅,

と1回2回と住む場所がかわっていく中で,ア

トピーがひどくなってしまった子も何人かいま

す.学校に来にくくなったり,教室に行きにく

くなったりして,何人かが保健室ですごしてい

ました.遊び場もなく,狭い所であばれてケガ

をした子も何人もいて,ひどい時は校内の救護

所へ診て頂きによく行きました.毎日腹痛を訴

えてくる元気なT君も診て頂き,看護婦さんや

お医者さんにいっぱい話をしていました.

K君は1年生で,お父さんがK君をかばって

なくなられました.お母さんもケガをされ長く

入院されていました.ある日,K君と同じアパー

トのK君のちょうど上の階に住んでいたMちゃ

んが, 1日だけ遊びに三田市から来てくれてい

ました.あまり,地震のことを口にしなかった

K君がMちゃんに一生懸命,｢あの時こわかった

なあ｣.-Mちゃんは ｢うちの家がK君の上にな

かったら,K君のお父さん死ななかったかもし

れないね｣. そばできいていて,ほんとうにびっ

くりしました.学校では元気そうにしているけ

れど,チビもたちの心は,必死でがんばっての

りこえようとしている,と感じました.

家でも,もちろん不自由な生活,学校でも元

のようにはいかない中,私はチビもたちといろ

いろ話をしましたが,ぐちっているのを,聞い

たことがありません.水 くみや,いろんな片付

け,そうじ,家での大へんだったことを話して

くれます.チビもたちの持っているすぼらしさ
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に何回も感動しました.

3月20日の卒業式はテントでありました.求

ランティアの方々が,古い廊下をピカビカに磨

き上げて下さり,チビもたちは,その日だけは

元の6年生の各教室から,運動場のテントへそ

の廊下を通って入って行きました.本当にすぼ

らしい卒業式でした.

ボランティアの方々は終業式の翌日までいて

下さいました. 2か月近 くも来て下さって,私

たち職員も感激 してしまいました.なかなかゆ

っくり話す時間はありませんでしたが,長期に

わたる中,寝泊りはほとんど事務室で,ほんと

に風邪で高熱を出された時だけ,保健室で休ま

れたぐらいです.最後に昼食会をもちましたが,

皆さん自分が学んだことが多かった,と話され

ましたが,無償であれだけの仕事をされた方々

に,出会えてほんとうに長かった,うれしかっ

たと思います.27日,事務室を覗くと,し-ん

としていて寂 しく思いました.

3月31Elで救護所も閉鎖され,春休みは教室

の移動で机 ･椅子の移動,そうじで,おわれて

いました.童～い物資を持ってばかりで腰を痛

めてしまい,正直,もう重いものは持ちたくな

いな./と思っていました.

職員の多くが,それぞれの家も全壊,乎壊や

交通機関が不通で何時間もかかって通勤してい

た,ということで,もうへ 卜へ トでした.気力

でなんとかここまでやってきた,というのが正

直なところだと思います.ちょっとした余震や

震動にもすぐに ｢あっ.′地震｣とおびえること

も多く,敏感になっていました.

それでも時は過ぎ,4月になり春がやって乗

ました.4月7日の入学式もテントでありまし

た.児童は100人以上も減 り,450人ぐらい.

登下校の送 り迎えは4月13日からなくなりま

した.解体作業が続 く中,危険な所ばかりで-

ラ-ラのしどおしでした.周囲の景色もすっか

り変わり,更地になったところも多く,ここは

前は何だったのかなあと,歩いていてわからな
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くなることもあります.

教室に行きにくかったチビもたちも,3月に

はいって徐々に戻れるようになっていましたが,

4月になって戻って来た子や,クラスがえなど

で,やはり,教室に行きにくい子が何人かおり,

毎日保健室へ来るようになりました.学校再開

の前にカウンセラーの先生に話をきき,子ども

たちへの配慮や対応の仕方など相談しておりま

したので,引き続き,相談しながら,学校とし

て職員が十分理解して,対応していきました.

しかし,ご存知のように-学期は健康診断があ

り,大変忙 しい時です.中でも毎日保健室にやっ

てきた子どもは,かなり情緒不安定になっており,

泣いたり,叫んだりのパニック状態が続きまし

た.学校の方としては,チビもたちの今の状態

をそのまま受け入れようとしてきたのですが,

保護者の方が,｢どうして教室にいけないのか｣

とかなりチビもたちに話をされたようです.避

難所から,通学してきており,保護者の方も,

家のことなどで大変忙しくしておられ,｢今まで

はちゃんとしてきた子なのに,教室に行けない

ことが理解できない｣と困っておられました.

担任の先生と,保護者の方と私と三人で話をし,

カウンセラーの先生にも相談していることも伝

え,長い目で見てほしい,とお願いしました.

4月,5月は,大変でしたが,次第におちつ

きはじめ,6月になると,他の先生方からもず

いぶん顔つきがかわってきたね,と言われるよ

うになりました.教室に戻った子もいます.チ

ビもたちが落ち着き始めた頃,私は激 しい頭痛

に悩まされるようになりました.保健室へ来る

チビもたちへの対応はもちろん私一人ではなく,

障害児学級担当の先生が,時間をつくっては一

緒にみて下さいました.大変敏感な子どもたち

ですから,気がつくと余計にこちらも気を遣っ

ていたようです.校内でも合議の時に,子ども

たちの様子,カウンセラーからの助言,親の気

持ち,担任との話し合いなど,みんなに知って

もらうように努めました.しかし,私も長期に

なるにつれ,一番辛いのは当のチビもたちと思っ

てはいても,その子どもを受け入れる器量がな



村田 :阪神大鼓災を経験して

いのではないか,養護教諭としてむいていない

のではないか,子どもの我がままががまんでき

ない,と思い始め,逃げれるものなら逃げたい.

そう思うようになっていました.保健室登校を

経験 した友人に相談すると,子どもの様子はほ

とんど同じパターンのようでした. 6月20日に

PTAの合で地震後の学校の様子を話すことにな

り,私も出席する内の一人でしたが,二時間程

の会がすんで,もうぐったりでした.地震とい

う言葉をきくだけでもうただ悲しく,おちこん

でしまっていました.電車の中でもよく理由も

なく,その景色を目にするだけで涙が勝手に流

れました.

カウンセラーの先生に何回目かの相談にいっ

た時,私自身が,もうこういう状態です,と話

をしました.いろいろ聞いて下さり,｢そんだけ

してたら誰でもそうなるよ｣と言ってもらって,

少しホッとしました.お医者様を紹介してもらっ

て薬を飲み,時々休んで,なんとか-学期を終

えることができました.
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7月20日の夕方,保護者の方にカウンセラー

の先生と会って頂き,そのパイプ役をすること

で,-学期の仕事を終えました.カウンセラー

の先生が "一週間学校離れたら元気になるんだ

けど"と言われましたが本当に休みにはいり一

週間ほどで元気になりました.学校では気がはっ

ていたのでしょうが,周 りの先生方は私がそん

なに落ち込んでいるとは,と,びっくりされま

した.でも他にも,体調をこわした先生が何人

かおられましたが,無理もないと思います.実

際,本当に心やさしい教職員ばかりで,何とか

助けて項きました.私が出張の時など子どもは

事務室ですごした,ということもありました.

夏休みの間に,子どもたちがゆっくり安心して

親と過ごし,少 しでも心が癒されるといいなあ

と思っています.こうして書くことで,私自身

の気持ちもずいぶん落ち着いたように思います.

この機会を頂き,感謝 しています.ありがとう

ございました.

資 料 阪神大震災と学校の対応

I月17日(刈 5:46 M7.2

本校の施設 ･設備等被害比較的軽微

救護所 ･遺体安置所 ･避難所となる

避難者数 当初fOOO 最高時 J330

校区内被害状況

死 者 153 うち本校児童8(市民380)

家屋全半壊 1874/2777(67.5%)

電 気 一部可

水道 ･ガス 全面断

電 話 ほとんどかからず

交 通 機 関 麻痩状態

道 路 通行止め多数

通行可も消防車 ･救急車 ･パ

トカー ･緊急輸送車等であふ

れる

芦屋市立精道小学校

臨時休校

◎施設安全確認 ･避難所設営

⑳児童 ･保護者 ･教職員等の安否確認

⑳児童の住所変更 ･転校等の対応

◎避難者 ･訪問者 ･電話 ･対策本部等の対応

◎避難用物資の本部への発注 ･運搬 ･配布

◎施設 ･設備 ･備品等の被害調査

◎マスコミとの対応

⑳ボランティアへの指示

随教員24時間体制

▽給水所設置

▽電話増設

▽仮設 トイレ 設置20 24日

▽電灯線増設

▽自衛隊仮設風呂 設置2 26日
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▽貝原兵庫県知事 ･土井衆院議長来校

1月25日㈱ 臨時校長会 状況報告 ･今後の対

応等について

⑳通学路安全点検

◎教室確保のため避難者代表と協議 ･調整

1月30日(月) 臨時校長会 学校再開について

臨時 PTA役員会

◎学校再開について,児童 ･保護者への連結

1月31日伏)
▽常駐ボランティア発足

▽天皇 ･皇后両陛下来校

⑳仮 ･本転出確認

◎児童用救援物資仕分け ･配布 礼状

◎仮転受け入れ校への通知

⑳各種見舞い ･激励への礼状

⑳避難者宛郵便物配布

2月2日休)学校再開

10:00-12:00 出席251/560

(全校一斉集団登下校 教師 ･保護者誘導)

2月6日胴) 9:00-12:00

2月 7日伏) ▽本校避難者自治会発足

◎教科書学用品等被害調査 ･再配布

⑳避難者自治会に出席 ･連絡調整

2月14日伏)9:00-14:30(簡易給食開始)

⑳震災扶助事務

⑳児童数報告 (学級編制に係る)

3月13日胴) 完全給食開始

◎児童転出先出席日数調査 ･確認

3月15日(7jd 本校追悼式 (テント)

⑳給食費返金事務

3月20日(月) 第122回卒業式 (テント)

2遺影を含め93名全員出席

3月25日吐)終業式 雨天

教室にて学年毎 (通知票略記)

⑳教室確保のための調整

3月31日㈲ ▽救護所閉鎖

⑳教室配置替え ･机椅子移動

⑳環境整備 ･清掃 PTAも参加

4月7日栓)始業式 (テント)

⑳転出入事務

学校保健研究 ノ如 JSchooIHealth37;1995

4月10日(月) 入学式 (テント)

児童数 (平成 6年 5月1日現在 567名)

平成 7年 5月22日現在 456名

うち校区外 113
仮設住宅 77

市内他校区 13

市 外 23

4月13日㈹ 通常登校にもどす

(教師の誘導なし)

4月17日(月) 全校一斉下校を打ち切 り40分授業

で時間割通 りとする

4月26日㈱ ▽仮設風呂撤収

⑳震災扶助事務 (追加分)全224/456

5月9日伏)始業時刻8:45とする

5月16日(火) ▽本校内避難者0となる

⑳環境整備 ･清掃 (児童 ･職員)

5月21日(日) 運動場整地始まる

6月 1日湘 始業時刻8:30とし平常教育活動に

もどす

◎学校徴収金調整事務

◎一部教室再配置替え ･机椅子移動

6月19日(局) プール補修完了

6月20日(児 文部省等被害状況確認のため来校
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際特集 大震災と学校一被災地からのレポー トー(8)

震災後の子どもの心をうけとめて

一保健室からみた子どもたちと養護教諭の役割一

明 瀬 好 子

神戸市立鷹匠中学校養護教諭

CaringforChildren'sPsychologicalStressof

theGreatHanshin-AwajiEarthquake

-TheIJeadingRoleofSchoolNurses-

YoshikoAkase

TakashoJuniorHighSchool,KobeCity

事 はじめに

戦後50年といわれるこの年に震災がおきた.

神戸の平和な市民生活は崩壊 してしまった.

ライフラインの機能停止,生活支障などあい

まって,無力感におちいることも,しばしばあ

った.現在も,学校に避難 している世帯がかな

りある.大きな被災にあった本校は,仮設校舎

(プレ-ブ)で学んでいる.ここでは,保健室

からみたチビもたちの現状と,養護教諭の役割

にもふれてみた.さらに,健康教育についても

考えてみたいと思っている.

=)神戸の街は

文明の利器を突然失った都会人は,震災直後,

安全地帯を求め,昼夜の区別なく歩き続けた.

車椅子に老人を,幼い子の手を引き,行 くあて

をさがしている様相を,私は避難 していた自家

用車の中から見た.また,異人館,酒萩,美術
館などの文化財の被災も大きく,街の様変わり

はたとえようもない.

(2)子どもたちのこと (経過)

本校の平成6年度の在籍801名,家屋倒壊など

の被災生徒は334名,東京から沖縄に至る仮転出

生176名,転入2名と当初の変動は大きい. 1月

下旬2回の安全確認の登校 (40%), 2月上旬に

は2部式授業 (50%)の出席という日もあって,

被災後のはじめての登校 私服登校生がいる 1月23日
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心が痛んだ.

生徒の中には,幼児がえり,失禁,書疫,不

登校,罪悪感におびえるなど学習に落ち着けな

いなどの健康上の問題もみられた.市からの巡

回相談などの施策の活用も行った.

3月23日には,全校生徒 (1･2年)を対象

に,アンケー ト調査 (表 1,表 2)を行った.

同時に教職員にもアンケー ト調査 (表3)を実

施 した. 3月25日には,他校にて部活を再開し

た.春期休業中は担任の家庭訪問 (避難所)が

行われた.アンケー ト結果から,親 ･子 ･教師

の連携が求められたことも理由の一つになった.

4月5日,仮設校舎の完成, 4月8日,通常の

授業が再開された.健康診断なども実施可能で

あった.

5月～6月には1･2･3年,学年ごとに,

宿泊野外活動 (2泊 3日)が行われた.自然と,

美しい街並は心を癒してくれた.当時の3年生

は,入試 ･卒業と混乱の中でも,人々に支えら

れて,言動していた姿は,いじらしいものがあっ

た.入学式は大テントの中で行われた.

2 被災初期から復旧 ･復興 ･復活へ

震災発生の日,私も瓦磯から脱出することが

できた.自転車にて,凸凹した地面,裂けた道

路,路上に倒壊 した家の間を縫って,普段の3

倍の時間をかけて,学校に着いた.

保健室には3名の老人が横たわり避難されて

鉄筋の柱,渡り廊下も曲がって立入り禁止となった
学校正門
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いた.散乱した書類,倒れた戸棚,割れたガラ

ス,信じがたいほどメチャクチャの保健室,で

もベッドだけは,残っていたらしい.

廊下では,頭部から血を流している男性の応

急処置を行った.保健室の在庫薬品も全て放出

した.水のない救急処置は困難を伴った.近隣

の医療機関も倒壊していた.

数日後には救護所を設置,救急医療の医師や

看護婦が常駐されたので,体調をくずした避難

者の利用が多かった.流感の心配もあり,うが

い薬も各所に用意された.生徒の内科的 ･外科

的疾病も処置がうけられ幸運であった.発熱や,

道路条件がわるく転倒による裂傷が特徴的であ

った.この医療団の常駐は,ほんとうに,安心

感を与えてくれた.一方,隻徒は,親を助け,

水くみや,運動場での救援の炊き出しに列を作

る日々が続いた.

やがて,人々は,避難所から,ぼつぼつと仮

設住宅に移動が始った.大被害をうけた本校は,

仮設校舎に運動場を取られてしまった生徒は,

相当期間,身体活動を抑制され不満が高まった.

細長く残った運動場を交替で活用したりした.

市の体育施設にて終日球技を行った日もあった.

途中からどしゃ降りの雨になったが,誰も中止

の声をかけにくかったことを覚えている.まる

で水球をしているようだった.平常時の健康管

哩,指導のマニュアルはここでは通用しなくなっ

ていた.このように災害という異変が,様々な

東館は崩壊し直ちに解体作業
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創意工夫を,教育活動の在 り方に求めるように

なった.

外側より4階建てを鉄支柱がささえている

3 個別の健康教育

川 保健室の機能

2月上旬, 2部式授業の始まる日,教師は,

子どもたちの保健室が必要との想いから,資料

教材室を二分 し,いち早 く新 しい保健室をつく

り,養護教諭の意欲を引き出してくれた.この

ことを後でふりかえってみると医療の場となっ

た保健室を子どもたちが利用しているケース ･

職員室の片隅や廊下の一部分を間仕切 りしたケ

ースとくらべて,心のケアを行っていく上で有

効であった.被災者である養護教諭自身の支え

にもなった.一定の場 (保健室)と,-志した

A (養護教諭)の存在は,生活上の不安の多かっ

た生徒にとっては,心の居場所 ･心の避難所と

なったと思う.

保健室には,ぬいぐるみ人形を置いたり,BGM

(童謡)を流 したりした.

緑 (花)も多く置くようにした.温かい雰囲
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気づ くりを試みた.

保健室運営についても,一時的に,指導のね

らいを低 くした対応をとった.普段よりも退行

(幼児がえり)した状態でも,自分をみとめて

もらうことにより,勇気をもっことができ,主

体性をとりもどすことができることを願った.

(2) 相談事例から

生徒は,一般に興奮気味で,明るさを装って

いるかに見受けられた.その一方,心の異変を

感じさせる生徒 も少 くない.そのいくつかの事

例をとりあげてみると

①幼児がえりを示 し,べたつき,側にいてほし

い,幼い遊び,ひきこもろうとする (中1女

子)

②何 も話そうとせず (飼犬を失って)罪悪感に

おびえる (中3女子)

③強い緊張と不安から,失禁をくりかえしてし

まう (中1男子)

④転校,不登校,再転入をくりかえす (中2女

子)

これらの際立った例には,急な解決を迫らず,

生徒に添い,話をきき,受けとめる姿勢をとっ

た.ゆったりと揺するように心がけた.特に,

生徒の個性やペースを尊重した.生徒のつらい

感情や,自らの心の中との対話を見守った.時

間を経て,壁徒は,安心 し,自分がみとめられ

ていると察すると,話し出した.自分のことが

整理でき自立をはじめたようである.このよう

な対応が,信頼関係をつくった.

(3) 大都市直下型 (震度 7)22秒間の凄ましい

エネルギーが子どもの′いこ映したもの

①瓦磯の下から,女の人の呼び声が大きな泣き

声にかわった.その声が,今も耳をはなれな

い.

②父と駆けつけた祖父母の住む家の1階は,姿

なく,助けようがなかった.

③愛犬が瓦機の下に-なき声はじきに消えた.

④逃げる途中,女の人に下敷 きになった幼児を

助けてといわれて.

⑤何事もなかった平凡な生活は,幸せで平和だっ

た.
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⑥父母 (衣)の手伝いをした.親のすごさに気

付いた.

⑦親友を失い,無気力感におそわれた.

⑧嘆 く母,機嫌の悪い父.自分の将来に不安が

ある.

学校保健研究 JPnISchooIHealth37;1995

⑨土蔵におされ勉強部屋に生き埋めされた青年

の手を握 り座 り続けた母 を登下校時にみて.

⑲この町はもとのようになるの.

(4) 瓦磯の街の中で

① ｢もう何もなくなったねえ｣｢もう何 も安らな

表 l 中学生 (男)に対する健康調査 (WHO:GHQ26)の結果

A B C D

1.気分や健康状態は 19 13 75 63 6 19 5

2.疲労回復剤(ドリンク.ビタミン剤)を飲みたいと思う 50 50 38 25 6 13 6 12

3二元気無く,疲れを感じたことは 19 44 38 44 19 12 19

4.病気だと感じたことは 19 19 56 38 12 25 13 18

5.頭痛がしたことは 19 38 38 5 44 44 13

6.頭が重いように感じたことは 44 44 19 5 31 38 13

7.体がほてったり,寒気がしたことは 44 44 19 38 31 5 26

8.心配事があって,よく眠れないことは 31 50 38 19 31 5 25

9.夜中に目を覚ますことは 31 31 12 38 44 13 31

10.いつもより忙しく活動的な生活を送ることが 6 31 44 56 38 12 13

ll.いづもより何かするのに余計に時間がかかることが 25 50 38 38 31 5 6 7

12.いつもより全てがうまく行っていると感じることが 13 12 25 44 50 38 12 6

13.毎日している仕事は 6 13 75 81 12 7 6

14.いつもより自分のしていることに生きがいを感じること 12 5 75 25 6 56 7 5

15.いつもより容易にものごとを決めることが 12 12 81 81 7 5 2

16.いつもストレス(緊張感)を感じたことは 25 25 50 31 19 19 6 25

17.いつもより日常生活を楽しく送ることが 25 19 56 75 12 7 6

18.いらいらして,おこりつぼくなることは 12 13 50 31 19 31 19 25

19.たいした理由がないのに,何かこわくなつたり,とり乱すことは 44 44 44 31 12 5 13

20.いつもより色々なことを重荷と感じたことは 38 25 50 44 6 25 6 6

21.自分は役に立たない人間だと感じたことは 25 44 44 38 31 5 13

22.人生にまったく望みを失つたと感じたことは 60 50 25 44 15 6

23.不安を感じ緊張したことは 25 31 44 4.4 19 19 6

…24.生きていることに意味がないと感じたことは 75 63 12 12 6 5 7 13

25.この世から消えてしまいたいと感じたことは 62 63 19 19 13 19 5

注)1.調査人数 :1年男112名, 2年男112名

2.回答日:平成7年3月23日

3.回答のA-Dの段階は下記による
良又は ｢ない｣

(いつも) (ときどき)

A a

4.表中数字は該当者の%を示す

(ときどき) (いつも)
C D

不良又は ｢ある｣
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い｣父親 と女の子の会話.

②女の人が鳥かごだけを持 ってマ ンションか ら

走 りお りた.

③わずかな食物 を分け合って

④見知 らぬ人にクーラーいっぱいの缶ジュース

309

｢どうぞお役に立てて-.｣

6)あふれる汚物の清掃

⑥各地か ら被災 した子 どもの家庭受入れ ｢どう

ぞ心 を癒 して下 さい｣

⑦みんなで野菜 をきざんで,味噌 をとか して豚

表2 中学生 (女)に対する健康調査 (WHO:GHQ26)の結果

A B C D

1年 2年 1年 2年 1年 2年 1年 2年

1.気分や健康状態は 10 73 60 27 30

2.疲労回復剤(ドリンク.ビタミン剤)を飲みたいと思う 82 20 18 40 40

3.元気無く,疲れを感 じたことは 9 36 20 45 40 10 40

4.病気だと感じたことは 27 20 55 20 9 50 9 10

5.頭痛がしたことは 18 27 20 36 70 18 10

6.頭が重いように感 じたことは 18 10 45 10 27 50 10 30

7.体がほてったり,寒気がしたことは 18 10 18 20 36 70 10

8.心配事があって,よく眠れないことは 18 10 18 60 18 20 46 10

9.夜中に目を覚ますことは 27 30 18 20 27 30 28 20

10.いつもより忙 しく活動的な生活を送ることが 9 18 60 73 20 20

ll.いつもより何かするのに余計に時間がかかることが 9 45 50 46 40

12.いつもより全てがうまく行っていると感 じることが 18 36 70 36 20 10 10

13.毎日している仕事は 10 73 90 18

14.いつもより自分のしていることに生きがいを感じること 27 45 80 18 10 10 10

15.いつもより容易にものごとを決めることが 9 10 73 70 9 20

16.いつもストレス(緊張感)を感 じたことは 18 27 40 36 40 19 20

17.いつもより日常生活を楽しく送ることが 26 30 45 40 9 20 9 10

18.いらいらして,おこりつぼ くなることは 10 9 30 64 40 27 20

19.たいした理由がないのに,何かこわくなつたり,とり乱すことは 55 40 36 50 9 10

20.いつもより色々なことを重荷と感 じたことは 9 36 90 45 10 10

21.自分は役に立たない人間だと感 じたことは 9 20 45 60 36 20 10

22.人生にまったく望みを失つたと感 じたことは 45 50 18 20 37 30

23.不安を感じ緊張したことは 27 10 18 10 37 70 18 10

24.生きていることに意味がないと感 じたことは 64 50 18 30 9 20 9

25.この世から消えてしまいたいと感 じたことは 55 50 9 40 27 10 9

注)1.調査人数 :1年女77名,2年女70名

2.回答日:平成7年3月23日

3.回答のA-Dの段階は下記による
良又は ｢ない｣

(いつも) (ときどき)

A B

4.表中数字は該当者の%を示す

(ときどき) (いつも)

C D

不良又は ｢ある｣
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汁をつ くって.

⑧街の闇に白い梅,青空に稜が, しかし,チュ

ウリップの花びらがギザギサになって (自然

の営みと豊かさと厳 しさ)

⑨栄養食品部の炊き出し-おでんとパテ汁-あっ

たかいものありがとう先生

⑲医務室,病院となった保健室

4 集団の健康教育

(1)震災後のアンケー トによる実態調査を実施

学校保健研究 JPnISc/woIHealth37;1995

した.(実施日,平成 7年 3月23日,対象 1年男

112女77, 2年男112女70),数名の特異なケース

に合い,全校生徒はどうなのか不安をもち実態

把握のため全員の調査をした.

学級担任の指導のもと (WHO -GHQ28の

うち,自殺 ･死の 2項目を除 く26項目とした),

それに加え,中学生の疲労実態の調査 も行った.

教師には,被災体験者の心理,身体の状況を客

観的に知ってもらうため (DSM -Ⅳ)アンケー

ト調査を行った.(表 3)

表3 教職員に対するアンケート調査結果

DSM-Ⅳ調査票

京都大学防災研究所

地域防災システム研究センター

災害は強烈な体験です.人のこころに大きなストレスを与えます.そのため,

災害後にさまざまな心理的 ･身体的な変調を経験する方がたくさんいます.ここ

には,大きな災害を経験した人なら,誰もが体験するような心理状態や身体状態

をこれまでの研究をもとにまとめてあります.これらの質問に答えていただくこ

とによって,あなたご自身の状況を客観的に知っていただけると思います.

回答者名 回答日 7年 3月 23日

この1ヵ月間に,あなたはつぎにのべるような体験がつづきましたか.

1) 地震のときの光景がくりかえし思い出される. 36

2) 地震の時の光景をくりかえし夢に見る. 6

3) もうー度,地震がおきたように感じてびっくりする. 42

4) 地震を思い出させるものを見たり問いたりするとつらくなる. 53

5) 地震のことを思い出すと体がこわばり,緊張する. 14

6) 地震のことを考えたり,話題にするのをさける. 6

7) 地震のことを思い出せることや場所をさける. 8

8) 地震の時のことをよく思い出せない. 6

9) 大切だとわかっていることでも一所懸命になれない. 31

10) ほかの人といても,その人との距離が遠く感じられる. 14

ll) ものごとに感動しなくなる,できるだけ感情を抑える. 17

12) 先のこと,将来のことを考える気になれない. 25

13) 寝つきが悪くなつたり,すぐ目を覚ましたりする. 25

14) いらいらしがちで,ささいなことにもすぐかつとなる. 22

15) ものごとに集中できない. 31

16) ものごとに過敏になって,眠気も起きない. 3

↑

教職員36名中 ｢はい｣と回答した者の割合 (%)
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(2)調査結果と考察

表 1より,男子中学生は,震災後,生きがい

がもてなかったり,全てがうまくいっていない

と過半数にみとめられた.表2より女子中学生

は,頭重感,不安緊張感におそわれ活動的でな

かった割合が高い.男女共に,この世から消え

てしまいたいと思った生徒が少なからずいたこ

とは,教師をあわてさせた.

春期休業中に家庭訪問を行うなど生徒 ･親 ･

教師との充分なコミニケ-ションを図った.

5 組織活動と健康教育

被災後,梓に思ったことは,日常の保健室活

動 ･運営が一般教職員に理解されているかであ

る.校内組織は勿論,地域保健との連携,関係

専門機関とのパイプレーンが,できているかで

ある.この度の震災後,保健所の専門職の方の

学校訪問や援助をいただいた.医師会との協力

も得られた.このことは,学校保健推進役の養

護教諭の平素のおこたりのない執務計画,内容

とその実践,さらに生徒との信頼関係,職員と

の協力体制が物をいう.

6 相談活動と養護教諭

保健室での相談活動は,意図的計画的に行わ

れないところに,生徒にとっても心開くことに

なるのだろう.ここでは,養護教諭の力量を問

われることになる.また,生徒と教師の信頼関

係がベースとなるだろう.
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7 教職員の健康と養護教諭のかかわ り

被災地の教職員も被災者の立場にある.スト

レス状況の程度も高いことが表5よりうかがえ

る.教職員の健康管理もみのがせない.

8 まとめ

被災して間もなく教育委員会主催の精神科医,

人類学者,防災心理学者の方々による教職員の

研修が企画され,研輩をつんだ.また従来より

実施されている心の健康相談に加え巡回相談,

訪問相談などが開設された.このような,心の

健康に関する専門機関のパイプレーンもできた.

このことは,教職員の心の支えとなり,教職員

の力量を高めてくれた.

特に,養護教諭自身がスーパーバイズをうけ

る必要を感じた.信頼できるスーパーバイザー

が必要.かつ,望まれる.これも,平素から,

人間関係を保ち,心豊かでありたいし,努力を

重ねたい.震災によって,あらためて,｢生活リ

ズムをとりもどす｣｢話しやすい環境づ くり｣など

学校保健の原点ともいえることが重要であるこ

とに気付くことができた.毎日の生活を復活さ

せ,人生の再構築を行っていくことが必須だろう.

｢心のケア｣は,健康福祉の視点から,地域

社会の連携をもって推進されたいと思う.

最後に,全国各地のみなさまのご支援が,徳

旧 ･復興 ･復活への支えになったことに,心か

ら感謝している.
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国特集 大震災と学校一被災地からのレポートー(9)

被災の経験から

立 石 光 代

兵庫県立夢野台高等学校

ExperiencesofaGreatEarthquake

MitsuyoTateishi

YlimenOdatSeniorHighSchool,HyogoP71efecture

はじめに

この度の大震災にあって,私は養護教諭とし

て,主婦として,母親として,どう行動したか,

良かった点,撮った点,今後の課題等について

述べる.

当日,六甲山の麓,神戸市灘区高羽町にて被

莱,自宅は半壊,周囲は宛が全壊,%半壊,班

一部損壊で率い火災の発生はなかった.

勤務地の夢野台高校は,神戸市長田区で校舎

は最が壊滅し危険で立入禁止,雨により内庭の

崖がくずれ流出した土砂が校舎を直撃.体育錯

には被災者約1000人,グランドではテント50張

りで約200人の方々が避難してこられた.学校の

周辺は全焼,全壊の家屋が多く,一転して風景

が変り本校舎だけがそびえ立っていた.瀬戸内

海が一望でき,すっかり淋しい街並に変わって

しまった.校舎は大正5年に建てられ老旧化し

たため昨年より新 しく建築中で, Ⅰ期工事の完

成も被災により遅れ,現在使用可能な教室は25

教室, 3学年24クラスが授業している.しかし,

体育の授業が出来ず,理科,家庭科,書道等の

特別教室は全壊で実習不能の現状である.全校

生の宛が被災している.

さて,魔の1月17日,午前5時46分, ドーン

という雷が落ちたのかと思わせる号音,次の瞬

間,家ごと大きなシェーカーでシェイクされて

いる様な揺れ.′ 家財は転倒し食器類は全壊,

家族の無事の確認と出口の確保が精一杯であっ

た.暗闇の中,家族が2階の安全な一室に身を

寄せ合って,真冬の夜明けを息をこらして待っ

たが不気味な静けさであった.

Ⅰ 被災直後,自宅で行ったこと

一主婦として-

(1) 安全の確保,2次災害の予防

○家族のけがの有無

○ガラスの破片注意

○厚手のくつ下,屋内で履物を履く (靴,ス

リッパ)

○防寒衣の着用 (暖かく動きやすい服装)

(2)水の確保

○直後,浴槽に水を溜める (サビ水だが,級

日,洗い物, トイレの水に大変役立った)

(3) 近隣者の救出活動

○一人暮らしの宅へ安否の確認と救出 (救出

者4人)老人で戸が開けられない人,門扉

が折れ瓦硬で脱出できない人が多かった

(4)貴重品の持出し準備

○貴重品,印鑑,緊急連絡帳等

(5) 緊急連絡するも電話は全く機能せず, 3日

間は,ダイヤル電話機,公衆電話のみが通

話可能.県外,外国からの受信はできた.

携帯電話からの110番 119番は発信出来な

い

(6) 自宅周辺の状況と安全の確認

○自宅の写真を撮る (内 ･外壁のヒビ割れ,

屋根瓦,家の傾き,家財の破損の状況等)



立石 .被災の経験から

(7) 勇気を出して避難 しよう

1週間ぐらいは予震により2次災害が発生

しやすく,ライフラインの復旧も無理だっ

た.食べ物が2-3日で底をつき,寒さに

よる冷えで下痢,不眠になる.被災者全員

の食料の調達は (物流不能)交通渋滞のた

め無理.そのためにも脱出しようというこ

とで,私は4日目に東加古川に脱出した

ⅠⅠ ライフライン復旧の状況

自 宅 職 場

(1)電話 復旧3日後 当日受信のみ仮設電話4日目より

(2)電気 仮復旧3日後正常復旧1月27日(lo白後) 仮設,体育館のみ1月20日より校舎内復旧2月下旬より

(3)水道 復旧2月10日(24日後) 校門入口まで2月上旬正常復旧3月16日

(4)ガス 復旧3月20日 4月中旬
(62日後) 市内最終日に復旧

(5)商店 2日目,在庫のみ,すぐ品切れ

ⅠⅠⅠ 学校正常化へのあゆみ

1月17日 大地震発生,交通途絶,

生徒,教職員の安否の確認

一出勤可能な教職員による-

1月25日 第一回 職員会議一現状報告-

1月28日 第二回 職員合議一今後の対策-

1月30日 生徒集合(南部,北部に分かれ,始め

て生徒と合う),被災状況の確認等

1月31日 第三回 職員会議

一生徒の状況報告-

2月3日 第四回 職員合議

一授業開始に向けて-

2月7日 第五回 職員合議一校内環境整備-

2月8日 在校生 登校開始 (交通機関復旧)

2月9日～午前中授業開始

2月20日～正常授業 (6限)にもどる
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2月28日 卒業式-3年生のみ講堂にて- (荏

校生会場狭 く参列できず)

3月30日 3学期 終業式

9月18日 グランド復旧

10月3日 体育館復旧

Ⅳ 保健室の現状

l.救護場所となった場合 (隣接兵庫高校の例)

対策本部より,医師,看護婦,保健婦等派遣

され2月末まで24時間体制, 3月末までは昼間

のみ開設され診療がなされた

○救急処置,専門医への移送,一般内科の診療

が行れた

○予防寸妾種

○健康相談,調査 (心のケア-,栄養等)

○薬品は照の医務課及び日赤等より配布

この間保健室は病院の外来診療室と全く同じ

様相であった

2,救護場所とならなかった場合 (本校の例)

(体育館と保健室は離れており停電のため体
育館の舞台裏の控室が救護所となる.)

1)保健室ですぐ準備したもの

○水の確保 (蛇口付,ポリタンク1個)

○石油ストーブ,使い捨てかいろ等

○手指消毒液-逆性石けん,クレゾール液,ウ

ェル パス,ウェットテッシュ

○手ぶくろ.(軍手)ゴミ袋,ダンボ-ル箱

○うがい薬 ○紙タオル ○バケツ,柄杓等

2)養護教諭が登校 して保健室で最初に行った

こと

(1) 保健室の現状を写寅撮影

(全体像と備品の個々の破損状況)

(2) 室内の整理整頓 (足の踏場もない状態)

○まず自分の座る場所,礼,椅子のまわり

より作業開始.

o転倒したすべての戸棚を起こし,使用可

能のものと不能のものに分別する.

o公簿を整理 (公文書,健康診断票等)

○薬品の整理 (外科用,内科用,衛生材料)

〇億品の整理 (オージオメータ,器具一式)
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0保健室の全体復旧

救急処置コーナー,相談コーナ-,休養

コーナー,掲示コーナー,事務コーナー

等,花を生ける

○備品の破損状況の写真,一覧表を作成し,

備品購入要望書を作成

(後日,文部省より現地調査時大変に役立った)

3)日頃より心がけていて良かった点

(1)常に保健室が地域の保健センター的役割

が果せるよう,学校保健委員合で積み上げ

ていたため,緊急時の医療体制がスムーズ

に行われた

(2) 保健室には常に緊急用外科薬品と衛生材

料1000人分以上のストックをしていたこと

(特に精製水が,断水のため,傷の手当に

役立った)

(3) 病人やけが人を搬送するのに担架 5台が

役立った (車椅子も多い方がよい)

4)失敗したこと,及び注意すべきこと

(1) 校医の安否の確認が遅れたこと,電話の

ベルは鳴るが応答がないので歩いて訪問し

たところ,内科,眼科校医の病院は全焼,

耳鼻科校医宅全壊で先生ご夫婦圧死が判明

し,大変失礼をした.病院と自宅の住所の

異る校医は平常より両方の住所,電話番号

をキャッチしておくべきであった

(2) 飲み水の確保は保健室では一番大切であ

り,日頃より,蛇口付きのポリタンクを常

備すべきであった (非常時手に入りにくい

商品である)

(3) 担架は各階ごと,各分散 している校舎,

体育館,格技場,プールごとに数多く準備

しておくと緊急時一度に多発する事故者の

搬送に役立つ

Ⅴ 災害発生より生徒が登校再開する

までに教職員全体で対応 したこと

(1) 学校に避難されて来た人への対応

(2) 全校生の安否の確認,教職員も同様

(3) 校舎の内外の安全の確認,二次災害の予

防対策,薬品処理 (危険物)
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(4) 転出していく生徒への対応

(5) 自宅が焼失又は全壊 し,制服,教科書を

失った生徒への対応,準備をする

(6)被災により経済的困難な生徒への対応

(7)災害対策本部,県教委,近隣の学校,OB
等の連携や宿日直の割当等

(8)環境の整備 (仮設 トイレ,ポリタンク等)

(9) 通学路の安全の確認,被災生徒の昼食確

保

(10) ボランティアの確保と仕事の割 りふり等

検討

Ⅵ 授業再開し生徒が登校 しだし

てから,困ったこと (問題点)

(1)被災により,遠隔地より通学して来る生

徒への配慮 (交通途絶による)

(2) 一時的に治安が悪く,特に女子生徒への

身の安全について警察と連携を密にして警

備を強化してもらう (強姦,強盗等の注意)

(3) 交通安全,自分の身の安全は自分で守る.

特に信号機が市内すべて機能しないため,

道路が無法地帯となった

(4)ふだん水洗 トイレになれている生徒が仮

設 トイレでの用がたせない例が多発した

(5) 市内全域が瓦硬の撤去のため空気が汚染

され,ぜんそく,アトピーの生徒が重症化

した

(6)断水のため,手洗い方法の指導と伝染病

の予防に大変気を使った (特にトイレ)

(7)予定,2次災害発生時,全校生徒の安全

な避難場所の確保に困った

(8)グランド,体育館,特別教室が使用不能

のため,生徒はエネルギー発散の場を失っ

た

Ⅶ 授業再開後,保健室を訪れた生徒の状況

1)被災地域で,従来不登校であった生徒が全

員登校 して来た.反面,被災せず当時ボラン

ティア活動を一生懸命にした生徒の中から不

登校が発生した

2)病気やけがで保健室を訪れる生徒は被災前
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より減少した(3月末まで)が,

変った点は

(1)下痢を訴えて来室する生徒が多かった

(冷え,食生活の乱れ,飲水等による)

(2)心的外傷後ストレス障害 (PTSD)の生
徒の来室は5月以後で,それまでは本人が

自覚できなかったと思われる

(3)避難所で生活している女子生徒が不安を

訴え,来室が増えた (強姦,変質者等で)

(4)体重が減少した生徒が増加

体育,部活動ができず,食欲不振になった

と思われる

(5) 4月の定期健康診断結果よりの変化

○眼 科 霞粒度の増加 (ほこりによる)

○内 科 ぜんそく,アトピー性皮フ炎

の増加

○耳鼻科 アレルギー性鼻炎の増加

○歯 科 う歯の減少 (しかし被災時,

お菓子を沢山いただいたので,今後,堰

加するのではないかと心配されている)

(6) 心のケアを要する生徒は2学期以後増え

てくるであろう

学校が避難所から開放され,平常の授業

にもどった頃より心のケアが必要になって

くると思う,被災された人々と学校で共生

して,自分を押し殺して我慢 している生徒

が少なからずいることは事実である

Ⅷ 被災地の養護教諭から見て今後の課題

1)学校が地域の保健センター的役割を発揮で

きるよう,日頃より研鋸を積んでおくこと

2)環境の整備,安全管理 (特に危機管理)

2次災害の予防対策 (潜在的危険予知)につ

いて,考え,行動する習慣を身につけ研修し

ておくこと

3)伝染病の予防対策

4)震災時の心得をあらゆる機会をとらえて,

全校生に教育しておく

5)養護教諭の組織活動としての課題

(残念ながら,今回は組織としての活動が全

くなされなかった)

315

(1) 災害発生時は自宅より一番近い学校に出

勤し勤務できるよう,配置マップを作成し

ておく

禦旦

○最もニーズの高い救護活動がすぐできる

○交通渋滞の緩和に役立つ

○地域の医療機関に精通している

○地域住民の状況がよくわかっており,逮

携しやすい

○自宅から近 くで勤務できることは,緊急

時,家族の連絡,物資特に水の調達,ラ

イフ･ラインの復旧時等に,臨機応変に

対処できる等

(2) 養護教諭の同僚としてのボランティアネ

ットワークの確立

(看護,保健婦は全国からボランティアが

結集し組織的に活動されていた)

○養護教諭は災害時にはニーズの高い職種

の1人である (医師,看護婦,保健婦の

ように)

○主婦でもある (家族の安全,生活,看護

等)

○母親でもある (育児,老人の介護等)

○被災に伴う種々の雑務

自宅の復旧,衣 ･食 ･住の確保,公的諸

手続等

○ボランティア,ネットワーク組織案 (吹

頁参照)(今後のために絶対に必要である)

○私的ボランティア

(これには養護教諭のOBが当るとよい)

家さがしのインフォメーション,引越

しの手伝い,転居地の諸々の生活情報,

金員の育児,介護,看病,留守番等

○公的ボランティア

被災校に常時 1-2名の養護教諭を加

配する.それには,県下の養護教諭が1

人1日づつ専免をとれば充足する.期間

は1-2ヶ月でライフ ･ライン,交通が

復旧するまでを目途とする

(3)被災しなかった近隣の学校からしてほし

かった援助
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ボランティア,ネットワーク組織図 (案)

(全国･照内の現職,OBより)
養護教諭のボランティア集結

i
ニ-ズの把握とネットワーク｢

コーデ ィネー タ-

県市 教 育 委 員会

(体 育保健 課 )

A V

○発生 1-2日目に生徒 1人がペットボト

ル 1本の水と,おむすび1個を持ちより避

難所の学校に配布してほしい(3日目㌻ぐら

いから災害対策本部よりの物資がくぼら

れるようになるが,その間が大変困った)

まとめ

一瞬にして,原始時代にタイムスリップして,

今までの文化的生活は何であったのかと,いろ

いろ考えさせられた.生きることとは./生活と

一 資

○金員の衣食住

〇千どものホームステイ

女の子は避難所での生活が

大変危険であった-親類,

友人にあずかってもらう

○人材派遣

○会員の安否の確認

○基金の収集,配分

ボランティアへの旅薯,食
事代,宿泊薯等の潤滑油と
して活用する
○各被災学校の保健室へ 2か月

間毎日 (土･日曜も)1～2名
の配置が望ましい

は./人間関係とは./自立とは./等々.失ったも

のも多かったが,得たものも沢山あった.｢備え

あれば憂いなし｣｢のどもと過ぎれば熱さ忘れる｣

の諺を肝に銘 じて,これからいきいき生きてい

きたく思う.後をふり向かないで前を向いて,

この神戸が安心,活力,魅力のある町に復興す

るよう祈りつつ,その一番の担い手である高校

生が発育発達に障害を被ったり,学力低下によ

り進路が阻害されることのないよう支援 し続け

たい.

料 -

本校における地震対策

地震発生時における緊急対策

1.第 J次対策･･･ぐらっときたら

的確な判断,的確な指示

不安,恐怖などの心理的動揺が起 りパニック

状態や混乱がおこる.

教師は沈着,冷静かつ毅然たる態度で生徒

を掌握 し秩序ある集団行動をとらせる.

兵庫県立夢野合高等学校

※指示例

｢落ちつけ｣｢騒ぐな｣

｢大丈夫,静かに｣

｢机の下にもぐれ机の足をもて｣

｢外に出るな｣

｢座布団をかぶれ｣

身の安全の確保
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地震動 (1分間程度)がおさまるまで,あ

わてて外に飛び出さない.

｢机の下にもぐる｣｢座布団をかぶる｣など身

の安全を図る.

f火気の始利

実験,実習や暖房器具等の火気を使用して

いる時は火気の始末をさせる,特に薬品には

転落,転倒によって火災や火傷を引きおこす

ものもあるので,その保管,管理,点検,隻

備など平素から万全の対策を立て,細心の注

意を払う.

F避難口の確刺
校舎のゆがみなどによりドアの開閉ができな

くなる場合もあるので,教室のドアを開け,

避難口を確保する.

2.第2次対策-･揺れがおさまったら.′

l避難と誘導 l

1)安全第1に避難誘導する.

(1)本部の指示に従って避難誘導する.

環緊急時は,教師の的確な状況判断で/

(2)教師が先頭に立ち,避難経路の安全を確

認しながら避難誘導する.

(3)サンドイッチ方式 (教師が先頭と最後尾

につく,教師 1人の時は委員長)

残留者のないように注意する.

(4)階段,廊下,昇降口,玄関,非常口など

では ｢走らない｣｢押さない｣｢しゃべら

ない｣｢仲間から離れない｣を守らせる.

(5)防火ドアやくぐr)戸は手で押せば簡単に

開くことを指示する.

(6)窓ガラスの落下,ロッカー等の転倒,倒

壊する場合があるので,頭部を保護する

等,安全に十分注意する.

(7)恐怖のあまり動けなくなる生徒がでてく

る場合もあるので,お互い助け合い,励

ますなど協力して避難できるようにする.

2)担任は必ず出席簿を携帯して,避難誘導

する.又できる限り,生徒連絡簿, トラン

ジスターラジオ,携帯マイク,笛,旗など

携行できるよう配慮する.

l生徒の墾 射
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避難場所に到着したら.′

1)人員点呼を行い異常の有無を本部に連絡

する.

2)無断でクラスから離れないように指示し,

本部の指示があるまで待機する.

3)学校が地域の避難場所になるので,生徒

の掌握には十分注意する.

座急処勘
1)負傷者の応急処置をする.

2)負傷の程度により,校医,近隣の医師に

治療を受ける.

又 消防署などに適切な指導助言を受ける

と共に家庭に連絡する.

巨情報の入射

1)テレビ,ラジオ等を通 じて,被害の状況,

周辺地域の状況,今後の動向など正しい情

報の入手に努める.

2)県 ･教委及関係機関との連絡を密にして,

今後の対策を検討する

3.第3次対策-次の災害にそなえて

第2.次避難場所 (広域避難場所 えげ山,

1)火災,地割れ,津波,山くずれ,がけく

ずれ,浸水等の第2次災害が考えられる場

合,直ちに第2次避難場所へ誘導する.

2)最も安全な経絡を選択して避難させる.

出火場所,風向き,津波の速さ,地形,学

校の構造や立地条件等を考慮 して-･

3)途中,人ごみに巻きこまれたり,消火活

動,救助活動の邪魔にならないよう教職員

の適正配置を図る.

生徒の引き渡 し

1)生徒を家族に引き渡す場合,出席簿,逮

絡簿等を利用し必ず,チェックする.

2)避難誘導の途中では,保護者が迎えにき

ても原則として引き渡さない.

3)保護者には,どこに避難 しているか知ら

せるため,学校に連絡員を残すか,その旨

校門前等に掲示する.

※平常より家族の落ち合う場所を話し合って

おく.
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要旨 :19世紀以来,生態学的要因と形態との関係が欧米で検討されてきた. しかし,生態学的

要因と発育との関係を検討するには扱われる人口集団 (人種,民族)が様々であって,それぞ

れに遺伝的要因が強く関与しているために,気候や地理的条件の影響を論じるには不都合な点

があった.本研究では,広大な中国全土に拡散された漠族に限定して,厳密に標本抽出された

18歳男女の身長と体重を可能な限り正確に計測し,その統計値をもって当該28地区の代表値と

なし,それと各地区の中心地点の気候,地理学的変数との相関を検討した.この生態学的相関

関係から,形態と年平均気温,年間気温較差,年日照時間や海抜高度,緯度などとの間に有意

の関係を認めた.また主因子分析の結果から,この変数群は主として年平均気温と緯度に代表

される因子と,海抜高度及び中国大陸に特徴的な西高東低の経度情報による因子の2群に分か

たれることが示された.この研究の主たる成果は次の点に尽くされる.中国大陸という極めて

多様性に望んだ地域に生活し,そこで発育成熟した結果としての漢民族集団の形態が,大きな

地理的変異をもっており,その変異が生態学的条件によってもたらされていると推察すること

が可能になったという点である.

Abstracts:Therelationshipbetweenclimatic一geographicfeaturesandChineseHamschool

children'smorphologicalgrowth(heightandweight)Wereexploredinthepresentstudy.

Therewasatotalof5,679boysandgirlsaged18whoparticipatedinthisstudy.Wide

variationscouldbeseennotonlyintheirbodysize,butalsointheecologicalconditionsthat

participantslivedunder.Regionalcorrelationanalysesshowedthatinmostofthecasesboth

boysandgirls'bodysizesignificantlyco汀elatedwithecologicalconditionoftemperature,

temperaturerange,sunshinetime,precipitation,frost-freeperiod,aswellasaltitude,latitude

andlongitude.Byusingmultivariatefactoranalysis,twofactorswereselectedandextracted

fromtheseecologlCalandgeographicclimaticvariables,bywhichtwotraitsoftheecologlCal

featuresinChinesemainlandwerereflected.Theresultsofthisstudywerecomparedwith

thosereportedfrom othercontinents,andthefactorsforcausingthesesimilaritiesand
dissimilaritieswerediscussed.

Keywords:Morphologicalgrowth,bodysize,geographic～Climaticfeature

Chineseyouth.
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lntroduction

Despltethevastamountofevidencewhich hasbeen collected ongeneticand

environmentalinfluence,therearestillwidegapsinourunderstandingofthecausesof
children'sgrowthvariation.u2)MostliteratureonphysicalgrowthinmainlandChina
focusedonthepopulation'sethnicbackground,nutrition,majorandminorillness,and
thematernaトchildhealthcare.Butlittleattentionhasbeenpaidtoecologicalfactorsthat

mayalsostronglyaffectthevariability220fhumangrowth.Examplesofthisare

geographiclocation,sunlight,temperature,and manyotherclimatefeaturesヲ)4'An
increasingnumberofstudiesconcerninghumanmorphologlCaladaptabilitytodifferent
ecologicalconditionshavebeenreportedfrom Africa,Europe,MiddleEastern,and

America.3)5)1 2)Inmanyofthesestudiesmentionedabove,however,thedataweresampled

from differentethnicgroups,Makingitquitedifficulttodeterminewhetherhuman
anthropometricvariationsweredominantlycontrolledbygeneticorecologiCaleffects.13)In
additionthesestudiesincludedonlyafewsamplesfromAsia,andrevealinglittlemuch
informationonhumanvariationonthatcontinent.

Thepurposeofthisstudyistosearchfortheecologicalperspectiveassociationbetween

Chineseyouths'bodysizeandgeographic-climaticfactors.Thesubjectswillbeselected
fromvariouspopulationgroupswidelyscatteredthroughoutmainlandChina.However,all

subjectsselectedbelongtothesomeracial/culturalgroup,theChineseHamrace.

MaterialsandMethods

Sampling

Thesubjectscomprised2,842boysand2,837girlsat18yearsofage.Theywereall
secondaryschoolpupilsrandomlyselectedfromtheareasin28cities,h eachcitythere
weretwogroups,oneofboysandanotherofgirls,andthesamplesizewasbetween97-

104foreachgroup(seeTable1)_Specially,ineverycitysurveyedthreeorfoursecondary
schoolswereselectedandcheckedfortheofficialages(ageofofficialregistration)oftheir

students.Thereafter,thesubjectsinthisagegroupwererandomlysampledforthis
study.Thesubjectsweregenerally,healthy,andhadtosubmittostringentphysical
examinationstomakesurethattheywerenotinanywaydeformedorseriouslyilL
Thelocaldistributionofthese28citiesareshowninFigure1.Amongthosecities,three
(Brijing,TianjinandShanghai)weremetropolitanareasandtheotherswereprovincial

capitalswherethepopulationsizesexceeded650,000.14)Inorder･tominimizethe
perspectivegeneticeffects,thesubjectswereallselectedfromtheHamnation.Thereason

beingthatthereareanother55racial/culturalgroups,thèChineseminorityraces'which
accountfor5.98%oftheChineseentirepopulation.
Infact,allthesamplesmentionedaboveweredrawnfromthe1985NationalSuⅣeyon
Students'ConstitutionandHealth.Thestudy,whichwasChina'sfirstlarge-scalenational

suⅣeyonschool-childrenandyouths'health,comprisedallofthe28provincesacrossthe
mainlandChina.Altogethertherewere984,872primarySChool,secondaryschooland
collegestudentsages7through22,bothcamefromurbanandruralareas,sampledin
thisstudy.UnderthedirectionoftheChineseNationalSuⅣeyonStudents'Constitution
andHealth(SSCH)Association,eachcitywasappointedtoorganizeateamcomposedof
physicians,paediatriciansandtechnicians.Theteamsworkedsimultaneously,followinga
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uniform programmefororganizingandtrainingtheteam members,Carryingoutphysical

examinationsandmeasurements,andconstructinglocalgrowthnormsandreferences.h

ordertoavoidtheseasonaleffectsonyouths'growthvelocity,allsubjectsweremeasured

from ApriltoMayin1985.

Variablesandmeasurlement

Heightandweightweretheanthropometricvariablesusedinthisstudy.Theywere

measuredbyusingthemethodsandapparatusrecommendedbyHarrisonetal.")andhave

beenstandarizedinChinasincetheendof1960S.

Weighingwasdoneonplatform scales,andtheresultswererecordedtothenearest

O･1kg.Theboyswererequiredtowearshortsonly,andgirlsworeshortsandvests.

Tablel Chineseurbangroupsincludedindataset

Groupname Height Weight Height Weight

N Means±S.D. Means±S.D. N Means±S.D.Means±S.D.

Beijing 北 京 102 172.97±5.15 60.99±4.99

Tianjin 天 津 102 171.16±4.85 57.60±4.76

Shijiazhuang 石 家 庄 101 171.57±4.27 59.65±4.90

Taiyuan 大 原 104 170.74±5.03 56.48±4.76

Huhehaote 呼 和浩特 102 168.87±5.68 57.41±5.35

Shenyang 洛 陽

Changchun A *

Harbin 蛤 ホ 藩

Shanghai 上 海

Nanjing 南 京

Hangzhou 杭 州

Hefei 合 肥

Fuzhou 福 州

Nanchang 南 昌

Jinan 済 南

Zhengzhou 邸 州

Wuhan 武 漢

Changsha 長 沙

Guangzhou 広 州

Nannlng 南 寧

Chengdu 成 都

Guiyang 貴 陽

Kunming 昆 明

Xian 西 安

Lanzhou 蘭 州

Ⅹining 西 寧

Yinchuan 銀 川

101 171.55±4.99 56.58±5.30

101 172.27±4.03 57.93±4.84

102 173.00±4.19 61.41±5.37

102 173.34±4.77 58.71±5.23

102 171.37±4.35 58.83±4.23

102 171.28±5.67 57.43±5.30

104 171.11±5.04 53.68±4.85

100 169.63±5.33 55.50±5.39

102 167.90±4.15 55.50±4.36

101 173.21±5.08 61.23±4.83

101 170.95±4.65 57.25±4.58

102 168.77±5.22 54.95±5.03

103 168.74±4.38 56.18±4.61

102 168.99±5.01 54.47±4.83

102 166.81±4.34 54.37±4.72

100 167.65±4.75 54.09±5.36

97 167.63±5.26 53.49±5.21

101 169.23±4.62 55.59±5.21

102 169.36±5.02 57.01±4.64

101 170.28±4.88 55.63±4.90

100 168.09±4.79 53.58±4.88

102 169.90±4.38 55.93±4.07

Wulumuqi ウ ルムチ 101 171.00±5.33 56.33±4.97

102 161.18±4.40 51.19±5.18

100 159.88±4.71 51.10±5.48

103 158.30±5.55 50.65±5.33

101 157.65±4.32 49.52±5.38

100 158.23±4.92 51.64±4.35

101 159.92±4,46 49.97±4.54

102 158.24±4.92 49.29±5.17

101 159.78±5.08 49.13±4.03

103 160.13±5.10 49.95±5.05

101 159.12±4.69 50.22±4.88

102 159.01±4.57 50.35±5.22

102 158.48±4.97 48.44±4.55

103 158.38±4.40 47.95±4.07

101 157.14±4.09 48.90±4.42

102 159.73±5.67 51.09±5.29

100 159.28±5.82 49.51±5.40

102 158.20±5.04 49.64±4.75

101 157.71±4.73 50.09±4.30

104 157.74±4.77 47.40±4.69

98 155.91±4.90 47.34±4.67

101 156.35±4.99 47.06±4.35

98 155.27±5.35 47.80±5.06

102 157.84±5.46 48.12±5.14

101 158.31±4.74 50.00±3.98

102 158.96±5.24 49.00±4.87

102 159.12±4.92 49.60±4.67

103 159.14±4.53 50.50±4.39

99 158.83±5.05 49.70±5.32
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Heightsweremeasuredagainstmetalcolumnbars,andrecordedtothenearestmm.The

subjectswererequiredtosteponthescalebarefoot,straightentheback,tokeepthehead

touching thebarand to look straightforward.Thetechnicianswhotook these

measurementswererequiredtopassaspecialtrainingcoursetoprovetheircompetence.

Duringthefieldwork,thetechnicianswererequiredtochecktheapparatuseverydayto

makesurethattheequipmentWasSensitiveandaccurate.

Geographicandclimaticdata

Table2displaysecologicalclimaticinformationineachofthe28citiesreseal･Chedin

thepresentstudy.Therearethreegeographicallocationvariables,thealtitude,longitude
(referredtoaseastlongitude),andlatitude(referredtoasnorthlatitude).Theirvalues

weretakenineachcity'scentralpoint.Theclimaticdatawascollectedonmeanannual

temperature,meanannualprecipitation,meanannualfrost-freeperiod,andmeanannual

sunshinetime.Fromthedata,anadditionalvariablewascalculated:Temperaturerange,
thedifferencebetweenthemeantemperatureofthehottestandthecoldestmonths.Allof

thisinformationwasobtainedfromthecentralmeteorologicalobseⅣatorylocatedineach

city,andwasannuallypublishedbytheNationalBureauofStatisticsチ4)

Stdtisiicalanalysis

Descriptivestatistics,correlationmatrixandprincipalfactoranalysiswereusedinthis

study.Specially,theinterrelationshipsbetweenanthropometricandgeographic-Climatic
variableswereanalysedbyusingtheKendall'stauratherthanPearson'sr,becausemost

Fig.1 Thegeographicdistributionof28provinciesinChina
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ofthegeographic-climaticvariablesweren'tthenormaldistribution.ByusingPrincipal

factoranalysis(andVarimaxrotation),factorswereextractedinordertoshow the

differenttraitsofecologicalfeatures.Allthestatisticalanalyseswerecarriedoutbyusing
theSPSS.x.

Resu一ts

Table1presentsmeansofheightandweightineachofthe56groupsofsubjects,Both

boysandgirlsshowgreatgrowthvariationsinbodysize.Thehighestmeanheigntof18-

year-oldboys,forexample,wasinShanghai(173.34cm)andforgirlsBeijing(161.18cm).

WhileNanningboysandGuiyanggirlswere6.53and5.9lcmshorterthanthetallestboys

andgirlsrespectively.ThemeanbodyweightofKumminggirlswas3･52kglighterthan

TableZ Chineseurbangroupsincludedindataset

cityname TempedTemp･prec. SunshineLab.
raturerange
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theweightofliuhehaotegirls,whilethedifferenceinweightbetweenHarbingand

Guiyangboyswasevenasgreatas7･92kg.

Table2displaysthewidegeographical-climaticvariationsexistingamongthe28cities

ofmainland China,whereasTable 3 showsseveralpatternsofco汀elation among

geographicalandclimaticvariables.Forexample,temperaturepositivelycorrelateswith

precipitation;hotter areas are wetter.Sunshine time negatively correlates with

temperature,butpositivelycorrelateswithtemperaturerange;colderareasnotonlyhave

largerdifferencesintemperatureduringayear,butalsohavealotofsunshinetime.

Significantcorrelationscanbefoundbetweenlatitudeandmanyclimaticvariables;those

withtemperatureandprecipitationarenegative,butthosewithtemperaturerangeand

Table3 Kendall'Staucorrelationmatrixofecologicalvariables

variable :act:rPee} aen;eP' precipitationPiumneShineLat･ Long･ Alti･ …erOriSi｡

Meanannualtemperature
(℃)

Temperaturerange
(℃)

Meanannualpreclpltation
(11111

Meanannualsunshinetime
(hour)

Northlatitude
(O)

Eastlongitude
(○)

Altitude
(meter)

1.000

-0.649*** 1.000

0.716***-0.461** 1.000

-0.571** 0.512** -0.596*** 1.000

-0.768串** 0.859***-0.580*** 0.584*** 1.000

0.051 0.216 0.228* -0.029 0.151 1.000

-0.325* 0.056 -0.432** 0.190 0.109 -0.576** 1.000

Meanannualfros卜freeperiod O･856***-0･679*** 0･651***-0･606***-0･750***-0･00 3 10･286*1･000
(day)

*p<0.05,**p<0.01, ***p<0･001

Table4 Kendall'Stancorrelationsbetweengeographic-climaticvariablesandyouths'heightandweight

variable fact:rpee- ?aenmgpe･precipitationS悪 e Lat. Long･ Alti･ ,Fern?.sa

Boys

Height -0･280* 0･407** -0･148 0･336* 0･432** 0･466** -0･304* -0･305*

Weight -0･283* 0･427** -0･156 0･329* 01414** 0･400** -0･222* -0･319*
Girls

Height -0･315* 0･336* -0･220* 0･377** 0･408** 0･310* -0･227* -0･388**

Weight -0.280* 0.386** -0.254* 0.464** 0.400** 0.116 -0.117 -01375**

*p<0.05,**p<0.01,***p<0.001
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sunshinetimearepositive.Forthelongitude,however,Onlysignificantcorrelationis

foundbetweenitandaltitude.Thisfactobviouslyindicatesthattheclimaticvariables

usedherevarymoreinthenorth-southdirectionthanintheeast-westdirection,

whereasforaltitude,theoppositecanbeobserved.Notunexpectedly,annualfrost-free

periodsshow positivecorrelationswith temperatureand precipitation,and show

significatlynegativecorrelationswithtemperaturerange,sunshinetime,andlatitude.

Thesecorrelationpatternsmustbetakenintoconsiderationwheninterpretingthe

differentassociationsofthevariableswithChinsesyouths'bodysize,

Table4presentsthecorrelationsbetweenbodysizeandgeographic-climaticvariables･

Forbothboysandgirls,themostsignificantlypositivecorrelationsarefoundbetween

latitudeandbodysize,indicatingthatasdegreesoflatitudeincrease(fromthenorthto

thesouth),heightandweightdecrease.Significantlypositivecorrelationscanbefound

between bodysize(bothin heightandweight)andsunshinetime,indicatingthe

advantageouseffectofsunlightonchilren'sgrowth.Ontheotherhand,bothheightand

weightnegativelycorrelatedwithtemperature,butpositivelycorrelatedwithtemperature
range.Thesephenomenaalsocouldbeinterpretedintermsoftheadvantagesofhavinga

largebodysizewitharelativelysmallbodysurfacearea(tothevolume)incoldand

variatingclimates.A comparisonofcorrelationsindicatedthattherearetwomajor

differencesbetweenthesexes.First,Onlysignificantlynegativecorrelationscanbefound

betweengirls'bodysizeandprecipitation.Secondly,bothboys'heightandweightshow

significantlypositivecorrelationswithlongitudeandnegativecorrelationswithaltitude.

Butforgirls,onlysignificantcorrelations,thoughsomewhatlowerthanthoseofboys,are

foundbetweenheightandlongitudeaswellasheightandprecipitation.

Table5showsthetwofactorsextractedfrom thesegeographic-climaticvariables,
Longitudeandaltitude,withaclosedcorrelation,composeafactor,whiletheother

variablescomposeanother.Thesefactorsrepresenttwotraitsofgeographic-climatic

Table5 Factorsextractedfromgeographic-climaticvariables

Rotatedloadingsofvahables
Variables

FactorI FactorII

Meanannualtemperature

Temperaturerange
Meanannualprecipitation
Meanannualsunshinetime

Latitude

Longitude
Altitude

Meanannualfrost-freeperid

-0.948 0.191

0.906 0.305

-0.873 0.347

0.850 -0.107

-0.979 0.107

0.055 0.904

0.203 -0.912

-0.936 0.202

Eigenvalues 5.167 1･879

%oftotalvarianceexplained 64.591% 23･490%
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features.Theireigenvaluesare5.167and1.879,whichcanexplain64.59%and23.49%of

thetotalvariance,respectively.

Discussion

Earlyinmiddleofthe19century,scientistsnoticedtheeffectsofecologicalfactorson

humanmorphologiCalvariation.Intermsofthegeographictraits,Newmane)Marshallf)

and Salzanoand CallegarトJacques13)notedthatpopulation mean heighttendsto
decreasefrom thenorthtosouthoftheEuropeanandSouthAmericancontinents.

Roberts6'describedtherelativelinearphysique,whichcommonlyexistedeveninthewelレ
nourishedchildren,insomeSouthAmel-icanIndiangroups,someAfricanethnicslivingln

thetropic,asweuastheChineselivinginSoutheastAsia.Tanner16)noticedthehigh

altitudeofthePeruvianaltiplano(4,000meters)whichinducedlargerchestcircumference

andbiggerlungsinQuechuanchildrengrowingthere,unlikethoseQuechuanchildren

livingnearthesea(costalarea).However,inordertoexploretheconclusionsthatcanbe

drawnfrom theobservationsabove,theeffectsofanotherecologicaltrait,theclimatic

trait,mustbetakenintoconsideration.EvelethandTannerl)suggeststhatintemperate

zoneschildrentendtogrowthfasterinheightinthesprlngandslowerintheautumn,but

inthetropicsseasonalvariationisgovernedmorebydIYandwetperiodandthevarying

availabilityoffoods･FromthesuⅣeysontheNorthAmericanlndians,Newman17)found
significantlynegativecorrelationbetweenheightandthemeantemperatureofthecoldest
monthwhileonaworld-widescale7)andforEuropeandtheMediterranean,18)mean

heightnegativelycorrelatedwithmeanannualtemperature.Thesenegativecorrelations

indicatetheadvantagesofalargebodysizewithitsrelativelysmallbodysurfaceincold
elimates.Ontheotherhand,insub-Saharanregions,19)height,Sittingheightandmany
otheranthrometricmeasuresarepositively correlated with climaticfeatures.The

strongestcorrelationisfoundbetweenheightandprecipitation,andrelativesittingheight

(sittingheight/height)andtemperature.Theseresultswereinterpretedintermsofthe

advantageofatall,thinbodybuiltinthehotanddryclimaticenvironment.Whereasthe

smallbodysizewasconducivetothepopulationslivinginrainforests,becausetheir

relativelylargebodysurface(usuallyreflectedbythesurface-area-to-volumeratio)

facilitatedheatlossinahotandhumidenvironment?0)2nInconclusion,althoughthereare
differentfeaturesexistingamongdifferentethnicgrouplivingonvariouscontinents,the
overallresultsshownbythsesstudiesindicatethatallofthesepopulationsfollow
z̀oologicalrules'.Theserules,whichwerefirstlyfoundedbyBergmannヲ2)arespecifically
relatedtothevaryingtendencyofhuman'sbodysizeandshapewithvaryingtemperature
conditions:thelargertheratioofbodysurfacetobodyvolume,thelargertheradiative

surfacetoheat-producingmass;thegreaterthecalorielossbyconvectionorradiation,
thegreatertheskinarea(bodysurface)forevaporation,andviceversa.22)

Theresultsdiscoveredfrom thepresentstudyarequitesimilarwiththosereported
fromothercontinents.Theseresultsarealsowellinconcordancewithourpreviousstudies

eitheronthegeographicvariationsofChineseurbanandruralchildrenaged723)Orthe

dissimilaritiesofadolescentgrowthinChineseHangirls?4)AscanbeseenfromTable4,
thecorrelationsbetweenChineseyouth'sbodysizeandgeographic-climaticvariablesare
inmostcasessignificant.Thecoefficientsseemednottobesohigh,bothinboysand

girls,justbecausetheywereperformedbyusingtheKnedall'staucorrelation.Generally
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speaking,inthoseareassituatedinthecolderareasofthenorthwhichhavelarge

seasonalchangeandplentifulsunlight,boysandgirlsareusuallyofgreaterbodysize

thanthoselivinginthewarmersouthernareaswithrelativelysmallseasonalchangeand

plentyofprecipitation;whileintheplainandcoastalareasofnortheastChina,Children

notonlyhaveadvancedadolescentgrowth,butalsoaresuperiorinbodysizeatsuccessive

agestothoselivinginthemountainousareassituatedinthewesterninlandChina.Just

likethosehaveconcludedbyTanner25)くくThedifferencesingrowthhaveindeedbeen
stimulatedinresponsetothedifferentecologicalconditionsinwhicheachgroupevolved,
buttheyalsoarisefromselecitonsovermanygenerationsratherthanfromtheimmediate
effectinindividualchildren".

Asitcanbeseenfrom Table3,correlationsbetweengeographic-climaticvariables
themselvesareinmostcasessignificant,analysiswasusedinthisstudy.Thetwofactors,

FactorlandII,whichwereextractedfromeightvariableswerethoughttoreflectthe

climatictraitsandgeographictraitsofChineseurb､anyouths'ecologicalcircumstances,

respectively.Notunexpectedly,latitude,ageographicvariable,alsojoinedwithclimatic
variablestocomposeFactoribecauseoftheirclosedassociations.Thatisalsowhy

FactorIIplaysamoreimportantrolethanFactorIinexplainingecologicalinfluencefor

bothboys'andgirls'heihgtandweight,Nevertheless,theresultsofpresentstudyreveal

thatbothgeographicandclimaticvariablesplaystrongrolesineffectingonChinese

urbanyouth'sbodysize.

"Itiswellknownthataportionofthelargedifferencesbetweenpopulationsisgenetic
inoriginandanotherportion,environmental"(Tanner)?5)Somescientistssuggestedthat

anthropometricsaremoreaffectedbyenvironmentarethanthegenetictraits.13)Because
theirobseⅣationsshowedthatinbothanthropometricandgeneticvariationtherewas

evidenc.efornorth-southclines･Butourpreviousstudiesshowacontrarytrait,because
thedissimilaritiesonchildren'sbodysizeandshapeamongvariousChineseracial/

culturalgroupsaremuchlargerthanthoseamongasamegroup.23'26'Thusinthepresent
study,allthesubjectswereselectedfromtheHamraceinordertominimizethegenetic

interference.However,inadevelopingcountrysuchasChina,theenvironmentalfactors,

especiallythoseconcerningaboutthesocioeconomicstatus,playamuchlargerportionin

thecontrolofchildren'sgrowththaninthedevelopedcountry.Forexample,mostofthe

China'srelativelydevelopedcities,suchasBeijing,ShanghaiandTianjin,aresituated
alongthecoastalareasandnorthChina.Thesocioeconomicstatustherearemuchhigher

thanthoseoftheinlandcitiessuchasXining,LanzhouandYinchuan.Thestronger

economyandbetterlivingconditions,plustherelativeabundanceofsunlightandlow

altitude,etc.,certainlycreateacircumstancefavour i n g childel･n'sgrowththere.Inanother
words,thepossibilitythattheirlargebt)dysizemayb etheresultsofnutritionalandother

socialfactorscannotbedismissed.Inordertoobat i n a betterpictureofChineseyouth's

livingenvironment,alotoffurtherresearchwillbereq u ired.
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報 告 外国語指導外国人講師の滞在中受療状況

-静岡県一
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A ReportofaSul･VeyOnAs sistantLanguageTeachers(ALTs)Staying

inJapanwhoReceivedMedicalTreatment.

-ShizuokaPrefecture-
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AsuⅣeyonthehealthproblemsandthecomplainsofthehealthcaresysteminJapanof47

AssistantLanguageTeachers(ALTs)livinginShizuokaPrefecturewasconductedinthefirst

semesterof1994academicyear.Theirnationalities(bynumber)were:u S.(23),England(1才),
Canada(5),NewZealand(4),Ireland(1)andunknown(1).TheaveragelengthofstayinJapan

wasl･6years.

ThemainresultsofthesuⅣeyareasfollows:

(1)ThirtynineoftherespondentshadbeensickwhileinJapan.

(2)Twentyfoursufferedfrom upperandlowerrespiratorydiseases.Thiswasthemost

frequentcomplaint.

(3)Thirtyfour(72.3%)hadvisitedmedicalclinics.Threeofthem neededadmissionwith

surglCalproblems.

(4)Theirproblemsexperiencedwhenvisitingmedicalclinicswere(a)languageproblems

(41･2%),(b)lackofinformed-consent(32.4%),(C)lackofprivacy(17.7%),(d)lowerJapanese

medicalstandards(14.7%),(e)noappointmentsystem (5.9%)and(i)noseparationof

pharmacyfrommedicalpractice.

(5)ThefirstpersonconsultedongettingsickwasasupeⅣisor,someoneotherthana

colleague,anotherALToraBoardofEducationStaffmemberinthatorder.

(6)2113%weredissatisfiedwiththetreatmentreceived.Amongthecomplaintswere(a)lack

ofmedicalknowledgeofdoctors,(b)excesstreatment,(C)overprescription,(d)no

explanation;allofwhichwereconsistentwithJapanesecomplaints.

(7)52･9%ofthedoctors,61.8%ofnursesand55.9%oftheclerkswereconsideredunreliable,

(8)85･1%ofthethemweresatisfiedwiththepresentJapanesehealthinsurancesystem.

(9)53･2%statedtheywerenotingoodhealth.

(10)68･1%feltJapanmorestressfulthantheircountries.

(ll)87･2% Were paying attention to exercise and food intake and/orvitamin pill
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supplementationintheirdailylivestopromotehealth.

(12) AftercomingtoJapan,two (4.3%)increasedtheirsmokingandtwentytwo (46.8%)

increasedtheiralcoholintake.Themaincauseofincreasealcoholintakewastheyhadattend

drinkingdinnerparties.

Keywords:AssistantLanguageTeacher(ALT),healthprobrems,Japanese

medicalservices

外国語指導外国人講師,健康問題,日本の医療制度

Ⅰ.緒 言

AssistantLanguageTeacher (以下ALT

と略す)は,外務省,文部省,自治省及び地方

公共団体 (都道府県等)の協力により ｢語学指

導等を行う外国青年招致事業｣(JETプログラム)

の一事業として来日している外国語指導外国人

講師である.JETプログラムは,日本における

外国語教育の充実を図るとともに,青年交流に

よる地域レベルでの国際交流の発展を図ること

を通じて,わが国と諸外国との相互理解を増進

し,もってわが国の国際化の推進に資すること

を目的として1987年に開始された.

ALTの選抜方法は在外公館 (El本大使館また

は日本領事館)で第一次書類審査合格者に対し,

第二次審査で面接を行う.第一次書類審査では,

簡単な健康状況自己報告書を添付し,第二次審

査合格後,医師署名の正式な健康診断書を提出

することになっている.後者の健康診断書には,

一般的な現症及び既往症,胸部X線写真の所見,

血液,尿の病理生化学的検査所見,精神疾患の

有無まで詳細に記載されている.

今回我々は平成6年度に静岡県に在職 した全

ALT107人を対象に,かつてALTの健康に関す

る調査報告がなされていないこと,また,筆者

等が日常の診療を通じて,ALTが日本の医療に

対し,懐疑的になっていることを感じ,ALTの

不満な点を把接 し,改善策を検討する目的で本

調査を行ったので以下に報告する.

Ⅰ.対 象

調査対象は,平成6年度第1学期間に静岡県

に勤務したALTIO7人 (男性50人 〔46.7%〕,女

性57人 〔53.3%〕)で,雇用先内訳は児教育委員

会89人 (83.2%),市町村教育委員会13人 (12.1%),

私立学校 5人 (4.7%)であった.

アンケー トに回答した47人を研究対象とし,

研究対象の年齢範囲は22-30歳で,平均年齢は

25.3±2.1歳で,日本における滞在期間は1-3

午,平均在日期間は1.6年であった.性別は男性

17人 (36.2%),女性30人 (63.8%)であった.

出身国籍は米国23人 (48.9%),英国13人 (27.7%),

カナダ5人 (10.6%)ニュージーランド4人

(8.5%),アイルランド1人 (2.1%),不明1

A (2.1%)であった.

なお,ALTの収入は月額一律30万円で,最長

3年まで継続契約が可能であるが,給与は不変

である.住居は職員住宅か民間アパー ト (大体

広さ2DK)であり,勤務場所および常駐場所
は静岡現下の公立私立の中学校,高校,教育事

務所で,勤務時間は1日7時間である.またALT

の管理責任者は各学校の校長および静岡県教育

委員会である.

Ⅲ.方 法

前記の対象者に対して,日本における健康状

態や受診状況,日本の医療に対する疑問や問題

点を問うアンケートを英語で作成した (図1).

アンケートの回答方法は原則として多肢選択

式 (複数回答可)を用いたが,設問ごとにALT

が自由意見を記述できるよう,自由回答欄をも

設けた.

アンケートの回収方法は,全ALTに平成6年

6月3日にアンケート用紙を郵送し,同年7月
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図 I ALTに対する健康意識調査項目
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1 Gender:(M/F)
2 Age:
3 Nationality:
4 HaveyoueverbeenillaftercomingtoJapan?(Yes/No)
5 0nfirstbecomingillwhodidyouconsultfirst?
aThePrefectureBoardofEducation
bYoursupeⅣisoratyourschool/office cOtherALTs dOther
eNooneIwentstrighttothedoctoronmyown
fNooneandldidnothingaboutit
6 1fatthetimeofconsultationtherewasaproblem,whatwasit?
aTlleStandardofmedicalseⅣice bThelanguage
cAlackofinfomation dAlackofprivacy
eThelackofanappointmentsystem
fThelackofadispensaryseparatefromthemedicalpractice
gOther
7 HaveyouseenadoctorsincecomingtoJapan?(Yes/No)
aHowmanytimes?
bDidanyoneaccompanyyou?Ifso,who?
CWhatkindofsymptomswereyousufferingfrom?
8 HaveyoueverbeenhospitalizedinJapan?
alfso,forhowlong?
9 Ifyouvisitedad()ctorinJapanhowwouldyoudescribetheattitudeofthe
doctor?
aHospitable bUnfriendly cHelpful dUnhelpful eOther
10 Similarlyhowwouldyoudescribetheattitudeofthenurses?
aHospitable らUnfriendly cHelpful dUnhelpful eOther
ll Similarlyhowwouldyoudescribetheattitudeofreceptionist?
aHospitable bUnfriendly cHelpful dUnhelpful eOther
12 Withregardstotreatmentyoureceivedwereyou;
aTerriblydissatisfied bDissatisfied cSatisfied dVerysatisfied
13 Areyousatisfidewithyourhealthinsurancecoverage?(Yes/No)
alfno,whatcausesdissatisfaction?
14 WhatdoyouthinkofthemedicalexpensesinJapan?
aExpensive bReasonable cInexpensive

15 1fyワusufferfrom anymedicalproblemsinJapandoyouthinkanyofthe
followlngmightbethecauses;
aTheclimate bYoureatinghabits cYourhousingconditions
dYourworkingconditions eSomethingelse
16 Areyousufferingfromanyhealthproblemsrightnow?(Yes/No)
17 Atthemomentdoyouconsciouslydoanythingforhealthresons?(Yes/No)
18 DoyoubelieveyousufferfromtTstress"?
aYesverymuch bYesjustalittle cYes,butnomorethaninmyhome
country dNonotatall
19 DoyouthinkanyofthefollowlngCausethestress?
aLanguageproblem bDailycustoms cAlackoffriends dWork
eFood fShopping どDifferentwaysofthinking hBeingtreatedasa
forelgner iOthers
20 SincecomingtoJapan
aHaveyoutakenupsmoking? bHaveyoustoppedsmoking?
cDoyousmokemore? dDoyousmokeless?
eTherehasbeennochange.
21 SincecomingtoJapan
aHaveyoutakenupdrinkingalcohol? bHaveyoustoppeddrinkingalcohol?
cDoyoudrinkmore? dDoyoudrinkless? eTherehasbeennochange.
22 IfyouhaveanyotheropinionsabouttheJapanesemedicalservice,pleaseletus
know.
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30日迄に返送 してもらった.回収数は47通 (回

収率は43.9%)であった.なお,研究対象が少

ないため,性差による分析は行わなかった.

Ⅳ.結 果

①ALTの羅患状態

日本滞在中に病気にかかったことがあるもの

が39人 (83.0%),病気にかかったことがないも

のは8人 (17.0%)であった.

疾患の内訳は,感冒及び上下気遣感染症に含

まれると考えられるもの (インフルエンザ,宿

桃腺炎,肺炎,感冒性胃腸炎を含む)24(51.1%)

で最 も多 く,次いで外傷 7 (14.9%),発疹 5

(10.6%),尿路感染症4 (8.5%),婦人科疾患

4 (8.5%),耳鼻咽喉科疾患2 (4.3%),詳細

不明のアレルギー性疾患2 (4.3%)であった (義

1).約半数以上が上下気遣感染症であった.

②ALTの受診入院状況
罷患者のうち,在日中に受診 したものは34人

(72.3%),受診しなかったものは13人 (27.7%)

で,7割以上のALTが日本の医療を実際体験し

ていた.表 Zに受診者の受診回数を示 した.受

診者34人の受診回数は, 1回から10回で,一人

平均3.1回であった.受診者の68.8%,22人が3

回以内の通院回数であった.

入院歴があるものは3人 (6.4%)で入院疾患

(入院日数)は,鼠践ヘルニア (6日),スポー

ツ外傷 (4日),膝蓋骨骨折 (1日)と全て外科

的疾患であった.

③受診時,入院時の問題点

表 3は受診者が指摘 した問題点である.受診

経験者34人があげた問題点は,｢言葉｣14(41.2%),

｢説明不足｣11人 (32.4%),｢プライバシー欠

如｣6人 (17.7%),｢低医療水準｣5人 (14.7%),

｢予約制なし｣ 2人 (5.9%),｢医薬分業なし｣

1人 (2.9%)であった.もっとも大きな問題は

｢言葉｣であった.

｢プライバシー欠如｣の例としては,日本の

診療室のカーテン1枚,薄いドア1枚という構

造上の問題 も指摘されてはいたが,また医師が

患者に無断で上司に病状を伝えることが,医師

学校保健研究 ノクnISchooIHealth37-,1995

のモラルの低さとして受け取られていた.

また,疾病時の相談相手については,上位か

ら,｢上司｣13人 (38.2%),｢ALT以外の人｣

9人 (26.5%),｢他のALT｣7人 (14.9%),｢直

接病院へ｣3人 (8.8%),｢教育委員会職員｣1

A (2.9%),｢相談相手なし｣4人 (ll.8%)で

あった.

④医療スタッフの印象

表 I ALTの躍った疾病とその率

疾 患 名 例 数 %

上下気遣感塊症 24 51.1

外傷 7 14.9

発疹 5 10.6

尿路感染症 4 8.5

婦人科疾患 4 8.5

耳鼻咽喉科疾患 2 4.3

表2 ALTの受診回数

LL.) a 人 数 累積人数 累 積 %

1 9 9 28.1

2 7 16 50.0

3 6 22 68.6

4 3 25 78.1

5 3 28 87.5

表3 受診時の問題点

問題点 人 数 %

言葉 14 41.2

▲説明不足 ll 32.4

プライバシー欠如 6 17.7

低医療水準 5 14.7

予約制なし 2 5.9

医薬分業なし 1 2.9
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受診者34人について受診時の医療関係者の印

象を表4にまとめて示した.

a)医師について

機糊 ｣18人 (52.9%),｢不親切｣0人 (0%),

｢頼りになる｣22人 (64.7%),｢頼 りにならな

い｣ 0人 (0%),｢その他｣ 5人 (14.7%)で

あった.｢その他｣の内訳は,｢英語力不足｣,｢説

明不足｣,｢セクシャル-ラスメント｣であった.

b)看護婦について

｢親切｣21人 (61.8%),｢不親切｣0人 (0%),

｢頼 りになる｣21人 (61.8%),｢頼 りにならな

い｣1人 (2.9%),｢その他｣3人 (8.8%)であ

った.｢その他｣の内訳は,｢処置の荒さ｣,｢日

本語ができないことに対する告め｣,｢婦人科内

診で不必要と思われる複数の看護婦の立合い｣

であった.

C)事務員について

｢親切｣15人 (44.1%),｢不親切｣3人 (8.8%),

｢頼りになる｣19人 (55.9%),｢頼りにならな

い｣1人 (2.9%),｢その他｣ 3人 (8.8%)であ

った.｢その他｣の内訳は,｢事務的｣,｢言葉の

問題による意志疎通困難｣,｢外人に対して過敏

な対応｣であった.

以上のことから､ALTは医療従事者全般に関

しては言葉の問題と同時に,｢その他｣の内訳か

ら,対応の仕方に悪い印象を持ったようである.

⑤治療に対する満足度

受診者の医療に対する満足度は,｢大変満足し

た｣4人 (ll.8%),｢満足｣23人 (67.6%),｢不

満足｣7人 (20.6%)であった.約 8割のもの

が ｢治療｣に満足していた.｢不満｣の理由は,

｢医師の知識不足｣,｢過剰投薬｣,｢説明不足｣,

｢レントゲン被曝予防の不備｣であった.

⑥日本の医療費について

ALTは各派遣された学校の教職員と同様の健

康保険制度を受けている.

日本の勝 り度については r満足｣40人 (85.1%),

｢不言綻 ｣5人 (10.6%),｢無回答｣2人 (4.3%)

であった.

日本の医療費については,｢高い｣15人 (31.9%),

｢適当｣14人 (29.8%),｢安い｣12人 (25.5%),
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｢無回答｣ 6人 (12.8%)であった.表5に日

本の医療費に関する印象を国籍別に表示した.

国家医療制度が比較的整備されている英国国籍

のものは ｢高い｣と感じている一方,米国国籍

のものは ｢安い｣と感 じているようであった.

⑦ALTの現在の体調

現在体調の不調を訴えてるいるALTは25人

表4 医療スタッフに対する印象

印 象 医 師 看 讃 婦 事 務 員

親切 18 21 15
52.9 61.8 44.1

不親切 0 0 3
0.0 0.0 8.8

頼りになる 22 21 19
64.7 61.8 55.9

頼りにならない 0 1 1
0.0 2.9 2.9

その他 5 3 3
14.7 8.8 8.8

(上段の数値は人数,下段の数値は%)

表5 国籍別日本の医療費の印象

国 籍 同 い 適 当 安い

米国 5 6 10
33.3 42.9 83.3

英国 5 5 1
33.3 35.7 8.3

ニュージーランド 2 2 0
13.3 14.2 0.0

カナダ 2 1 0
13.3 7.i 0.0

アイルランド 1 0 0
6.7 0.0 0.0

不明 0 0 1
0.0 0.0 8.3

(計) 15 14 12

(上段の数値は人数,下段の数値は%)
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(53.2%)であった.その原因としては,｢気候｣,

｢食生活｣がそれぞれ13人 (52.0%),｢ストレ

ス｣9人 (36.0%),｢労働条件｣が8人 (32.0%),

｢住居環境｣7人 (28.0%)があげられていた.

半数以上がその原因を ｢気候｣及び ｢食生活｣

としていた.

⑨自主的な健康維持行動

39人 (83.0%)が,自主的に何らかの健康維

持行動を実施 しており,その実施内容は,上位

から ｢運動｣34人 (87.2%),｢食生活｣16人

(55.2%),｢ビタミン剤の服用｣13人 (33.3%)

であった.

(勤ALTのス トレスと喫煙飲酒習慣

a)ストレスの自覚

ストレスを自覚している程度は,｢大変ストレ

スを感じる｣7人 (14.9%),｢少しストレスを

感じる｣25人 (53.2%),｢母国にいるのと同程

度｣14人 (29.8%),｢全くなし｣2人 (4.3%)

であった.即ち,32人 (68.1%)が自国にいる

ときよりもストレスを感じていた.

表 6にストレスの内容を示した.ストレスの

原因としては,上位より ｢言葉の問題｣,｢外人

として扱われること｣それぞれ35人 (74.5%),

｢仕事｣26人 (55.3%),｢考え方の違い｣23人

(48.9%),｢日常習慣の違い｣14人 (29.8%),

｢友人がいない｣12人 (25.5%),｢食生活の違

い｣9人 (19.1%),｢買い物｣5人 (10.6%),

｢その他｣8人 (17.0%)であった.その他の

内訳は,｢親しい人と離れて暮らしている｣,｢ホ

ームシック｣であった.

b)ALTの喫煙習慣

来日後,喫煙習慣ができたものが2人 (4.3%)

おり,来日前から喫煙習慣があったものは2人

(4.3%)で,内1人は来日後禁煙しており,他

の1人も喫煙量が減少した.他の43人 (91.5%)

は喫煙習慣がなかった.

C)ALTの飲酒習慣

来日後飲酒するようになったもの,来日後禁

酒したものが各々1人 (2.1%)であった.

来日後の飲酒量の変化は,｢増加した｣22人

(46.8%),｢変化なし｣17人 (36.2%),｢減少
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した｣5人 (10.6%),｢無回答｣3人 (6.4%)

であった.

約半数のALTが,来日後飲酒量が増加してい

ることは注目に値する.飲酒量が増加した理由

を表7に示す.上位より ｢宴会,付き合い,日

本の習慣｣16人 (72.7%),｢ストレス解消｣2

人 (9.1%),｢ほかに何もすることがない｣1人

(4.6%),｢無回答｣3人 (13.6%)であった.

自由記載欄の中に ｢宴会で酒,タバコを強制さ

れる｣,｢日本の社会では,宴会以外に親 しくな

る方法がない｣,｢ストレス発散の手段が飲酒だ

け｣という意見があった.

⑲日本の医療全般に関する自由記載

自由記載の興味ある意見を表8にまとめた.

甘.考 察

l.アンケー ト回収率について

本調査の回収率は,49.3%と低率であったが,

表6 ストレスの原因

原 因 人 数 %

言葉の問題 35 74.5

外人として扱われること 35 74.5

仕事 26 55.3

考え方 23 48.9

日常習慣 14 29.8

友人がいない 12 25.5

食生活 9 19.1

買い物 5 10.6

その他 8 17.0

表7 来日後飲酒量の増加した理由

理 由 人 数 %

宴会.つきあい.日本の習慣 16 72.7

ストレス解消 2 9.1

他にすることが何もない 1 4.6

(%は飲酒量の増加した22人中の割合)
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その理由は,アンケー ト実施期が6月であり,

ALTの帰国時期と重なったことが主因と考えら

れる.また彼らにとって,健康問題が興味ある

テーマでなかったとも考えられる.あるいは,

アンケー トそのものが魅力あるものではなかっ

たとも考えられる.再度このような調査を行う

際には,回収率の高いアンケー トの内容 ･形式

･方法について改善する必要がある.

2.碍患,受診,入院状況について

何らかの疾患にかかったことのあるALTの割

合は59.6%であった.また,現在体調の不調を

訴えているALTは53.2%であった.日本の同年

代の有訴率1)男196.8,女253.8(人口千対)と比

較すると,ALTの有訴率は高かった.

本調査では,交通事故による受診者が皆無で

あった.これは,静岡児のALTは各所属長 (各

校長)の許可がなければ,自動車の運転が許可

されないことが要因の一つとなっているのであ

ろう.

3.受診時,入院時の問題点について

(1)言葉の問題について

ALTにとって,医師,看護婦,事務員の対応

は言葉による意思疎通がうまくなされないこと

に問題があった (表3).ALTも日本にいる限

り日本語を学ぶべきであるが,国際化が進んで
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いる現在では,医療従事者や医療施設は少なく

とも国際語である英語で対応できると理想的で

あろう.医療現場におけるコミュニケーション

の不足は,文化の相違と相まって誤解を招 く可

能性がある.

外国人の医療サービスとして,東京都外国人

医療相談所がある.外国人向け医療サービスの

ガイドブックは数多く発行されており,例えば

東京都衛生局編 ｢医療応急-ンドブック｣2)には,

英語の話せるスタッフのいる都内の病院名,電

話番号,専門科名,地図が記載されている.ま

た,医療サービスガイ ドとして ｢Accesible

MedicalServiceforForeignResidentsof

Tokyo｣3)もある.

広島児では広島県と広島県地域保健対策協議

会保健医療情報委員会との共同で,外国人に広

島県Tの医療機関の案内書の英語版 ｢AForeign

ResidentsGuidetoDoctorsandDentistsin

HiroshimaPrefecture｣を作成し配布したチ)こ

の案内書には外国語に堪能な医師や歯科医師が

記載されている.その他,日本の医務福祉を6

か国語で表した小林のガイドブック5)も出版され

ている.

前述の広島県の調査4'によると ｢A Foreign

ResidentsGuidetoDoctorsandDentistsin

表8 日本の医療に対する不満 ･疑問

年 齢 性 別 具体的内容(本文を筆者が日本語に訳したもの)

24 女 医師や看護婦は処置はするが,質問に答えることには慣れていない.

23 女 日本国技 .相撲の曙がロサンゼルスに行って膝の手術を受けるのは日
本のスポーツ医学が遅れているためではないか.

26 男 海外渡航時にどこで予防接種を受けるのかわからない.

25 女 米国の医師は納得するまで質問に答えてくれるので信頼ができるが,日
本の医師は説明無しで,過剰投薬 .過剰治療をする.

27 男 説明なしに治療されるので,大変にストレスが溜まる.

26 男 日本の医師は質問しにくく,雲の上の存在のようだ.

26 女 養護教諭が外国人語学指導講師にもつと医療サービスをするとよい.

26 男 米国では医療上の秘密が守られることが重要視され,職場に病状が知ら
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HiroshimaPrefecture｣を持っている外国人は

48.4%であった.これら出版物が医療機関や行

政窓口に常備され,医療情報が積極的に提供さ

れることが望ましい.

(2) 治療に対する不満について

日本における医療及び保険制度にALT受診者

の79.4%,85.1%がそれぞれ満足と答えている.

健康保険組合連合会が1994年7月に全国の20

歳以上の男女2,000人を対象に行った調査6)では

30.9%の人が診療への不満,疑問を持っていた.

内訳の トップは,｢病状や治療法について充分説

明してもらえなかった｣44.1%, 2位は ｢長時

間待たされた｣40.5%,3位は ｢医師や看護婦

の態度が不親切｣21.6%,4位は ｢薬が多くて

飲み切れなかった｣16.7%の順であった.｢過剰

医療｣,｢過剰投薬｣は出来高払いによる保険制

度に慣らされた日本医療の欠陥でもあろう.本

調査のALTの不満内容と非常に類似していた.

ALTからは ｢プライバシー欠如｣,｢セクシャ

ル-ラスメント｣,｢医師の低医学水準｣が他に

挙げられていた.そあ原因として,日本の保険

医療制度や医学教育の欠陥や文化的相違が考え

られる.

現行の保険制度下では,容易に医師を受診で

き,国民健康調査1)によれば人口千人当たり一日

の受診率は252.4と著しく高い.このことが診療

現場における ｢説明不足｣,｢長い待ち時間｣を

引き起こす原因ともなっている.日本中平均 し

てどこでもよい医療をという目的で国民皆保険

制度が施行され,現在一応その目的は達成され

たかに見える.今後は,医療を受ける立場から

の ｢快適さ｣を主眼に置いた医療改革が成され

るべきである.

わが国の医療現場では,これまでインフォー

ムド･コンセントと個人のプライバシーの保護

がおろそかにされてきており,今後特に充実さ

れるべき点であると思われる.例えば上司から

の問いあわせに対し,軽い疾恩であるからと受

診者に了解なく病状が暴露されることがALTに

とってプライバシーの侵害と受け取られた事例

(表8)があった.
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4.精神的ストレス,飲酒習慣について

自国にいるときより,ストレスが増加したも

のの割合が68.1%と高率であった (表6).その

原因となるワースト3が上位から ｢言葉｣,｢外

人扱い｣,｢仕事｣(表6)であり,最小限の日本

語を学習させることや,日本の文化や習慣,罪

細な仕事内容の情報を来日前から多く提供して

おけば,ある程度ストレス軽減に役立つかもし

れない.

Ⅵ.結 論

静岡股下在職のALT47人に対し,健康問題や

日本の医療問題についてアンケー ト調査を行っ

た結果以下の結論を得た.

1.在日中 (平均滞在期間1.6年)に病気にかか

ったものは39人 (83.0%)であった.

2.上下気道感染症がもっとも多く24人 (51.1%)

であった.

3.受診者数は34人 (72.3%)であった.その

うち入院したものは3人 (6.4%)で入院疾患は

すべて外科的疾患であった.

4.受診時の問題点としては ｢言葉の問題｣41.2%,

｢説明不足｣32.4%,｢プライバシー欠如｣17.7%,

｢低医療水準｣14.7%,｢予約制なし｣5.9%,｢医

薬分業なし｣2.9%があった.

5.病気になったときの相談相手は多い方から

｢上司｣,｢ALT以外の人｣,｢他のALT｣,｢教

育委員会職員｣であった.

6.治療についての不満率は,21.3%で,その

内容は ｢医師の知識不足｣,｢過剰治療｣,｢過剰

投薬｣,｢説明不足｣等で日本人に行った同様の

調査とほぼ同じであった.

7.医師,看護婦,事務員の態度については ｢親

切｣がそれぞれ52.9%,61.8%,44.1%,｢頼り

になる｣がそれぞれ64.7%,61.8%,55.9%で,

低率であった.

8.保険制度については85.1%が満足していた.

9.ALTの53.2%が体調の不調を訴えていた.

10.68.1%が母国にいたときよりもストレスを

自覚 していた.

ll.健康の保持増進目的で運動 ･食事等に留意
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しているものは87.2%であった.

12.来日後,喫煙量が増加したものは2人 (4.3%)

のみであったが,飲酒量が増加したものは22人

(46.8%)であった.飲酒増加の原因は ｢宴会｣

が多かった.

今回の調査では,アンケートの回収率が49.3%

と低率であったため,これらの結果が全てのALT

を代表 しているとはいえない.以後,同様の調

査を行う際には,アンケー トの方法 ･内容 ･形

式を再考する必要がある.

また,今回の調査では対照群を設置しなかっ

たことが調査方法として不十分であった.在日

外国人労働者の中でのALTの健康問題を明確に

するのであれば,ALT以外の外国人労働者を,

あるいは全教職員の中でのALTの健康問題を明

確にするのであれば日本人教職員を対照として

選定 ･比較する必要があった.またあるいは海

外在留日本人教師とALTを比較する等,ALT

の健康問題をより明らかにする方法を考慮する

べきであった.

なお,本調査の結果は以後,静岡県教育委員

会が開催するALTのための研修会にて,日本の

医療事情 ･習慣の違いを説明するのに用いられ

る.今回の調査では,72.3%のALTが受診して

いたが,この結果からALTの健康審査の基準を

より厳密にするのではなく,来日したALTに対

して教育委員会が充分な医療に関する情報を与

えること,またその門戸となることが必要であ
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ると考えられる.

本調査に際し,ご指導,ご尽力くださった静岡県

教育委員会高校教育課事務局参事兼課長,杉田慧先

生に深謝いたします.
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会 報 第42回日本学校保健学会のご案内 (第4報)
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l.会 期 平成7年11月25日仕),11月26日(日)

2.会 場 千葉大学

〒263千葉県千葉市稲毛区弥生町1-33

交通-JR総武線 西千葉駅下車 北口前 (西千葉駅には,快速,特急は止まりません)

徒歩約10分

京成千葉線 みどり台駅下車 改札を出て左 徒歩約8分

3.日 寺呈

10:10 12:3014:00 15:40 17:10 20:50
12:1013:00 15:10 15:50 18:30

ll 餐 学舎長講演 シンポジウムⅠ.ⅠⅠ 畳 紘 特別講演Ⅰ 毅郎削寅Ⅰl 懇
一 般 口 演

月25日 付 ビデオセッション般 口 演セッションⅠ.ⅠⅠ 価み ′LJLJ. 巾ポスターセッション1ⅠⅠ.Ⅳ 親合ポスター 年次学会要望課題 I.Ⅰ1

10.00 12:50 14:50
9:00 12:00 14:00 16:40

ll月26日 受付 教育講演ⅠトllⅠ シンポジウムll卜Ⅳ …畳休み 特別講演ⅠⅠ教育講演Ⅳ l 自主シンポジウムI.ⅠI.ⅠiI.Ⅳ.V.VI
一般 口演ボスタ-セッションⅤ.Ⅵ 年次学会要望課題1ⅠⅠ.Ⅳ

4.行 事

(1)学会本部行事

①理事会 11月24日㈲ 13:00-15:00 千葉大学けやき会館会議室3

②評議員会 11月24日綾) 15:30-17:00 千葉大学けやき会館大ホール

③総合 11月25日比) 13:00-13:50 千葉大学けやき会館大ホール

④編集委員会 11月26日(日) 17:30-19:30 JR束京駅大丸百貨店11階ルビーホール

⑤学会活動委員会 11月25日uj 12:10-13:00 千葉大学けやき会館会議室1

(2)年次学会行事

①全体懇親会 11月25日仕) 18:30-20:50 千葉大学けやき会館レス トラン

②展示 11月25日出 9:00-17:00 千葉大学教育学部1号館大会議室

11月26日(日) 9:00-17:00 千葉大学教育学部1号館大会議室

5.関連行事

(1)教員養成系大学保健協議会 11月24日蝕 9:00-17:00 千葉大学けやき会館会議室2

(2)日本教育大学協会全EEl養護部門 11月24日徐う 9:00-理事会 千葉大学けやき全館会議室3

10:00-総 合 千葉大学けやき会館大ホール

(3)全国養護教諭教育研究会第3回研究大会

11月27日胴) 9:30-16:00 千葉大学大学院自然科学研究科大会議室
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6.学会参加費及び懇親会費

参加驚 く講演集 1冊を含む)7,000円,講演集は当日受付で手渡します.

但し,学生当日会員3,000円,講演集のみ別売り3,000円

9%%% 8,000円

当日受付も可能ですので,皆様お誘い合わせの上,多数ご参加下さい.

尚,送金は郵便振替で次の口座にお振 り込み下さい.

振替口座番号 00100-2-122757

加入者名 第42回日本学校保健学会

7.学会発表について

○一般演題のうち,｢口演｣による発表時間は,講演7分,言寸論3分の計10分です.時間を厳守して下さい.

発表は講演集に添って行い,スライド,OHP等は使用できません.配布資料がある場合は,あらかじ

め各会場の係員に提出して下さい.

O-般演題のうち ｢ポスターセッション｣及び ｢ビデオセッション｣による発表要領については,それぞ

れの座長及び発表者に既に通知済みです.

oシンポジウム ･年次学会要望課題の発表時間や質疑応答の方法については,それぞれの座長または司会

者に一任 してありますので,指示に従って下さい.

8.連絡 ･問い合わせ先 (年次学会事務局)

〒263 千葉県千葉市稲毛区弥生町1-33

千葉大学教育学部

第42回日本学校保健学会事務局 (担当 :阿部明浩)

TEL,FAX043-290-2623
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会場周辺案内図
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第42回日本学校保健学会

プ ロ グ ラ ム

第1日(午前) A会場

㊥シンポジウムⅠ (10:10-12:10)

養護教諭の専門性の確立とその発揮-いくつかの断面から概観すると-

laA

laA

laA

laA

1 相談活動

2 救急処置

3 保健指導

4 養成教育

㊥学会長講演 (9:10-10:00)

エイズ教育とライフスキル

座長 大谷 尚子(茨城大学)

大橋 良枝(都立目黒高等学校)

○鈴木美智子(九州女子短期大学)

○大塚睦子(前堺養護学校)

○節原香智美(福岡教育大学附属小学校)

○曾根睦子(筑波大学附属駒場中 ･高等学校)

第1日(午前) B会場

武田 敏(千葉大学)

座長 詫間 晋平(国立特殊教育総合研究所)

㊥シンポジウムⅡ (10:10-12:10)
保健授業改造の方針を探る一典型授業の比較検討を通 して-

laBOl 授業富方式の推進者として

1aBO2 ドラマとしての授業づ くりの推進者として

laBO3 KYBの主唱者として

第 1日(午前) C会場

㊥一般口演

健康意識 ･健康行動 (10:10-10:50)

座長 森 昭三(筑波大学)

高橋 浩之(山形大学)

○和暦正勝(宇都宮大学)

○近藤兵藤(岐阜大学)

○川畑徹朗(神戸大学)

座長 上延富久治(大阪教育大学)
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1aCOl 児童 ･生徒の生活実態をめぐって(第1報)

-15年前との比較一 〇後和美朝(大阪国際女子大学),鹿島朋子(西富市上 ヶ僚南小学校)

前田千鶴(西宮市瓦木小学校),吉村智子(西宮市生瀬小学校)

藤原美津子(西宮市鳩尾中学校),坂本民意(西宮市鳩尾東幼稚園)

今出悦子(酉富市教育委員会),森岡郁暗 ･宮下和久 ･武田英太郎(和歌山股立医科大学)

laCO2 児童 ･生徒の生活実態をめぐって(第2報)

-愁訴と生活実態との関連一 〇吉村智子(酉富市生瀬小学校),後和美朝(大阪国際女子大学)

鹿島朋子(西宮市上 ヶ原南小学校),前田千鶴(西宮市瓦木小学校)

藤原美津子(西宮市鳩尾中学校),坂本民意(西宮市鳴尾束幼稚園)

今出悦子(西宮市教育委員会),森岡郁晴 ･宮下和久 ･武田英太郎(和歌山県立医科大学)

laCO3 児童期における生活習慣形成要因の分析

○江藤真紀(中京女子大学大学院),藤井英美 ･森 悟(中京女子大学),家田義時(中京大学)

1aCO4 学童期小児の健康についての知識とライフスタイルに関する疫学的研究(1)

-小学校高学年一 〇永井純子 ･川島 隆 ･黒田種樹 ･赤星隆弘 ･北山敏和 ･波速正樹 ･

勝野異吾(兵庫教育大学),松浦高麿(五色健康福祉総合センター)

(10:50-ll:30) 座長 菊田 文夫(聖路加看護大学)

1aCO5 母親の回答にみる小学 1･2年生の子供と母親の関連について

-健康生活の一部項目の分析一

〇鶴原香代子(愛知淑徳短期大学),池上久子(名古屋聖霊短期大学)

田中陽子(成城大学短期大学部),青山昌二(三重大学)

laCO6 児童 ･生徒の成人病に関する認識 ○佐藤幸代(弘前大学大学院),佐藤雄一(弘前大学)

laCO7 小学校高学年児童の睡眠時間と日常生活との関連性

○大西文子(藤田保健衛生大学),山崎和枝代(刈谷市立東刈谷小学校)

梅村靖子(刈谷市立住吉小学校),佐藤和子 ･天野敦子(愛知教育大学)

1aCO8 小学校高学年児童の蓄積時疲労徴候と食習慣 との関連性

○梅村靖子(刈谷市立住吉小学校),山崎和桂代(刈谷市立東刈谷小学校)
森 千鶴(名古屋市立酉前田小学校),大西文子(藤田保健衛生大学)

佐藤利子 ･天野敦子(愛知教育大学)

(ll:30-12:10) 座長 門田新一郎(岡山大学)

laCO9 通塾が中学生の生活行動や健康に与える影響に関する調餐

○新井猛浩(中京大学),佐藤和子(愛知教育大学),家田童購(中京大学)

laCIO 中 ･高校生のライフスタイルと健康状態

○関 房子(茨城県岩井南中学校),佐藤郁子(青森十和田裁判所),西沢義子(弘前大学)

laCll 高校生における訴え症状の日内変動と睡眠時間

○中永征太郎(ノー トルダム清心女子大学),前橋 明(倉敷市立短期大学)

1aC12 自由連想語法による "いじめ"の意識に関する調査研究 ○小浜 明(東北工業大学)

第 1日(午前) D会場

⑳一般口演

性教育 ･エイズ教育 (10:10-10:50)

座長 伊藤 助雄(福岡県予防医学協会)



第42回日本学校保健学会プログラム 345

1aDOl 一般男女大学生に行ったエイズチェックテストの成績と,そのテスト効果にについて
○土井 豊(東北生活文化大学),中修多美子(東北学院大学),川上吉昭(東北福祉大学)

laDO2 わが国における大学生の性 ･エイズに関する調査研究(第3報)
-性行動欲求と性意識 ･性行動との関連一

〇木村龍雄(高知大学),皆川輿栄(新潟大学)

laDO3 わが国における大学生の性 ･エイズに関する調査研究(第4報)
-エイズ態度と性行動との関連一 〇皆川輿栄(新潟大学),木村龍雄(高知大学)

laDO4 大学新入生のAIDS予防に関する知識の入学後の変化について ○兵頭圭介(大東文化大学)

(10:50-ll:30) 座長 木村 龍雄(高知大学)

1aDO5 エイズ知識の学年別比較と効果的指導内容に関する研究(1)
一中 ･高 ･大学生のエイズ知識の比較-

○根本節子(練馬区立田柄中学校),中島玲子(愛知教育大学)

徳山美智子(大阪府立桜壕高等学校),森 悟(中京女子大学),斉藤琴能(横浜国立大学)

藤井英美(中京女子大学),藤江善一郎(常磐大学)

1aDO6 高校生のエイズ予防行動に関わるスキル

-AkitaAIDSeducationforAdolescentSuⅣey(AAAS)帆
○野津有司(秋田大学),渡部 基(秋田工業高等専門学校),岩井浩一(茨城県立医療大学)

laDO7 エイズに関する意識 ･知識と性行動に関する調査
○高橋弘彦 ･内野秀哲(仙台大学),渡辺栄子(仙台南高等学校),佐藤 理(福島大学)

1aDO8 ｢性｣に関する知識についての高校生の理解度

○小林 藻(東京大学),衛藤 隆(東京大学)

田中哲郎(東京医科大学),原田幸男(都立市ヶ谷高等学校)

(ll:30-12:10) 座長 向井 康雄(愛媛大学)

laDO9 高校教員におけるエイズ教育に関する調査

-AkitaAIDSeducationforAdolescentSurvey(AAAS)の結果より一
〇渡部 基(秋田工業高等専門学校),野津有司(秋田大学),岩井浩一(茨城県立医療大学)

1aDIO 都区内小中教員のエイズに対する意識について ○薩田清明(東京家政学院大学)

1aDll 諸外国におけるエイズ教帝 ･性教育に関する調査 ･研究(第1報)
-米国におけるエイズ教育の内容-

○野津有司(秋田大学),和暦正勝(宇都宮大学),平山宗弘(恩賜財団母子愛育合)

吉田登一郎(日本体育大学),武田 敏(千葉大学),皆川輿栄(新潟大学)

高橋浩之(山形大学),上田誠治(金沢大学),石川哲也(文部省)

laD12 諸外国におけるエイズ教育 ･性教育に関する調査 ･研究(第2報)
-イギリス ･HEAの取 り組み一

〇皆川輿栄(新潟大学),和唐正勝(宇都宮大学),植田誠治(金沢大学)

武田 敏(千葉大学),高橋浩之(山形大学),野津有司(秋田大学)

吉田登一郎(日本体育大学),平山宗弘(恩賜財団母子愛育合),石川哲也(文部省)

第1日(午前) E会場

⑳一般口演

精神保健 (10:10-10:50) 座長 吉川 武彦(国立精神 ･神経センター)
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1aEOl 教師行動の自己評価と生徒からの評価の比較分析(1)
…学校嫌いの予防 ･立ち直りのための質問紙の項目分析一

〇赤倉貴子(芦屋大学),木場深志(金沢学院大学),浦田 嚢(石川県立食沢向陽高等学校)

laEO2 教師行動の自己評価と生徒からの評価の比較分析(2)
一分析結果の検討と教師へのフィードバック一

〇木場深志(金沢学院大学),赤倉貴子(芦屋大学),浦田 肇(石川県立金沢向陽高等学校)

laEO3 思春期の心身の不適応徴候のスクリーニング法の検討
-数量化ⅠⅠ類による解析(1)- ○天輝優子 ･識名節子 ･大山佐知子 ･平山清武(琉球大学)

森 忠繁(岡山環境保健センター),折原茂樹(国士舘大学)

laEO4 思春期の心身の不適応徴候のスクリーニング法の検討

一数量化Ⅰ王類による解析(2ト ○識名節子 ･大山佐知子 ･天輝優子 ･平山清武(琉球大学)

森 忠繁(岡山環境保健センター),折原茂樹(国士舘大学)

(10:50-ll:30) 座長 斉藤 和雄(北海道大学)

1aEO5 教師版IrrationalBeliefTest(TIBT)開発に関する研究 ○土井一博(筑波大学)

laEO6 中学生の抑うつとライフ ･イベントとの関連について(1)

THト押Pうつ尺度と各種ライフ ･イベントとの関連
○笹樺言明 ･竹内-夫 ･宮崎博子 ･鈴木庄亮(群馬大学),土井由利子(テキサス大学)

laEO7 中学生の抑うつとライフ ･イベントとの関連について(2)
OSD尺度基準と各種ライフ ･イベントとの関連

○竹内一夫 ･笹津吉明 ･宮崎博子 ･鈴木庄亮(群馬大学),土井由利子(テキサス大学)

laEO8 心因性内科的症状を訴える生徒の実態

○中村和彦(山梨大学),森 昭三(筑波大学),山田七重(山梨大学大学院)

(ll:30-12:10) 座長 青山 英康(岡山大学)

laEO9 CDlによる児童 ･生徒の抑うつ状態に関する研究(第4報)
一東海4股下(小学校11校 ･中学校11校)のCDlによる-イリスク者1年間の事後指導の成果につ

いて- O伊藤春夫(名古屋市学校医会常任理事)

laEIO 女子高校生における精神健康調査
○下山千景 ･大野 裕 ･左保由美子 ･河辺博史 ･斎藤郁夫 ･永野志朗(慶歴義塾大学)

1aEll 不登校生徒対応のための学校内教育相談室兼適応準備教室の在 り方(その2)
一登校入室援助についての意識… ○染川清美(八尾市立八尾中学校)

laE12 中学生の精神保健に関する研究
○不破功二郎 ･扇原 淳 ･田口 圭 ･孟 窓英(筑波大学大学院),森 昭三(筑波大学)

第1日(午前) F会場

⑳ビデオセッション

(10:10-ll:10)

コーディネーター 柴若 光昭(東京大学)

座長 斉藤 美麿(山口女子大学)

laFOl パソコン用保健室利用者カルテの活用(第i報)
-保健室利用状況の分析と教育への活用と評価一

〇大西雅美(大阪府立高槻南高等学校),辻 立代(大阪府立鳥飼高等学校)

太田俊児(トステム)
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laFO2 パソコン用保健室利用者カルテの活用(第2報)

一頻回来室者の指導と担任との連携一

〇辻 立代(大阪府立鳥飼高等学校),大西雅美(大阪府立高槻南高等学校)

太田俊児(トステム)

(ll:10-12:10) 座長 横尾 能範(神戸大学)

laFO3 児童とともに行う健康教育 一保健委員全児童とともに一

〇田中千恵子(東京学芸大学附属小金井小学校)

1aFO4 学校安全教育への新 しい接近 -コンピューターソフトの利用を含む-

○詫間晋平(国立特殊教育総合研究所),松岡 弘(大阪教育大学)

第1日(午前) H会場

◆一般口演

国際学校保健 (10:10-10:30) 座長 小林 芳文(横浜国立大学)

laHOl ｢海外情報ニュース｣にみる国際学校保健の動向分析

○詫間晋平(国立特殊教育総合研究所)

laHO2 カナダのエドモンド市における小学生の生活と健康について

○船木美緒(成田赤十字病院),佐藤有紀子 ･中野正孝 ･野尻正美(千葉大学)

(10:30-ll:00) 座長 岡田加奈子(千葉大学)

laHO3 タイ団北部少数民族と東北部の児童生徒の生活時間

○国土将平(鳥取大学),佐川哲也(金沢大学),西嶋尚彦(筑波大学)

笠井直美 ･大洋清二(大妻女子大学)

laHO4 タイ国北部と東北部における児童生徒の栄養摂取状況

○笠井直美(大妻女子大学),国土将平(鳥取大学),佐川哲也(金沢大学)

酉嶋尚彦(筑波大学),大洋清二(大妻女子大学)

1aHO5 東北タイにおける児童生徒の医療行動について

-タイ国ウボン規における健康生活学術調査(第20報)-

○家田重哨(中京大学),大洋清二 ･軽部光男 ･笠井直美(大妻女子大学)

国土将辛(鳥取大学),佐川哲也(金沢大学)

学校安全 ･安全教育 (ll:00-11二30) 座長 吉田登一郎(日本体育大学)

laHO6 大学生におけるSensationSeekingと交通安全行動との関連性 ○波速正樹(兵庫教育大学)

laHO7 学校管理下の傷害発生と学校環境(男女別の結果) ○石樽清司(滋賀大学)

1aHO8 パソコン利用の学校災害事例検索システムの開発 ○横尾能範(神戸大学国際文化学部)

(ll:30-12:00)

1aHO9 哨･息児に関する研究

座長 藤井 真美(中京女子大学)

○中島崇博(千葉大学大学院),阿部明浩(千葉大学)

laHIO 大学生の生活意識に関する研究

○顧鈎 健(千葉大学大学院),阿部明浩(千葉大学),中島崇博(千葉大学大学院)

laHll 学童の錯視の実態とその応用に関する研究(ll) ○阿部明浩(千葉大学)
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第1日(午前) J会場

⑳ポスターセッションⅠ (9:30-10:20)

コーディネーター 桃崎 一政(千葉経済大学)

laJOl 男子大学生の体操に関する実態意識調査

○金子嘉徳(女子栄養大学),春山文子(実践女子大)

laJO2 女子大学生の体操に関する実態意識調査 ○春山文子(実践女子大)

laJO3 invivo赤血球の浸透圧脆弱性および水分含有量に及ぼす遊離脂肪酸の影響

○佐藤正臣 ･小河弘之 ･樋口豊治(大阪教育大学)

laJO4 学童期の低 ･中 ･高学年における食習慣を中心とした検討

一第7回全国健康福祉祭かがわ大金より一

〇村上淳 ･多田賢代 ･岡野温子 ･熊野昭子(香川県明普短期大学)
川田久美 ･合田恵子 ･武田則昭 ･寛成文彦(香川医科大学)

laJO5 女子高校生および短大生への喫煙防止に関する保健教育とその評価

○大嶺智子 ･加藤英世 ･一便優章 ･松田博雄 ･小林 清(杏林大学)

⑳ポスターセッションⅠ (10:50-ll:40)

laJO6 中学生のス トレスに関する調査研究

laJO7 学生の性格傾向が健康生活に及ぼす影響(第4報)

○玉江和義 ･曽根智史(産業医科大学)

○沢田孝二(山梨学院短期大学)

laJO8 高校普通科と看護科生の老人に関する意識調査

〇枚本順子 ･合田恵子 ･川田久美 ･武田則昭 ･安成文彦(香川医科大学)
大須賀桂子(香川県看護専門学校),菅酉玲子(香川県立高桧原高等学校)

三好和子(香川県立飯山高等学校)

1aJO9 災害後の小学生の心身様子と保健室の取 り組み(1)

○前田千鶴(西宮市立瓦木小学校),上野昌江 ･山中久美子(大阪府立看護大学)
亀井哲志(神戸女学院大学),服部祥子(大阪府立看護大学)

1aJIO 災害後の小学生の心身様子と保健室の取 り組み(2)

○上野昌江 ･山中久美子(大阪府立看護大学),前田千鶴(西宮市立瓦木小学校)

亀井哲志(神戸女学院大学),服部祥子(大阪府立看護大学)

第 1日(午前) K会場

⑳一般口演

健康評価 (10:10-10:40) 座長 出井美智子(沓林大学)

laKOl 養護教諭の職務展開に関する研究 一力を注いだ題材別にみる保健指導の実践状況一

〇中川克子(伊勢市立浜郷小学校),天野敦子(愛知教育大学)

1aKO2 健康中学生についての肢常温の研究

-学年別 ･季節による日内変動と, 1日の変動幅について一

〇浮田佳代子(兵庫県姫路市立大白書中学校),正木健雄(日本体育大学)
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laKO3 ｢子どもの体の調査'95｣の結果報告

一保育所 ･幼稚園 ･,ト･中 ･高校における "からだのおかしさ"の実感について一

〇阿部茂明 ･野田 耕 ･正木俊雄(日本体育大学)

(10:40-ll:20) 座長 西嶋 尚彦(筑波大学)

laKO4 体の歪みのチェックリスト項目について

○関口 淳(順天堂大学大学院),大津一義 ･柳田美子(順天堂大学)

前上里直(順天堂大学大学院)

1aKO5 児童生徒の生活と健康(2)自覚症状の有症率における学年推移

○宮崎博子 ･竹内一夫 ･笹揮言覗(群馬大学),佐藤泰-(藤岡保健所)

佐藤昭三 ･鈴木庄亮(群馬大学)

1aKO6 0D児における疲労自覚症状 -中学生の場合一
〇大塚幹太 ･藤岩秀樹(日本体育大学大学院),野井貴書(日本体育大学)

松本富美子(調布市立第六中学校),正木俊雄(日本体育大学)

1aKO7 青少年の血圧調節機能とOD調査結果との関連 一中学生の場合一
〇藤岩秀樹(日本体育大学大学院),野井真吾 ･野田 耕 ･阿部茂明 ･正木俊雄(日本体育大学)

(ll:20-ll:40) 座長 高田 公子(世田谷区立代田小学校)

1aKO8 項目表現形式の違いによる回答パターンの変化 :CES-Dうつ病スケールを例として

○岩田 昇(産業医科大学),竹内一夫 ･鈴木庄亮(群馬大学)

1aKO9 近赤外方式体脂肪計による女子大学生の体組織検査

○杉中真紀子 ･荒島轟一郎 ･岡安多香子(北海道教育大学)

歯科保健 (ll:40-12:10) 座長 近藤いさを(日本大学)

1aKIO 小学校における歯科保健教育と生活習慣の形成に関する研究

○北田豊治(杏林大学),吉田懸一郎(日本体育大学)

laKll 中学校特殊学級生徒の歯科保健指導に関する研究(1)

一口腔衛生状態とブラッシング行垂加こついて-

○田代悦牽(浜松医科大学),波速正樹(兵庫教育大学)
岡田加奈子(千葉大学),高江洲義雄(東京歯科大学)

laK12 高校生の歯ならびとかみ合わせの意識調査結果と歯科検診結果について

○貴志知恵子(鳴門第一高等学校)

第1日(午前) L会場

⑳一般口演

食品保健 ･学校給食 ･栄養 (10:10-10:40) 座長 柳田 美子(順天堂大学)

laLOl ノJ､･中学生の生活習慣 ･食品摂取状況調査 ○南里清一郎 ･米山浩志(慶癒義塾大学)

1aLO2 学校別にみた小学生の食生活

○畑中高子 ･竹田由美子 ･生田清美子(神奈川股立衛生短期大学)

laLO3 学校給食の有無が子どもの食生活に及ぼす影響について

○吉田 稜 ･境みどり･大塚量子(和歌山信愛女子短期大学)

石居宜子 ･森岡郁晴 ･宮下和久 ･武田異太郎(和歌山股立医科大学)
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座長 加藤 博(千葉大学)

1aLO4 学齢期小児の食習慣と健康に関する疫学的研究(1)

一食品群別の栄養摂取量- ○川島 隆 ･黒田種樹 ･永井純子 ･勝野異吾(兵庫教習大学)

稔浦尊麿(五色健康福祉総合センター)

laLO5 子どもにおける間食の人間学的基礎とその育成化への試み(2)

-母親による回顧からの検討一 〇河内信子(岡山大学)

laLO6 家族内感染症を伴った病原性大腸菌0157による腸管出血性大腸炎の小学校における集団発生事例

一学校保健からみた問題点とその対策一 〇柳生善彦(奈良県桜井保健所)

原理 ･歴史 ･方法 (ll:10-ll:50) 座長 山本万喜雄(愛媛大学)

1aLO7 -明治前期保健教育史- ｢明治前期における養生と衛生の概念についての比較検討｣

○田口書久恵(常葉学園富士短期大学)

laLO8 大正期における教育衛生論の検討

一富士川遊の理論を中心に- ○野村良和(筑波大学)

laLO9 健康教育理論誌に関する基礎的研究(8)

○瀧揮利行(茨城大学),和暦正勝(宇都宮大学),森 昭三(筑波大学)

1aLIO 戦後保健科教育における領域構成 ･構成原理に関する一考察

○扇原 淳･田 口 圭 ･不破功二郎 ･孟 憲英(筑波大学大学院)
岩田英樹(茨城鼎立医療大学),森 昭三(筑波大学)

第1日(午前) M会場

疾病予防 ･健康管理 (9:10-9:40) 座長 松浦 鎮治(愛知教育大学)

1aMOl 診療所におけるアレルギー性疾患児に関する研究

一障害(主に発達障害)児のアレルギー疾患について-(第2報)

○長山由利(名古屋市立当知小学校),松浦鉄治 ･佐藤和子(愛知教育大学)

laMO2 成人における小児感染症の抗体保有状況について

-看護系学生の麻疹 ･風疹 ･流行性耳下腺炎抗体保有状況-

○高柳滴喜子 ･法橋尚宏 ･静 正子 ･城川美佳 ･土屋英俊 ･西川浩昭 ･中谷弥栄子 ･

松本研一 ･豊川裕之(東邦大学),村井貞子(東邦大学医療短期大学)

1aMO3 骨組繋症検診受信者の日常生活の実態と骨組賢症に対する意識調査

○津村直子 ･佐藤敏雄 ･奥村晶子(北海道教育大学)

(9:40-10:20) 座長 豊川 裕之(東邦大学)

laMO4 小学生の身長計測グラフから明らかになった健康障害

○斉藤久美(大宮市立桜木小学校),小林正子(東京大学),東郷正美(神戸大学)

laMO5 小児期からの成人病予防健診の現状と栄養摂取状況(第2報)

-KARATSUSTUDY(1994年)- ○林 辰美(中村学園大学)

laMO6 男子高校生における血液糖尿病諸指標の検討

○森 正明 ･和井内英樹 ･吉田 正 ･中里優一 ･河逢博史 ･南里総一郎 ･斉藤郁夫 ･
水野志郎 ･久根本康子 ･田中雅子 ･佐保由美子(慶磨義塾大学)
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laMO7 児童 ･生徒の動脈硬化促進 リスクの低減に関する研究

○宇佐見隆壊 ･木村一元 ･中村公裕(掲協医科大学),佐伯圭一郎(文教大学)

小宮秀明(宇都宮大学),山根別事 ･中村康夫(栃木県保健衛生事業団)

鱒測清子 ･高橋信子 ･伊藤洋子(真岡市役所)

(10:20-ll:00) 座長 姦 和夫(国立療養所下志津病院)

laMO8 視力検査と事後処置について(子どもの視力について その8) ○高橋ひとみ(桃山学院大学)

laMO9 スポーツ活動中の眼障害とその管理の実態について

○藤山由紀子(北里大学),小沢治夫(筑波大学附属駒場中 ･高等学校)

庄司倫子 ･青木 繁 ･向野和雄 ･石田 哲(北里大学)

laMIO 健康教育における自己検尿の試み

○照井 哲(日本大学),森 和夫(国立療養所下志津病院)

土井弘基(国立佐倉病院),鴇田純一(鴇田病院)

laMll 女子高校生における甲状腺腫の有無と甲状腺機能の関係

○久根本康子 ･吉田正 ･佐保由美子 ･河逮博史 ･斎藤郁夫 ･永野志朗(慶聴義塾大学)

第 1日(午後) A会場

⑳特別講演 Ⅰ (14:00-15:00)

ヘルスプロモーションとライフスキル DonnaCross(西オース トラリアカーティン大学)

座長 川畑 徹朗(神戸大学)

㊥教育講演 Ⅰ (15:10-15:50)

人類学からみた子どもの健康問題 -アジアのフィール ドから一

大浮 清二(大嚢女子大学)

座長 加納 克己(筑波大学)

第 1日(午後) B会場

⑳年次学会要望課題 Ⅰ (14:00-15:40)

現代の学校における養護教諭の役割と複数配置 座長 藤田 和也(一橋大学)

山梨八重子(お茶の水女子大学附属中学校)

lpBOl 研究者の立場から,複数配置の現状と課題 ○堀内久美子(愛知教育大学)

lpBO2 校長の立場から,校長から見た養護教諭の複数配置 ○佐藤哲夫(元朝霞西高等学校)

1pBO3 養護教諭の立場から,複数配置を体験して ○,)､豆島悦子(大阪市立長原小学校)

第1日(午後) C会場

㊥一般口演

健康意識 ･健康行動 (15:10-15:50) 座長 鈴木 庄亮(群馬大学)
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1pCOl 質問紙法における女子短大生の健康 ･体力意識について

○井上千枝子(実践女子短期大学),石山恭枝(東京大学)

池上久子(名古屋聖霊短期大学),鶴原香代子(愛知淑徳短期大学)

二村良子(三重県立看護短期大学),青山昌二(三重大学)

1pCO2 質問紙法による女子短大生の睡眠項目間の検討

○池上久子(名古屋聖霊短期大学),鶴原香代子(愛知淑徳短期大学)

田中陽子(成城大学短期大学),二村良子(三重股立看護短期大学)

井上千枝子(実践女子短期大学),石山恭枝(東京大学),青山昌二(三重大学)

1pCO3 質問紙による女子短大生における肥満の一考察

○石山恭枝(東京大学),井上千枝子(実践女子短期大学)

鶴原香代子(愛知淑徳短期大学),二村良子(三重JLEI.;立看護短期大学)

池上久子(名古屋聖霊短期大学),青山昌二(三重大学)

1pCO4 女子短大生における朝型夜型の統計的分析

〇二村良子(三重県立看護短期大学),鶴原香代子(愛知淑徳短期大学)

池上久子(名古屋聖霊短期大学),石山恭枝(東京大学),青山昌二(三重大学)

(15:50-16:30) 座長 荒島真一郎(北海道教育大学)

1pCO5 女子高校生の隠れ肥満者におけるライフスタイル -食事 ･運動 ･減量行動について一

〇梶岡多恵子 ･藤井輝明(名古屋大学大学院),吉田 正(愛知教育大学)

大沢 功 ･佐藤祐造 ･押田芳治(名古屋大学)

lpCO6 高校生の朝食欠食の要因と健康に及ぼす影響

○義手苅初子(琉球大学大学院),平良一彦(琉球大学)

lpCO7 大学生の飲酒に対する意識と行動
○太田ひろみ ･朝野 聡 ･加藤英世 ･北田豊治 ･野原忠博(杏林大学)

1pCO8 大学生の老人性痴呆に関する知識とイメージについて

○藤田大輔 ･南 哲 ･田中洋一(神戸大学)

第1日(午後) D会場

㊥一般口演

性教育 ･エイズ教育 (15:10-15:50) 座長 林 正(滋賀大学)

1pDOl エイズに関する知識と意識の乗雑について

○武田最太郎 ･宮下和久 ･森岡郁晴 ･ゲ-オブンチュ-オラワン･山本博一 ･
影山セツ子(和歌山県立医科大学),松本健治(鳥取大学)

lpDO2 避妊の知識と行動の関連性について ○安岡 京(千葉大学大学院)

1pDO3 女子学生のAIDSに関する意識調査について(第3報)

○今中正美 ･道本千衣子(跡見学園女子大学短期大学部),薩靴音明(東京家政学院大学)

楯 博(掲協医科大学),高橋昌巳(筑波技術短期大学)

1pDO4 大学におけるエイズポリシー策定のための基礎的研究

○堤 公一(佐賀大学大学院),栗原 淳(佐賀大学)

(15:50-16:20)

lpDO5 エイズに関する知識 ･意識とその情報源について

lpDO6 看護学生のAIDSに関する認識

座長 山本 勉(岡山県立短期大学)

○池田紀子(長野県立看護大学)

○淵 勲 ･西牧詐吾(堺市宿院保健所)
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1pDO7 高校生の性に関する誘惑への反応 一場面設定を取 り入れた質問紙調査一

〇斎藤 太 ･桧浦賢長(京都教育大学)

第1日(午後) E套場

⑳一般口演

精神保健 (15:10-15二40) 座長 川上 吉昭(東北福祉大学)

lpEOl いじめ問題への対応と養護教諭 ･保健室の果たす役割(第i報)
一いじめ問題に開通した事例から今後のありかたを探る-

o徳山美智子(大阪府立桜坂高等学校),北村陽英(奈良教育大学)

池川典子(大阪府立藤井寺寒讃学校),菊池美奈子(大阪府立池田高等学校)

岸 絃子(大阪府立牧野高等学校),北垣ひなこ(東大阪市立金岡中学校)

中村昭代(大阪府立今宮高等学校),三原和子(大阪府立守口東高等学校)

lpEO2 いじめ問題への対応と養讃教諭 ･保健室の果たす役割(第2報)

-内科的主訴で来室した生徒へのアンケ- ト結果一

〇中村昭代(大阪府立今宮高等学校),北村陽英(奈良教育大学)

池川典子(大阪府立藤井寺養護学校),菊池美奈子(大阪府立池田高等学校)

岸 綾子(大阪府立牧野高等学校),北垣ひなこ(東大阪市立金岡中学校)

徳山美智子(大阪府立桜塚高等学校),三原和子(大阪府立守口東高等学校)

lpEO3 いじめ問題への対応と養護教諭 ･保健室の果たす役割(第3報)

-学校内外の組織や機関との連携のあり方-

o三原和子(大阪府立守口東高等学校),北村陽英(奈良教育大学)

池川典子(大阪府立藤井寺養護学校),菊池美奈子(大阪府立池田高等学校)

岸 絃子(大阪府立牧野高等学校),北垣ひなこ(東大阪市立金岡中学校)

徳山美智子(大阪府立桜塚高等学校),中村昭代(大阪府立今宮高等学校)

(15:40-16:20) 座長 華表 宏有(産業医科大学)

1pEO4 青年男女の子供時代のたのしみ経験 一学校生活を中心として一

〇小沢遺子 ･上田礼子(東京医科歯科大学),池田紀子(長野鼎立看護大学)

クック範子(明治大学)

lpEO5 大学生のやる気に関わる諸要因

○前上里直(順天堂大学大学院),大津一義 ･柳田美子(順天堂大学)

関口 浮(順天堂大学大学院)

lpEO6 教師志望者の ｢不登校問題｣に関する意識 ○小林央美 ･数見陸生(宮城教育大学)

lpEO7 教師志望学生の ｢いじめ問題｣に関する意識 ○数見隆生 ･小林央美(宮城教育大学)

(16ニ20-16ニ50) 座長 梅垣 弘(愛知教育大学)

lpEO8 地震と高校生の精神保健 ○北口和美(西宮市西宮高等学校)

lpEO9 兵庫県南部地震被災による女子生徒の健康諸問題に関する研究

○賓撃照子(桧蔭女学院),柳井 勉(大阪教育大学)

lpEIO 障害児総合保育の事例研究

｡大内 隆(京都中央看護学校),上田 修 ･外山町子(勧修保育所),藤津邦彦(筑波大学)

藤井輝明(名古屋大学),太田幸雄(千葉県立衛生短期大学)
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第1日(午後) H会場

⑳一般口演

健康相談 ･健康活動 (15:10-15:40)

座長 天野 洋子(東京大学附属申 ･高等学校)

1pHOl ヘルスカウンセリングにおけるネットワークづ くり その1
-養護教諭と学級担任との連携一

〇追切 規(市川市立真間小学校),大津一義(順天堂大学),寺島シズ子(市川市立塩浜中学校)

膝館ひろ子(市川市立二俣小学校),鶴岡和世(市川市立第一中学校)

横木裕美(市川市立富美浜小学校),成島美智恵(市川市立信篤小学校)

lpHOZ ヘルスカウンセリングの効果的な進め方
○塩田瑠美(千葉県総合教育センター),大津一義(順天堂大学)

本多英子(SHC事務局),出原嘉代子(習志野市立実花小学校)

延原章子(成田市教育委員会),斉藤裕子(市原市立辰己台中学校)

lpHO3 不登校生徒に対する学級担任 ･養護教諭相互の役割期待(第2報)

〇枚本幸子(練馬区立光ヶ丘第二中学校),清水花子(練馬区立光が丘第一中学校)

根本節子(練馬区立田柄中学校),森田光子(練馬区立総合教育センター)

中島玲子(愛知教育大学大学院)

(15:40-16:10) 座長 飯田澄美子(聖路加看護大学)

lpHO4 養護教諭の相談活動に関する分析的研究
一保健室来室者への個別的対応の実態(その1) 来室者の内訳と対応の概要一

〇大橋好枝(都立目黒高等学校),大谷尚子(茨城大学)

菊池寿江(千葉市立加曽利中学校),木幡美奈子(都立江北高等学校)

中村泰子(狛江市立第-中学校),平岩美弥子(筑波大学附属桐ヶ丘養護学校)

本多英子(SHC事務局),森田光子(練馬区立教育センタ-)

1pHO5 養護教諭の相談活動に関する分析的研究

一保健室来室者への個別的対応の実態(その2) 継続対応の事例…

○菊池寿江(千葉市立加曽利中学校),大谷尚子(茨城大学)

大橋好枝(都立目黒高等学校),木幡美奈子(都立江北高等学校)

中村泰子(狛江市立第-中学校),平岩美弥子(筑波大学附属桐ヶ丘養護学校)

本多英子(SHC事務局),森田光子(練馬区立教育センター)

lpHO6 養護教諭の相談活動に関する分析的研究

一保健室来室者への個別的対応の実態(その3) 1回で終わりそうな事例-

o中村泰子(狛江市立第一中学校),大谷尚子(茨城大学)

大橋好枝(都立目黒高等学校),菊池寿江(千葉市立加曽利中学校)

木幡美奈子(都立江北高等学校),平岩美弥子(筑波大学附属桐ヶ丘養護学校)

本多英子(SHC事務局),森田光子(練馬区立教育センター)

(16:10-16:40) 座長 鈴木美智子(九州女子短期大学)

lpHO7 養護教諭の行う相談活動の特徴
-子ども全体を見渡しての心のケア-(その1)I

〇植井弘子(川崎市立中原中学校),天野洋子(東京大学附属中 ･高等学校)

糸山外代子(都立基田川高等学校堤校舎),坂田 淳(鳴門大学中学校)

鈴木美智子(九州女子短期大学),平良千鶴子(那覇大道小学校)

平岩美弥子(筑波大学附属桐ヶ丘養護学校),飯田澄美子(聖路加看護大学)

池田あさみ(那覇市実地小学校)
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1pHO8 養護教諭の行う相談活動の特徴

一子ども全体を見渡しての心のケア-(その2)-

o糸山外代子(都立墨田川高等学校堤校舎),天野洋子(東京大学附属中 ･高等学校)

植井弘子(川崎市立中原中学校),坂田 淳(鳴門大学中学校)
平良千鶴子(那覇大道小学校),平岩美弥子(筑波大学附属桐ヶ丘養護学校)

鈴木美智子(九州女子短期大学),池田あさみ(那覇市貴地小学校)

飯田漫美子(聖路加看護大学)

lpHO9 養護教諭の相談活動を規定する要因について ○池本禎子(順正短期大学)

(16二40-17:10) 座長 岡田 晃(金沢大学)

1pHIO 長期不登校(1年以上)事例の追跡調査 ○鶴見智子 ･荒島真一郎(北海道教育大学)

lpHll アトピー性皮膚炎を既往症にもつ女子学生の病識調査 ○熊沢幸子(昭和女子大学)

lpH12 色覚検査の的確な事後措置 ○高柳泰港(本郷眼科),宮尾 克(名古屋大学)

山口昭子(愛知女子短期大学),住田 実(大分大学)

第1日(午後) J会場

⑳ポスターセッションⅢ (15:20-16:10)

1pJOl へき地の子どもたちの健康と生活 一兵摩損宍粟郡S小学校の場合(1)健康と生活一
〇土田 豊(日本体育大学大学院),野田 耕 ･野井真吾(日本体育大学)

長谷川久子(北海道教育大学旭川校),正木俊雄(日本体育大学)

1pJ02 へき地の子どもたちの健康と生活 一兵庫県宍粟郡S小学校の場合(2)土ふまず一
〇野田耕 ･阿部茂明(日本体育大学),杉本記久恵(東京学芸大学大学院)

正木俊雄(日本体育大学)

1pJ03 へき地のチビもたちの健康と生活 一兵庫県宍粟郡S小学校の場合(3)体温一
〇正木健雄(日本体育大学),長谷川久子(北海道教育大学旭川校)

1pJ04 へき他の子どもたちの健康と生活 一兵庫県宍粟郡S小学校の場合(4)視機能一
〇上野純子(日本体育大学女子体育大学),野井其吾 ･野田 耕 ･正木健雄(日本体育大学)

lpJ05 へき地の子どもたちの健康と生活 一兵庫児宍粟郡S小学校の場合(5)運動能一

〇平井貴子(日本体育大学大学院),長谷川久子(北海道教育大学旭川校)

正木健雄(日本体育大学)

1pJ06 へき地の子どもたちの健康と生活 一兵庫児宍粟郡S小学校の場合(6)大脳活動の型-
○杉本記久恵(東京学芸大学大学院),大塩幹太(日本体育大学大学院)

正木俊雄(日本体育大学)

⑳ポスターセッションⅣ (16:40-17:30)

lpJO7 小学生における土ふまずと栂指内向角 ○井狩芳子(和泉短期大学)

1pJO8 幼児期における視機能の発達に関する研究

○太田恵美子(女子栄養大学),上野純子(日本体育大学女子短期大学)

正木俊雄(日本体育大学)

lpJO9 発育期における平衡感覚の発達 一重心動揺計の諸指標より一

〇野井真吾(日本体育大学),鈴木 学 ･平井貴子(日本体育大学大学院)

岡崎勝博 ･小沢治夫(筑波大学附属駒場中 ･高等学校),正木俊雄(日本体育大学)

lpJIO 妊娠前 ･中の運動がマウスの仔の発育 ･発達に及ぼす影響

○余田由香 ･黛 誠(武庫川女子大学),辻田純三 ･堀 清記(兵庫医科大学)
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lpJll 成長期における骨密度と骨折 ･ライフスタイルとの関係について

○小沢治夫 ･岡崎勝博(筑波大学附属駒場中高等学校)

藤山由紀子 ･向野和雄(北里大学医療衛生学部),石川 哲(北里大学医学部)

第1日(午後) K会場

⑳年次学会要望課題Ⅱ (14:00-15:40)
骨少年の喫煙対策

lPKOl 学校における取 り組みと考察

lPKO2 保健行政における取 り組み

lPKO3 音少年保護の立場から見た喫煙問題

座長 皆川 興栄(新潟大学)

○石川哲也(文部省)

○小川 浩(愛知みずほ大学)

○安部哲夫(北陸大学)

⑳一般口演

喫煙 ･飲酒等防止教育 (15:50-16:20) 座長 村松 常司(愛知教育大学)

lpKO4 受動喫煙が生体に及ぼす急性的影響

一喫煙習慣の有無が呼吸 ･循環機能へ与える影響の検討-

o青柳直子(東京大学),東郷正美(神戸大学)

lpKO5 大学生の喫煙行動とその保健意識の動向 ○渡辺紀子(鹿児島大学)

1pKO6 小学校高学年周喫煙防止プログラムの開発研究(4)

一自由記述形式で調べた喫煙に関する知識の介入による変化一

〇西岡伸妃 ･皆川輿栄(新潟大学),川畑徹朗(神戸大学)

中村正和(大阪がん予防検診センター),大島 明(大阪がん予防センター)

望月吉勝(旭川医科大学),小池 晃(新潟市立坂井給小学校)

(16:20-17:00) 座長 種村 玄彦(日本学校薬剤師会)

lpKO7 喫煙防止学習における喫煙の知識 ･態度 ･行動の変容

○北井美奈子(愛知淑徳中学校),村松常司(愛知教育大学),野村和雄(愛知教育大学)

村松園江(束京水産大学),片岡繁雄(北海道教育大学)

lpKO8 アルコール教育の内容と方法改善のための授業研究

○田口 圭(筑波大学大学院),扇原 淳(筑波大学大学院),不破功二郎(筑波大学大学院)

孟 怒英(筑波大学大学院),森 昭三(筑波大学)

1pKO9 薬物乱用防止システムの国際比較研究(7)

-薬物乱用防止システムの国際比較研究 :カナダの薬物乱用予防プログラム一

〇武内克朗(兵庫教育大学),北山敏和(兵庫教育大学),波速正樹(兵庫教育大学)
勝野異吾(兵庫教育大学),高橋浩之(山形大学),石川哲也(文部省)

小沼杏坪(国立下総療養所),和田 清(国立精神保健研究所)

猪股俊二(国際武道大学),国崎 弘(元静岡大学)

1pKIO 家庭裁判所におけるシンナー常習者への取 り扱いについて

○宮地直丸(東京家庭裁判所八王子支部医務室)
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第1日(午後) L会場

⑳一般口演

健康増進 ･体力 (15:10-15:50) 座長 大山 良徳(和歌山大学)

lpLOl 飲料摂取に対して運動量の影響について

○酉岡発散(日本女子体育短期大学),原田節子(和泉短期大学)

矢崎美智子(学習院女子短期大学),桜井幸子(埼玉股立衛生短期大学)

1pLO2 朝の欠食がその後の体温上昇に及ぼす影響 ○高崎裕治(秋田大学)

lpLO3 生涯健康を目指 した高齢者の運動処方 ○大貫義人(山形大学)

1pLO4 短大生の大学での操業時の活動量について 一カロl)-カウンターを利用して一

〇上野奈初美 ･福本絹子 ･上林久雄(大阪成珠女子短期大学)

(15:50-16:40) 座長 正木 健雄(日本体育大学)

lpLO5 体力測定の評価が主観的体力認識におよぼす影響

○木村轟子 ･金子嘉徳 ･太田恵美子(女子栄養大学)

lpLO6 身体活動能力の均衡性と比体表面積との関係

○高柳紀子(兵庫教育大学大学院),三野 耕(兵庫教育大学)

五十嵐裕子(神戸大学付属明石中学校),後和美朝(大阪国際女子大学)

石井宜子 ･森岡郁晴 ･宮下和久 ･武田最太郎(和歌山県立医科大学)

lpLO7 東京都で幼稚園における幼児の運動能力 ･調整力の実態

○長堂泰丈(国際音楽学校),西島尚彦 ･田中喜代次(筑波大学)

lpLO8 学生のライフスタイルと体力 ･運動能力との関係についての分析的研究

○小島広政(京都産業大学),大山良徳(和歌山大学)

lpLO9 体力診断テストの種目別にみたねむけとだるさの日内変動

○桐原由美 ･三原紀子 ･小林倫子(聖セラリア女子短期大学)

中永征太郎(ノー トルダム清心女子大学)

第 1日(午後) M会場

⑳クリニカルセッション(12:30-17:10)

学校医学 ･小児保健 最新情報 -1995年ここに注目,ここが変わった一

座長 平山 宗広く日本総合愛育研究所)

大木師産生(千葉県小児科医会長)

藤森 宗徳(千葉市医師会長)

lpMOl 思春期心身症

lpMO2 アレルギー疾患

lpMO3 予防接種法改正

lpMO4 学校検尿

lpMO5 最近の小児罷思傾向

lpMO6 沿道汚染と学童の健康

○森 崇(前福岡教育大学)

○堀内康生(大阪教育大学)

○堀内 清(千葉血清研究所)

○倉山秀昭(千葉東病院)

○上原す 子ゞ(千葉大学)

○安達元明(千葉大学)



358 学校保健研究 JPnISchooIHealth37;1995

第2日(午前) A会場

㊥教育講演Ⅰ (9:00-9:50)
新学力観に基づく学校健康教育の評価

⑳シンポジウムⅢ (10:00-12:00)

学校5日制とこれからの学校保健 座長

2aAOl 学校五日制の実施に伴う今後の学校保健を考える

2aAO2 地域保健法の施行に伴う今後の学校保健を考える

2aAO3 学校保健に関する実践を通して今後の学校保健を考える

第2日(午前) B会場

⑳教育講演 Ⅲ (9:00-9:40)

大学生の健康管理

座長

⑳シンポジウムⅣ (10:00-12:00)

成人病予防健診と栄養教育のシステムづくり 座長

2aBOl 学校教育における栄養教育システム

ZaBO2 地域保健と栄養システム

2aBO3 健診システムと栄養教育システム

第2日(午前) C会場

◆一般口演

発育 ･発達 (9:00-9:40)

大津 一義(順天堂大学)

座長 市村 国夫(常磐大学)

高石 昌弘(大妻女子大学)

猪股 俊二(国際武道大学)

○野津有司(秋田大学)

○赤穂 保(青梅保健所)

○鎌田尚子(女子栄養大学)

佐藤 祐三(名古屋大学)

富田 勤(北海道教育大学)

武田盈太郎(和歌山医科大学)

坂本 元子(和洋女子大学)

○貴田嘉一(愛媛大学)

○勝野最吾(兵庫教育大学)

○村田光範(東京女子医科大学)

座長 美坂 幸治(鹿児島大学)

2aCOl 春休みと新学期における発育および成長ホルモンの変化に関する研究

○岩城淳子(東京大学),東郷正美(神戸大学)

2aCO2 毎月1匝】の測定からみる身長の発育 -同胞2女児の時系列解析一

〇布施毒与司(希望ヶ丘高等学校),小林正子(東京大学),岡島佳樹(玉川大学)

2aCO3 北海道の小学生における体重と身長の時系列解析
○岡安多香子 ･武岡遺子 ･野崎純子 ･荒島真一郎(北海道教育大学)

2aCO4 1970年代初期の小学生における体重の季節変動と肥満との関係

○荒居和子(日野市立平山台小学校),小林正子(東京大学),東郷正美(神戸大学)
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(9:40-10:10) 座長 竹内 宏一(浜松医科大学)

2aCO5 通学時の重量負荷と健康(第2報) 一教諭 ･養護教諭への調査も含めて-

○小出禰生(岡山大学),岡田弘子(総合病院三愛)

2aCO6 女子大学生における足距と重心動揺および運動能力について

○新宅幸恵 ･乾 道生(大阪成城女子短期大学)

臼井永男(放送大学),竹内宏一(浜桧医科大学)

2aCO7 チェコの人々の直立時接地足底面の形状について

○臼井永男(放送大学),波速 功(静岡産業大学)

(10:10-ll:00) 座長 松本 健治(鳥取大学)

2aCO8 初経発来前後の身体発育について

○森岡郁晴(和歌山県立医科大学),後和美朝(大阪国際女子大学)

平瀬悦子(武庫川高等学校),石居宣子 ･黒田基嗣 ･宮下和久 ･

武田最太郎(和歌山県立医科大学),校本健治(鳥取大学)

2aCO9 中高生における初経調査の検討

○久泉由紀子(滋賀大学大学院),板持紘子(滋賀大学付属中学校),林 正(滋賀大学)

2aCIO 年齢や初経後年齢による月経周期の変化 一女子体育大生における縦断的データから一

〇菊池 潤 ･原田千絵 ･中村 泉(日本女子体育大学)

2aCll 思春期における下肢と座高の発育 ○小林正子(東京大学)

2aC12 韓国 ･学童生徒のSkeliclndexの加齢変化 ○佐竹 隆(日本大学),服部恒明(茨城大学)

(ll:00-ll:50) 座長 東郷 正美(神戸大学)

2aC13 近赤外方式小児用体脂肪計による/j､学生の体組成測定

○松田ひとみ(北海道教育大学付属小学校),荒島真一郎 ･岡安多香子(北海道教育大学)

2aC14 近赤外方式小児用体脂肪計による中学生の体組成測定

○土井芳美(北海道教育大学付属中学校),荒島真一郎 ･岡安多香子(北海道教育大学)

2aC15 10歳から18歳の男女児童 ･生徒のSiri式とLohman式による体脂肪率の再検討

○田原靖昭 ･湯川幸一(長崎大学),網分窓明(長崎児立女子短期大学)

浦田秀子 ･勝野久美子 ･福山由美子(長崎大学医療短期大学),佐伯重率(長崎大学)

2aC16 大学生におけるBMIを用いた肥満判定の有効性と限界 ○田中茂穂 ･服部恒明(茨城大学)

2aC17 肥満児の事例研究

○小野 良(八幡中学校),斉藤由美(所沢北高等学校),鎌田尚子 ･森田光子(女子栄養大学)

第2日(午前) D会場

◆一般口演

保健学習 (9:00-9:30) 座長 瀧薄 利行く茨城大学)

2aDOl 全国公立中学校における保健学習の実態に関する研究

○鈴木 学 ･大坂幹太(日本体育大学大学院),井筒次郎(日本体育大学)

時本識資(文部省),吉田登一郎(日本体育大学)

2aDO2 保健体育教諭と養護教諭との保健学習のとらえ方の比較

○山田七重(山梨大学大学院),中村和彦(山梨大学)

2aDO3 保健学習における教師の ｢力量｣についての一研究 ○赤田信一(静岡大学)
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(9:30-10:10) 座長 照屋 博行(福岡教育大学)

2aDO4 ｢死｣に関する経験 ･態度 ･認識についての調査研究(16)

○板谷幸恵(女子栄養大学),藤田禄太郎(鳴門教育大学)

2aDO5 ｢死｣に関する経験 ･態度 ･認識についての調査研究(描

○藤田禄太郎(鳴門教育大学),板谷幸恵(女子栄養大学)

2aDO6 ｢生命観 ･死生観｣に関する認識調査報告(2)

一沖縄 ･韓国高校生の比較を中心に一

〇川畑三夫(鳴門教育大学大学院),藤田禄太郎(鳴門教育大学)

2aDO7 日本人の宗教と死生観および終末期医療についての-考 察 ○本宮数倍 ･南 哲(神戸大学)

(10:10-10:40) 座長 浮山 信一(順正短期大学)

2aDO8 保健学習における ｢医療 ･疾病｣概念についてのdeconstruction(2)

○小川克之(鳴門教育大学大学院),藤田禄太郎(鳴門教育大学)

2aDO9 生命倫理教育の進め方について(そのl)

一脳死に対する大学生の考え方- ○幸駆寄一政(千葉経済大学),大津一義(順天堂大学)

2aDIO エイズに関する児童生徒の認識構造の研究

○友定保博(山口大学),下村義夫(岡山大学),和暦正勝(宇都宮大学)

森 昭三(筑波大学),田村 誠(横浜国立大学),野村良和(筑波大学)

近藤真膚(岐阜大学),住田 実(大分大学)

(10:40-ll:20) 座長 田原 靖昭(長崎大学)

2aDll 小学校における ｢死生観教育｣の内容構成に関する実証的研究(4)

○射場利春(牟礼町立牟礼中学校),藤田禄太郎(鳴門教育大学)

2aD12 小学校保健教科書の研究 一教員への調査結果を素材として一

〇岩田英樹(茨城埋立医療大学),佐見由紀子(法政大学第-中 ･高等学校)

渡辺 散(佐賀県立盲学校)

2aD13 小学校における第二次性徴の保健授業づ くり

○奥津真理(市原市立白旗小学校),挑崎一政(千葉経済大学),大津一義(順天堂大学)

2aD14 保健の教材づ くりにおける教材論的考察(1) ○住田 実(大分大学)

(ll:20-ll:50) 座長 柳川 協(岡山大学)

2aD15 性に関する保健学習のあり方について -情意形成に視点をあてて一

〇栴引宣子(千葉埋立千葉女子高等学校),大津一義(順天堂大学)

大野信郎 ･芦川裕一 ･野澄 明 ･白鳥 寿(千葉,県立千葉女子高等学校)

2aD16 保健授業における情意形成の評価シー ト作成の試み

○今関空-(千葉股立船橋高等学校),大津一義(順天堂大学)

2aD17 心肺蘇生法練習用人形を使用した中学校保健体育 ｢人工呼吸法｣の学習効果に関する研究

○武井大輔(日本体育大学),藤岩秀樹(日本体育大学大学院)

北田豊治(杏林大学大学院),野井真吾 ･山田良樹(日本体育大学)

第2日(午前) E会場

⑳一般口演

養護教諭 (9:00-9:40) 座長 福西 武子(横浜高等教育専門学校)
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2aEOl ｢匡卜立大学付属学校における養護教諭の職務に関する研究｣(第9報)

一般教員免許取得の教育実習生への指導一調査の結果と考察一

〇中川優子(横浜国立大学教育学部附属横浜中学校)

曽根睦子(筑波大学付属駒場中 ･高等学校),小笠原紀代子(筑波大学附属聾学校)

2aEO2 ｢国立大学付属学校における養護教諭の職務に関する研究｣(第10報)

養護教翰免許取得の教育実習生への指導-調査の結果と考察一

〇桑原由紀子(千葉大学教育学部附属小学校),生田愛子(千葉大学教育学部附属中学校)

曽根睦千(筑波大学付属駒場中 ･高等学校)

2aEO3 ｢国立大学付属学校における養護数静の職務に関する研究｣(第11報)

養護教諭教育-調査の結果と考察一

〇,)､笠原紀代子(筑波大学附属聾学校),曽根睦子(筑波大学付属駒場中 ･高等学校)

2aEO4 ｢国立大学付属学校における養護教諭の職務に関する研究｣(第12報)
特殊教育諸学校における教育実習及びそれを支える基礎栄養一調査の結果と考察一

〇曽根睦子(筑波大学付属駒場中 ･高等学校)

中川優子(横浜国立大学教育学部附属横浜中学校),小笠原紀代子(筑波大学附属聾学校)

(9:40-10:20) 座長 小林 例子(千葉大学)

2aEO5 養護教諭の力量形成の研究(4)

一学校実地研究 ･実習を中心として一 〇大庭茂美(九州女子大学)

2aEO6 養護活動の計画と評価に関する一考察

-養護実習における救急処置活動計画案の活用を通して一 〇後藤ひとみ(北海道教育大学)

2aEO7 実習期間中における養讃実習生のリーダーシップ行動に関する研究(第1報)

○古賀由紀子(熊本市三和中学校),校本敬子(熊本大学)

岩坂いずみ(熊本県立八代高等学校),佐方仁美(熊本児天草郡有明東中学校)

2aEO8 養護教諭教育における臨床実習のサボ- ト方法についての一考察

○神戸美栓子 ･矢野由紀子 ･青木かがり(愛知みずほ大学短期大学)

(10:20-ll:00) 座長 石原 昌江(岡山大学)

2aEO9 セルフ ･コントロールの教育実践研究(第9報)

-いじめの問題と養護教諭の役割一 〇浜口幸枝(日本大学第一中高等学校)

2aEIO 定期健康診断に関する研究 一法改正を前にした養護教輪の認識実態調査-(その1)

○坂本富貴子 ･鎌田尚子 ･森田光子(女子栄養大学),木幡美奈子(都立江北高等学校)

2aEll 定期健康診断に関する研究 一法改正を前にした養護教輪の認識実態調査-(その2)

〇本幡美奈子(都立江北高等学校),鎌田尚子 ･森田光子 ･坂本富貴子(女子栄養大学)

2aE12 学校健康診断に関する研究 一主として高校生の理解と実態-(第1報)

○相沢菊江 (都立板橋高等学校),細川淳一(筑波大学)

(ll:00-12:00) 座長 森田 光子(女子栄養大学)

2aE13 養護教諭の再学習の現状と今後のあり方

○中村和彦(山梨大学),森 昭三(筑波大学),友志保博(山口大学)

村内悦子(国立身体障害者リ-ど ))チ-ションセンター学院),山田七重(山梨大学大学院)

2aE14 番讃教諭の職能成長に関する研究

一志望学生の自己教育(力)と他者からの支援についての検討一

〇小林刺子(千葉大学),林 文(東洋英和女子学院大学)

2aE15 養護教諭の労働条件に関する研究

2aE16 学校保健予算と養護教諭の活動

○/j､林膏枝(東京都立武蔵高等学校)

○中村朋子 ･内山 源(茨城大学)
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ZaE17 養護教諭の行う保健指導の実態 一複数配置校と単数配置校の比較-

○石原昌江(岡山大学)

2aE18 汎用ソフトを利用した養護教諭の職務分析

○斉藤美麿(山口女子大学),曽根睦子(筑波大学付属駒場中 ･高等学校)

第2日(午前) H会場

◆一般口演

疾病予防 ･健康管理 (9:00-9:40) 座長 山本 公私(奈良女子大学)

2aHOl 保健室来室時の状況と生活態度との関連について ○竹崎覚書江(大田区立貝塚中学校)

2aHO2 小学校高学年における日常生活と食事との関係

○竹田由美子 ･畑中高子 ･生田清美子(神奈川鼎立衛生短期大学)

2aHO3 小学校 6年生児童の血清脂質値と形態,生活習慣との関連性

○森 千鶴(名古屋市立西前田小学校),佐藤和子 ･天野敦子(愛知教育大学)

2aHO4 血清脂質値の小学4年生から中学 2年生に至る変化

○竹内宏一 ･丸山規雄 ･大堀兼男 ･中村留美子 ･森加奈子 ･甲田勝康 ･

宮原時彦 ･坪井宏仁(浜於医科大学)

(9:40-10:20) 座長 家田 重晴(中京大学)

2aHO5 大学生の健康管理について(3報) 一時に公立大学の学生健康管理担当職に関する課題-

o小林帝枝(東京都立武蔵高等学校)

2aHO6 女子短大生のライフスタイルと易疲労性との関連

○美馬 信 ･岡崎延之(大阪女子短期大学)

2aHO7 基礎体温所見による女子短大生の月経に関する研究(第2報)

○鈴木郁子 ･大村節子(長崎女子短期大学)

2aHO8 ランナーの健康管理の実態

○田中浩子 ･音哉陽子(中村学園大学),森 善彦(正樹合佐田病院スポーツ医科学研究所)

(10:20-ll:00) 座長 上林 久雄(大阪成践女子短期大学)

2aHO9 女子学生の生活行動と疲労に関する研究

一生活習慣からみた疲労について一 〇枚田芳子(熊本大学),柴田邦子(中村学園大学)

2aHIO ｢女子学生の生活行動と疲労に関する研究｣ 一食生活面からみた疲労について-

○柴田邦子(中村学園大学),松田芳子 ･安武 律(熊本大学),城田知子(中村学園大学)

2aHll 小学生における通学時間と疲労及び生活行動要因との関連に関する研究

○富田 勤 ･木村郁子 ･佐々木胤則 ･横田正義(北海道教育大学)

2aH12 教員の疲労状況と健康管理に関する研究 ○佐藤 理 ･中村和利(福島大学)

2aH13 大学生のアレルギー疾患の実態と予後について ○堀内康生 ･安地真理子(大阪教育大学)
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第2日(午前) J会場

⑳ポスターセッションⅤ (9:20-10:10)
2aJOl 医学生と短大生におけるエイズのイメージに関する検討

○武田則昭(香川医科大学),村上浮(香川頗明菩短期大学)

川田久美 ･合田恵子 ･須那 滋 ･真鍋芳樹 ･浅川富美雪 ･寛成文彦(香川医科大学)

2aJO2 医学生と短大生におけるエイズに対する社会的距離に関する検討

○武田則昭(香川医科大学),村上 淳(香川県明善短期大学)

川田久美 ･合田恵子 ･須那 滋 ･真鍋芳樹 ･浅川富美雪 ･寛成文彦(香川医科大学)

大須賀桂子(香川県看讃専門学校),菅西玲子(香川県立高桧原高等学校)

三好和子(香川県立飯山高等学校)

2aJO3 性教育のあり方と高校生の意識 ○福島紀子 ･粉本佳代子 ･坂井尚子(共立薬科大学)

2aJO4 子供のための暴行防止プログラム(CAP)の有効性について
一参加者アンケー ト調査より- O鈴木道子(尚桐女学院短期大学)

2aJO5 セルフコントロ-ルの教育研究(第10報)

-心身症や問題行動生徒への心身医学的(全人的)アプローチ一

〇浜口幸枝(日本大学第一中 ･高等学校)

⑳ポスターセッションⅥ (10:40-ll:30)

2aJO6 スウェーデンにおける健康教育(第i報) 一教育制度上の位置づけ-

○戸野壕厚子(宮城学院女子大学),山梨八重子(お茶の水女子大学付属中学校)

2aJO7 スウェーデンにおける健康教育(第2報)

一低学年オリエンテーション科の教科書にみる教育内容の分析一

〇山梨八重子(お茶の水女子大学付属中学校),戸野塚厚子(宮城学院女子大学)

2aJO8 生殖関連技術に対する短大生の反応 ○篠原菊紀(東京理科大学諏訪短期大学)

2aJO9 短大生の臓器提供の意志について ○篠原菊紀(東京理科大学諏訪短期大学)

2aJIO 統合教育に関する日米比較研究

-子どもの健康な発達を保証する教育の条件についての一考察一

〇加来和子(弘前大学教育学部)

第2日(午前) K会場

◆一般口演

健康意識 ･健康行動 (9:00-9:40) 座長 野原 忠博(沓林大学)

2aKOl 看護学生の食生活意識についての一考察 -調理実習を試みて一

〇山本澄子 ･福森郁子 ･中島澄夫(藤田保健衛生大学)

2aKO2 女子大生の日常生活の実態と骨粗餐症に対する意識調餐

○津村直子 ･佐藤敏雄 ･奥村晶子(北海道教育大学)

2aKO3 大学生のダイエット体験に関する男女比較

2aKO4 大学生の体型に関する意識の男女比較

〇八木橋元一(大垣女子短期大学)

〇八木橋元一(大垣女子短期大学)
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座長 友定 保博(山口大学)

2aKO5 大学院生の生活と疲労に関する研究

○浄住謹雄(熊本大学),村上亜希子(球磨郡錦町立西小学校)

横川奈生子(球磨郡五木村立五木東小学校)

2aKO6 疲労スコア運動前後の変動パターンにみられる種目の特敬

○前橋 明(倉敷市立短期大学),中永征太郎(ノー トルダム清心女子大学)

2aKO7 女子学生の生活リズムと生活活動時の消薯熱量

○道墳睦子(倉敷看護専門学校),前橋 明(倉敷市立短期大学)

中永征太郎(ノー トルダム清心女子大学)

2aKO8 大学保健教育のための ｢精神保健｣に関する意識調査

○藤津邦彦(筑波大学),大内 隆(筑波大学大学院)

保健指導 (10:20-ll:00) 座長 中村 朋子(茨城大学)

2aKO9 すこやか教室(肥満児生活指導)の目に見えない効果

○城川美佳 ･高柳満喜子 ･西川浩昭 ･中谷弥栄子 ･桧井研一(東邦大学)

加藤知己(東京電機大学),鈴木圭子 ･増山恵美子(横浜市立中村小学校),豊川裕之(東邦大学)

2aKIO 気管支嘱息児に対する担任教諭の保健指導の実態 ○堀内康生 ･安地真理子(大阪教育大学)

2aKll 色覚異常者の色覚調査

○楠本久美子(大阪教育大学付属高等学校),西 組子(元大阪府立高津高等学校)

2aK12 小児成人病予防検診後の健康教育 一小学校での実践及び実地指導-

o加藤里恵千(江東区立亀島小学校),小林列子(千葉大学)

(ll:00-ll:40)

2aK13 小 ･中学校における朝の健康観察の実態

座長 中桐佐知子(吉備国際大学)

○吉村美保(葛飾区立柴又中学校)

2aK14 養護教諭に求められる総合的看護能力(第3報)

-行動変容をめざすワンポイント指導例の分析-

○山田万智子(京北中高等学校),天野洋子(東京大学付属中高等学校)

五十嵐靖子(東京学芸大学付属大泉中学校),糸谷外代子(都立隅田川高等学校堤校舎)
鳴本恭子(都立竹早高等学校定時制),末吉裕子(都立北野高等学校)

鈴木裕子(横浜市立新治養護学校),坪井美智子(都立小石川高等学校)

壌井直美(東京大学付属中高等学校),福西武子(横浜教育専門学校)

2aK15 現職教員の ｢不登校｣に関する認識調査1Ⅰ王

○棟方百熊(鳴門教育大学大学院),藤田禄太郎(鳴門教育大学)

板谷幸恵(女子栄養大学),小川克之 ･川畑三矢 ･下同便寿(鳴門教育大学大学院)

2aK16 現職教員の ｢不登校｣に関する認識調査Ⅳ

○下岡康寿(鳴門教育大学大学院),藤田禄太郎(鳴門教育大学)
板谷幸恵(女子栄養大学),小川克之 ･川畑三矢 ･棟万古熊(鳴門教育大学大学院)

第2日(午前) L会場

◆一般口演

性教育 ･エイズ教育 (9:00-9:40) 座長 野村 和雄(愛知教育大学)

2aLOl 地域における思春期保健のネットワーク(第i報) 一開業助産婦への調査一

〇前田順子 ･大森世都子(国立公衆衛生院),街路 隆(東京大学)
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2aLOZ 性教削 旨導技法の学習による研修会受講者の意識変容

○鈴木路津(千葉大学大学院),武田 敏(千葉大学)

2aLO3 高等学校エイズ教育における学習効果に関する一考察

○中山恭一(日本体育大学),大塚幹太(日本体育大学大学院)

野井英吾 ･西村書己彦 ･吉田豊一郎(日本体育大学)

2aLO4 高等学校におけるエイズ教育の実践報告 一地域と連携をはかる実践例の紹介一

〇山崎美佳(都立練馬工業高等学校)

(9:40-10:20) 座長 安藤 志まく東海学校保健研究釈)

2aLO5 これからの性教育について ○安原 央(箕面学園高等学校),荒地秀明(天理大学)

2aLO6 エイズ教育教材(マンガHIV)の製作とその評価 〇枚本憲子(大阪教育大学)

2aLO7 ｢生命と性を尊重する教育｣ プログラムの制作とその評価 〇枚岡 弘(大阪教育大学)

2aLO8 コンドーム ･性交指導をめぐる論争に関する一考察

○武田裕行(大阪教育大学),坂田利弘(愛知教育大学)

環境保健 ･環境教育 (10:20-10:40) 座長 鈴木 路子(東京学芸大学)

2aLO9 授業中の空気環境の変化 一女子短期大学の場合-

○吉田鋒子 ･美馬 信(大阪女子短期大学)

2aLIO 交通騒音と不眠症に関する疫学的研究

○吉田順太 ･平良一彦(琉球大学),影山隆之 ･兜 夷徳(国際環境研究所)

(10:40-ll:10) 座長 細川 淳一(筑波大学)

2aLll 学校におけるプール清掃の細菌学的安全性とその対策(第1報)

-プール清掃前のプ-ル水の水質検査- o田中千恵子(東京学芸大学附属小金井小学校)

物部博之 ･山崎昭妃 ･鈴木路子(東京学芸大学)

2aL12 寝具寝床内微気候に関する環境保健学的研究

一各種繊維素材別にみた寝床内微気候環境と睡眠一

〇鈴木路子 ･物部博之(東京学芸大学),金子健一(アイシン棉械生活健康学研究所)

ZaL13 湿度別にみた天然繊維素材 ｢羊毛｣の抗薗性発現に関する実験的研究

-スケール剥離羊毛の吸排湿機能と抗菌性の発現一

〇物部博之 ･鈴木路子(東京学芸大学),伊橡部志津子(群馬大学)

第2日(午前) M会場

⑳フィジカルセッションⅠ (9:00-12:00)

スポーツ傷害の予防と対応

2aMOl スポーツ傷害の予防 ○片岡幸雄(千葉大学)

2aMO2 スポーツ傷害予防とメンタル ･トレーニング ○霜礼次郎(日本医師会健康スポーツ委員)

2aMO3 スポーーソ外傷治療 ･回復と競技への復帰 ･継続 ○磯辺啓二郎(千葉大学)

2aMO4 武道 ･スポーツ傷害に対する医療と生活のケア ･システム ○山本利春(国際武道大学)

2aMO5 学校体育と安全教育 ○阿部明浩(千葉大学)
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第2日(午後) A会場

⑳特別講演Ⅰ (12:50-13:50)
ヘルスプロモーションと学校保健

⑳教育講演Ⅳ (14:00-14:40)

地域保健と学校保健

⑳自主シンポジウムⅠ (14:50-16:40)

これからの社会に求められる保健の学力と内容

第2日(午後) B会場

⑳年次学会要望課題Ⅲ (12:50-14:30)

総合的健康教育と学校保健

2pBOl 総合的健康教育と性教育

2pBO2 総合的健康教育と学校保健管理活動

2pBO3 総合的健康教育と保健所活動

2pBO4 総合的健康教育と-ルスプロモーション

第2日(午後) F会場

⑳自主シンポジウム丑 (14:50-16:40)

保健室登校における対応と達けい 代表世話人

第2日(午後) H会場

江口 篤寿(元筑波大学)

座長 船Jl暮 幡夫(元東京大学)

川田智恵子(東京大学)

座長 武田 壌轟(青森大学)

代表世話人 森 昭三(筑波大学)

座長 内山 源(茨城大学)

○松岡 弘(大阪教育大学)

○古川寿恵子(千葉市立千城小学校)

○荒木 均(茨城県潮来保健所)

○内山源(茨城大学)

本多 英子(元千葉県養護教諭会会長)

⑳自主シンポジウムⅢ (14:50-16:40)
幼児 ･児童にみられる体のゆがみの問題点と対策 代表世話人 原田 碩三(兵庫教育大学)

第2日(午後) J会場

⑳自主シンポジウムⅣ (14:50-16:40)
豊かな心を育てる性の指導と養護教諭 代表世話人 三木とみ子(文部省)



第42回日本学校保健学会プログラム

第2日(午後) K会場

⑳年次学会要望課題Ⅳ (12:50-14:30)
災害と子どもの健康

2pKOl 救災医療活動の経験

2pKO2 養護教諭の救災活動の経験

2pKO3 学校管理と救災活動

第2日(午後) M会場

⑳フィジカルセッションⅠ (12:50-16:40)
キー ･ノー ト･レクチャー 攻めの保健 ･守りの保健
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座長 林 謙治(国立公衆衛生院)

○中村安秀(東京大学)

○乾 外志(神戸市立上野中学校)

○南 哲(神戸大学)

座長 広橋 轟敬(千葉大学)

金原 勇(筑波大学)

野尻 雅美(千葉大学)

第2日(午後) けやき会館2階会議室1

⑳自主シンポジウムⅤ (14:50-16:40)

国際学校保健の展開 代表世話人 詫間 晋平(国立特殊教育総合研究所)

第2日(午後) けやき会館2階会議室2

⑳自主シンポジウムⅥ (15:00-16:40)

養護教諭の看護能力 代表世話人 天野 敦子(愛知教育大学)
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会 報 常任理事会議事概要

平成 7年度 第 2回
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日 時 :平成7年 6月13日 (17:30-19:30)

場 所 :大妻女子大学人間生活科学研究所内 学会事務局

出席者 :江口篤寿 (理事長),武田最太郎 (編集),詫間晋平 (庶務),内山 源 (国際交流),森 昭三 (学

術),大洋清二 (事務局長),上野優子 (幹事),吉田春美 (事務局)

1.前回常任理事会議事録の確認を行った.

2.95年度学会役員選挙について

大洋事務局長より,役員選挙について選挙管理委員会 (和唐委員長)の準備状況の説明がなされた.

① 一連の作業における期日等を決定した.

② 投票用紙には ｢学合 印｣を押印することになった.

③ 得票数が同点の場合など,起こりうる問題への対処については,事前に明確にしておくよう選挙管

理委員会へ申し入れておくことで,了麻した.

④ 選挙結果は,従来通り ｢学校保健研究｣にて報告する.

3.庶務関係

大洋事務局長より,現在の経理状況について,報告があった.

4.編集関係

① 武田編集担当理事より,｢学校保健研究｣の投稿論文とその査読,受理状況の説明がなされた.

② 編集委員会の規定 (細則)については,現在検討中である旨,報告がなされた.

5.国際交流関係

内山国際交流担当理事より,本年8月に行われる第15回健康教育世界会議についての準備状況報告がな

された.

6.学会共同研究について

森学術担当理事より,応募件数の説明ならびに審査結果について,報告がなされ,家田重晴 (中衷大)

および勝野藁吾 (兵庫教育大)を代表とする研究プロジェクトの2件が今年度の学会共同研究として汰

定された.

7.年次学会時の役員会 ･総合について

例年通りの内容で,進めて行くこととなった.

8.日本学術協力財団と共同主権のシンポジウムについて

学術協力財団よりの補助金によるシンポジウム共催制度について説明がなされたが,今年度は見送るこ

ととなった.

9.その他

日本体育学会から,中教審に対する施策について,本学合の協力が得られるかの打診があった旨,報告

がなされた.
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お知らせ 全国養護教諭教育研究会

第 3回研究大会開催案内(第 2報)

1.日 時 :1995年11月27日 (月)9:30-16:00

2.場 所 :千葉大学大学院自然科学研究科大会議室 (西千葉キャンパス内)

メインテーマ :養護教諭の力量形成にむけて

3.内 容 :

(1)パネルディスカッション (午前)

｢力量形成にむけて一養護実習の目標はどのようにたてられているか｣

進 行 中桐佐智子 (吉備国際大学)

座 長 鎌田 尚子 (女子栄養大学)

パネラー 盛 昭子 (弘前大学) 大学でつけられる力量とは

小西 俊子 (大阪市立新庄小学校) 新卒-3年位までの実践的力量とは

桟 仁子 (元小学校校長) 現場で考える力量とは

渡部木綿子 (茨城大学学生) 学生の考えは

(2)研究発表 (午後)

座 長 石田 トミ (国学院大学栃木短期大学)

① 養護実習のあり方に関する研究

その1.全国養護教諭養成機関における実習の目的 ･目標

養護実習研究班 大谷尚子 (茨城大学)

② 養護教育実習 一学外者讃教育実習との関係一 校浦昭子 (瀬戸内短期大学)

座 長 小笠原紀代子 (筑波大学附属聾学校)

③ 養護実習における保健指導体験と学生の反応 石原昌江 (岡山大学),他

④ 養護教諭養成教育における人間機能学実習について 野崎とも子 (千葉大学),他

⑤ 若年者にみられる外反母姓の発生要因について 一養成教育における研究意養一

西田 マ リ (千葉大学卒),他

4.参加費 :金員2000円,非会員3000円

参加費の受付は当日に (会員,非会員とも)

5.研究大全についての問い合わせは大全実行委員長 (下記)へ

〒263千葉児稲毛区弥生町 1-33 千葉大学教育学部 小林刺子 TEL (043)290-2638

6.人会手続きは入会申込書 (事務局にあり)を送付し,会費3000円 (1995年度分)を郵便振替で納入する.

研究会の目的 ･事業等のお問い合わせは返信用封筒を添えて研究会事務局まで.

事務局 :〒448刈谷市井ヶ谷町広沢 1 愛知教育大学養護教育教室 堀内研究室内

TEL (0566)36-3111内線485,FAX (0566)36-7795

郵便振替口座番号 :00880-8-86414 加入著名 :全国養護教諭教育研究会
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お知らせ ｢国際学校保健｣研究の集い
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世話人代表 詫間 晋平

学校保健研究のグローバル化と情報化をめざして,世界各国,特に東南アジア,東アジア地域を視野に含

めて,有効な研究テーマや方略に関してその現状と課題をシンポジウム形式で討議 します.多くの皆棟の参

加を歓迎致します.

日 時 :平成7年11月25日Uj(学会第1日日)

午後3時10分より午後 6時まで.

場 所 :千葉大学教育学部 F教室

(〒263千葉市稲毛区弥生町 1-33*事務局 TEL,FAX.043-290-2623)

シンポジス巨 J.マッコ-ネル女史 (スタンフォード大学教授)
鈴木庄亮博士 (群馬大学医学部教授),(第3回日本 ･スウェーデン騒音シンポジウム ･組織

委員長 【1996.4.7-10】)

注記 :学会プログラムにあります11月26日(日)学食第2日日午後 2時50分より午後 5時 (舵 :大学けやき会館

2階第1会議室)の会合は次年度にむけた将来計画の小ラウンドテーブルとして開催致します.ご関

心のある方はこちらにもご参集下さいますよう.
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公開講演会｢産業空洞化問題を考える｣開催さる
平成7年9月 日本学術会議広報委員会

今回の日本学術会議だよりでは, 7月に開催された日本学循会議主催公開講演会 ｢産業空洞化問題を考え

る｣の概要について紹介します｡

日本学術会議は､学術の成果を市民に直接還元する

ための活動として､日本学術会議全局が講師となって､

市民を対象に年 2回､日本学術会議主催の公開講演会

を開催 しています｡

日本学術会議のグローバ リーゼ-ションと社会構造

の変化特別委局舎は､いわゆるグローバ リゼーション

の進展によって我が国の経済 ･社会が受ける諸種の影

響と､それに伴う様々な問題点を吟味し､今後､我が

国がとるべきそれらへの対応策の在 り方を検討するこ

とをその任務 とし､特に､現在の我が国にとっての最

も重大な危機的事態とも言うべき ｢産業空洞化｣の問

題の分析に最重点を置いて､審議を進めつつありますO

今回の公開講演会では､この特別委員会によるその

ような分析 ･審議の成果を踏まえて､3人の講演者に

よって､まず､(1)我が国の経済を全体として見てマク

ロ的に考察するという経済学的な視点からは､現在の

長期不況と異常な ｢円高｣に伴って余儀なくされつつ

ある我が国産業の ｢空洞化｣という事態をどう捉え､

また､それに対応するべき経済政策はどうあるべきか､

そして､次に､(2)技術工学的な観点からすれば､この

ような現在の状況はどのように把握され､また､それ

について､どのような問題点が指摘されるべきか､そ

して､さらに､(3)企業経営の面から見た場合､このよ

うなグローバ リゼーションのインパクトはどのような

意味を持ち､我が国の企業はどのようにそれに対応し

つつあるのか､という3つの視角からの分析が行われ

ました｡

この講演会は､平成 7年 7月14日 (金)の午後 1時

20分から､日本学術会議誇堂において約200名の聴講者

を集め開催されましたので､その概要をお知らせいた

します｡

◇次 第

○ 司 会 菅田 民人 (第1部会月)

1 開会の辞 利谷 信義(日本学希会議副会長)

2 挨 拶 膏田 民人 (第 1部会月)

問題提起

3 講 演

(1) 日本経済再生の方途

丹羽 春喜 (第3部会員)

(2) 技術移転と空洞化

富浦 梓 (第5部会月)

(3) グローバ リゼーションと日本企業の多田籍化

岡本 康雄 (第3部副部長)

4 質疑応答

5 閉合の辞 西島 安則(日本学術会議副会長)

◇問題提起

吉田 民人(第1部会展､中央大学文学部教授)

空洞化という言葉は､英語でフォロ…イングアウト

と言われ､これが最初に問題になったのは1960年代の

アメl)カであり､当時ECにアメ】)カの自動車あるい

は電機産業が出て､アメt)カの労働組合が､ジョブ､

つまり仕事の輸出であるということでかなり反対した

といったようなところから始まって､日本でも､1960

年代の後半には東南アジアに直接投資が開始されてい

た｡もちろんこの種の問題は､経済のグローバリゼー

ションという､まさにグロ-バ リーゼ-ションと社会

構造の変化特別委月食が担当しているテーマの一つで

あるが､その空洞化が特に牽近､円高の状況の中で国

際競争力の著しい低下を招 くということで､ますます

加速されるというふうにみられているわけで､この種

のテーマをグローバ リゼーションと日本の社会構造の

変化の中でも最も緊急のテーマの一つとして取り上げ

ることになった｡

空洞化といっても産業の空洞化､金融の空洞化､技

術の空洞化､あるいは産業の空洞化も生産の空洞化､

経営の空洞化あるいは雇用の空洞化といったさまざま

な側面があるわけで､主としてその辺の問題を ｢産業

の空洞化｣という一言である意味でラフに総括させて

いただいた企画である｡

中身は三つあり､(1)日本経済をマクロ的な角度から

見ての空洞化の原因とその対策について､(2)技術の空

洞化に関して､(3)ミクロ的な企業がグローバリゼーシ

ョンの中で国際化していく｡まさにそういう意味で言

えばミクロ的であると同時にグローバルな､その意味



でマクロ的な観点から､それぞれ講演が行われる｡

ここで出る問題は多岐にわたるが､基本的には空洞

化の原因の究明と､それに対する対応策という二つの

側面からの講演となるが､例えば大蔵省の立場あるい

は日銀の立場､あるいは地方公共団体の立場､あるい

は企業の立場､それぞれの立場によって微妙に特殊利

益が反映せざるを得ないような問題構造になっている

が､研究者というのはそういう特定の､つまり職業的

な集団の利益から比較的解放されて､非常に客観的な

判断をすることができる職業集団に属しておることか

ら､できるだけ客観的に､一般的に特殊な利害にとら

われない角度からの検討をさせていただくことになっ

ているので､研究者としてはこういう見方をしている

んだということをぜひお開きいただきたいo

◇日本経済再生の方途

～円高と産業空洞化問題をどう考えるべきか～

丹羽 春書

第3部会長､グローバリーゼーションと

社会構造の変化特別委員会委局長

･ ケインズ 対 反ケインズ

･ 経済学の50-100年の退歩

一一一一ベトナム後遺症的ニヒリズム-

･ 政策の不合理性と長期経済停滞

･ 三重の悪循環的ジレンマによる不況の永続化

｢信賞必罰｣システムのフロー ト制と｢円高｣の

責め苦､そして産業空洞化

｢低成長-低税収-財政赤字-緊縮財政-不況

永続化｣の悪循環

･ ｢リストラ不況｣の危険性

･ 20年以上もの超長期不況

･ 結果としての ｢近隣窮乏化｣政策 (対外経済摩

擦の根本的原因)

｢正常な｣国際分業と｢異常な｣空洞化とを混同

するな

ミスリーディングな ｢成熟経済｣パラダイム

･ 彪大なデフレ･ギャップ

- それを直視しようとしない 『経済白書』

の危険性-

･ ｢規制緩和｣､｢リストラ｣､｢行革｣､｢市場開放｣､

等々の限界と欺橘性

｢合成の誤謬｣の問題をまじめに直視しようとし

ない風潮

･ 朝野をあげての幼児化現象

･ 必要な｢最善のシステム｣ビジョン(市場経済十

富民経済予算)への回帰

- むしろ､デフレ･ギャップこそ ｢真の財

源｣-

･ 震災復興と被災者支援の政策はどうあるべきか

- 国家の本質的な機能とは何か-

･ 混迷からの脱却へ

およそ､上記のような諸項目について､問題点を解
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さあかし､日本経済再生の方途について､国民経済予

算制度を現在の市場経済をベースにしている経済体制

に組み込むペL等の提言を行いました｡

く〉技術移転と空洞化

富浦 梓(第5部会長､新 日本製鉄㈱常任顧問)

製造業は全て技術の発明と､その移転によって､拡

大､発展を成し遂げてきた｡鉄鋼業における技術移転

の歴史を振り返ってみると､一般的に技術の個人依存

性が高いものほど移転が困難であり､技術の表象可能

性の高いものほど移転が容易である事に気がつく｡

技術の完全な表象には多くの困難が存在し､それ故

に末だ経験に依存するところが多い｡技術の表象可能

性を高めるには､製造に伴って生ずる現象を分析して､

基本過程を取り出し､それ等を統合して新たなシステ

ムを発現するという行為の繰返しが必要とされるo

このような経験の科学化を継続的に行われないとす

ると､技術の空洞化が生じやすくなる｡

このような点について着目し､技術移転と空洞化に

ついて､生産技術としての工学から社会技術としての

工学へのシフト等の具体的提案としてまとめました｡

◇グローバリゼーションと日本食*の多国鯨イヒ

岡本 康雄 (第3部副部長､青山学院大学国際

政治経済学部教授)

日本の製造企業は､1960年代後半東南アジアに生産

拠点を軸とした海外直接投資を始めた｡そして70年代

に入ると､貿易摩擦回避がらみで米国向けの海外直接

投資が､電機 ･電子､さらに乗用車といった分野にお

いて大規模に行われるにいたった.EUにも同じ様な

分野での生産拠点の形成が進められた｡この間､日本

企業の嚢争優位資源の海外移転が果たしてどのように

行われうるか､が重要な課題であった｡

他方､世界規模では､各国､特に先進国間の所得永

準の平準化と市場の同質化投荷水準の均等化と革新の

同期化が進み､情報通信技術の急速な進歩とそれによ

る伝達コストの低下､各国制度の自由化がこれに加わ

って､80年代国:境なき経済- グローバ リゼーション

が急速に進展し､グローバル規模での嚢皐が重要な課

題であった｡

そして80年代後半からは､アジアNIES､90年代

にはアセアンが台頭し､東アジア全体がグローバルな

注Elを浴びるにいたっている｡そして日本は､急速な

円高によりアセアンへの生産移転を急テンポに進めざ

るをえなくなっているOそれは､日本国内の空洞化を

誘発している｡

これら三つは､今現在､同時解決を求められている

課題であるOこの トライア ドについて考察しました｡

焚 なお､この講演会の模様については､前回の諮演

会と同様､日学双書No.24｢産業空洞化問題を考える｣

として､柵日本学術協力財団より刊行予定です｡
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編 集 後 記

前号の特集｢震災時の危機管理一学校の役割-｣

に続いて,本号でも阪神 ･淡路大震災関連の現場

からのレポー トを特集することにした.

大都市を直撃 した未曽有の阪神 ･淡路大震災は

被災地の学校にかつて経験 したことのない多くの

貴重な教訓を残 した.これらの教訓を風化させる

ことのないよう特集記事として記録に留めたいと

いう思いからである.

被災した子どもたちのPTSDの予防を含めた心の

ケアの問題はいうに及ばず,地域の人々の避難所

として学校が直面 した物心両面での多くの問題,

教育機関としての機能回復への足どりなどの記録

と,これらの経験を通して,地域住民の健康,安

全への積極的なかかわりが期待される学校として

学校保健研究 JPnISchooIHealih37;1995

の今後の在り方,とくに,柔軟に対応 しうる危機

管理体制や保健室の整備,さらには環境衛生面の

配慮など,平時から心がけておかねばならない課

題等について,学校教育,学校保健の立場からの

生の声を被災した学校にかかわる学識経験者,校

良,養護教諭その他の関係者から寄せてもらった.

同じ被災地であっても,その災害の様相や住民の

反応などは,それぞれのスポットによって大きく

異なっていた. したがって,各著者の記述にニュ

アンスの差がみられるが,そのいずれもが当時の

実態であり,そこから導かれた教訓である.

通読されて,読者の立場での 1つのイメージに

まとめ上げられることを期待する.

(武田最太郎)
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